「ね、フリス、沼の鳥たちが助けてくれといってるのとおんなじさ。だから行かなくちゃならないんだ。ぼくの力でできることなんだよ」

――ポール・ギャリコ『スノーグース』（矢川 澄子・訳）
［プロローグ］

　灰色の空から、音もなく白く冷たいものが降っていた。
　十二月もはじめで、まだ本格的に雪の積もる季節とはいえない。凍えるような風が吹いても、吐く息の白さに驚いても、街はどこか明るかった。空から落ちてくる雪はただ、これから来る何かをそっと伝えようとしているだけにも思えた。もうすぐ、暗く冷たい時間がやって来る――

　通学路を歩いていたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しじょうふゆ),志条芙夕)は、ふと足をとめて空を見あげた。

　朝の登校時間にもかかわらず、あたりにほかの生徒の姿はない。それはフユが、わざとそういう道を選んでいるからだった。車もほとんど通らない住宅地には、何の装飾性もない沈黙だけが横たわっている。

　小さな白い塊が手の平に乗って、水滴だけを残して消えてしまった。いや、雪が消えたわけではない。それは元に戻っただけだ。

　フユは雪が嫌いだった。

　それを見ると、昔のことを思い出すからだ。ずっと昔、小学生の頃に親に捨てられた日のことを。どれだけ時間がたっても、その日のことは忘れられそうにない。

　雪の降る日だった。ストーブの具合が悪くて、六畳もないような狭いアパートがなかなか暖まらなかった。赤い火が変に弱々しくて、まるで寒さに縮こまっているかのようだった。

　その日は珍しく、両親がプレゼントを持って帰ってきた。大きいだけがとりえの、粗雑なクマのぬいぐるみだったが、フユは喜んだ。何しろそんなことは、絶えてなかったことだったのだから。ぬいぐるみを抱えて、フユは幸せだった。神様に感謝しようと思った。この恩は決して忘れません。いつかきっとお返しします、と。
　二人はほかにも、たくさんのごちそうを用意してくれた。ただのファーストフードの類だったが、フユにとっては十分豪華な食事だった。それにいくら食べても、舌打ちされるようなこともない。父親も母親も、終始にこにこしていた。
　そのあとで二人は、散歩に出かけようと言った。寒くて、雪も降っていて、食べたばかりで眠くもあったけれど、フユに嫌とは言えない。こんなにも機嫌の良さそうな両親を怒らせたくなかったから。
　苦しくなるくらいの厚着をさせられると、フユは二人に手をつながれて表に出た。空で掃除でもしているみたいにたくさんの雪が降って、地面にはすでに薄っすらと積もりつつある。風が鉄みたいに冷たかった。

　フユはぬいぐるみを抱えて、手を引かれるままに歩いていった。どこへ行くのかは、訊けなかった。訊けば、この幸せは壊れてしまいそう気がして。

　ずいぶん歩いて、まわりには知らない景色ばかりが広がっていた。塗装の剥げた駐車場のフェンス、お化けがそこに居座っているような自動販売機、空に向かってのびる灰色のマンション――
　やがて人気のない公園にやって来ると、三人はそこに入っていった。雪が一面に白く積もっている。母親はブランコの雪を払うと、そこにフユを座らせた。

　フユは母親にされるまま、やはり何も訊かない。ぬいぐるみを抱えたまま、にこにこ笑っている。

　二人はフユの服を直して、帽子を目深にかぶらせた。そして、その場を去っていく。フユはその光景を、ブランコに座ったまま見送った。そこにいなさい、と言われたから。何故だか父親と母親は最後に、ごめんねと謝っていた。

　フユはじっと、ブランコに座ったままでいた。二人はそこにいるようにと言ったのだ。勝手にいなくなれば、見つけられなくなってしまう。それにいくらブランコをこいだって、寒いだけでその場からは少しも動けはしないのだ。
　雪が、空から音もなく降っていた。フユの帽子や肩に、白い毛布のようにそれが積もっていく。
　このまま雪に埋もれてしまうのも悪くないな、とフユは思った。そうすればきっと両親は心配して、いつもよりずっと優しくしてくれるだろう。もしかしたら、好きな歌をうたっても怒鳴られないかもしれない。部屋の隅でお気に入りの絵本を読んでいても、蹴とばしたりしないかも。それから温かいお風呂につかって、母親のすぐそばで眠らせてもらえるかも。

（それから、それから――）

　フユはぎゅっ、とぬいぐるみを抱きしめている。

　けれど――

　本当は、もうわかっていた。二人が戻ってくることはない。
　私は、捨てられてしまったのだ。ごみ捨て場にごみを捨てるみたいに。いらない子供は公園に一人で置いていかれてしまう。そうしてその子供は、雪に埋もれてそのまま死んでしまうのだ。

　フユは涙を流さなかった。泣いてしまえば、それが本当だと自分で認めてしまうから。自分で認めないうちは、その事実が自分を傷つけることはない。

　壁を作るのだ。自分のまわりに壁を。何も入ることのできない、何にも壊すことのできない壁を。そうすればずっと、自分は平和でいられる。

　雪はいつのまにか、フユの体に積もるのをやめていた。その少し上、何もない宙空にフユの魔法が作った壁に、それは阻まれていたから。
　どれくらいの時がたっただろう。

　気がつくと、フユの前に誰かが立っていた。フユは驚きも期待もせず、顔をあげる。それがあの二人のどちらでもないことだけは、確かにわかっていた。

　そこに立っていたのは、やはり知らない人物だった。透明のビニール傘を差して、白いコートを着ている。感情のうかがえない、ひどく冷たい目をしていた。まるで絵本に出てくる、雪の女王みたいに。

「……ずいぶん珍しいところに魔法使いの子供がいたものね」

　それは温かみのない、冬の空気そのものみたいな声だった。

「あんた、自分でもわかってるんでしょ？　自分がもう捨てられてたんだって」

　フユは答えずに、けれど目だけはまっすぐにその人を見つめていた。

「それとも、まだつながっているつもり？　そのためなら、ここでこうして死んでも構わないとでも？　それでつながりを元に戻せるとでも？　あんたを捨てた人間は、決して戻ってきたりはしない。つながりはもう断たれた。それを戻すことは、魔法でもできない。少なくともこの不完全な世界の魔法ではね。あんたはとっくに、そのことをわかってるんでしょ？」

　フユはやはり、何も答えない。

「黙っていれば、それを認めなくともすむというわけ？　壁を作ってしまえば、誰も傷つけず、誰にも傷つけられない。あんたはそう言いたいの？」

　フユは何も言わず、けれど目だけはまっすぐにその人のことを見ている。例えどんなことを言われたとしても、自分の前にある壁を破ることはできない、というように。

　その人はため息をつくような、嘲笑うような、そんな表情を浮かべた。そうしてフユに向かって手を差しだしながら、

「あんたは本当に、あたしによく似ている」

　と、憎悪をこめて告げた。

「――――」

　その言葉は、フユの作った壁をするりと越えてしまっていた。だからフユは、のばされたその手をつかんだ。雪よりも冷たいような、その手を。

　フユが志条夕葵の子供になったのは、その時だった。

　その翌日、フユはずっと抱えていたぬいぐるみにマッチで火をつけて燃やしてしまった。黒こげになったその残骸は、ほかのごみといっしょになってごみ捨て場に捨てられている。
　――志条芙夕が雪の日に思い出すのは、そんなことだった。
※
　人は、孤独の中で生きていくことはできるのだろうか？
　誰とも交わらず、誰にも触れられず、誰にも理解されず、ただ冷たい雪の下でじっと耐えているようなことが。そこでは一条の光も射さず、マッチ一本分の温もりさえ得ることはできない。荘厳な絵の前で天使が迎えに来ることもない。

　それはきっと、月の裏側にでも生きているような状態だ。

　クレーターで醜く爛れたその場所からは、旅立ったはずの場所を見ることもできない。焦熱の昼と、酷寒の夜を繰りかえすだけでは、夢を見ることさえ叶わない。永遠の煉獄に落とされたように、人はそこで苦しみ続けなくてはならない。

　孤独の風景はきっと、そんなものだ。

　大切なつながりを失ったとき、人はそんな場所で暮らさなければならない。空気も、水も、助けの宇宙船すらなく、地球は帰るどころかその姿を見ることもできない。足にはめられた鎖は、地面にがっしりと食いこんでいる。

　だからもしも――

　もしも、その孤独の風景を抜け出すことができれば。月の裏側から自由になれれば。

　人はどんなことをするのだろう？

　すべてを投げうってでも、例え魔法の力を借りてでも、それをしようとするのだろうか。かつてのつながりを、完全世界を取りもどすために。

　人はきっと、孤独に耐えられるようにはできていない。神様がデザインしたとき、そんなふうには設計していなかったのだ。

　だからすべてのつながりを失ってしまったら――

　孤独の風景に出会ってしまったら――

　人は、それを求めずにはいられないだろう。

　かつてあったはずの、完全世界を。
［一つめの関係］
１
　電話がかかってきたのは、まだ昼にはならない朝の時間だった。

　自室にいたフユは、作りかけのジグソーパズルから顔をあげて机の上を見た。
　休日で、部屋の中はすべての活動を停止したようにひっそりとしている。携帯端末の無機質な電子音は、空間の一部を引き裂きながら響いていた。
　床に置かれたパズルを崩さないように立ちあがると、フユは勉強机に向かった。シンプルな、ただ物を置くだけの機能しかない机である。その右隅で、携帯端末は着信ランプを点滅させながら、人の注意を引くためだけの音を鳴らしていた。

　どこかへ出かける予定もなかったので、フユは簡単な部屋着を身につけている。とはいえそれは、あの頃に比べれば格段の違いでもあった。どこもほつれていないし、穴が開いているわけでもない。

　中学二年になった今では、フユの外見も子供の頃とはまるで違っていた。

　細くて骨ばかりだった体にあまり肉はつかなかったが、背丈はのびて、すらりとした体つきをしている。額で分けられた髪は絹のように滑らかで、ほつれもなくまっすぐだった。顔立ちは整っていて、どこか彫像めいたところがある。
　ただ、怜悧な眉と冷然としたその表情は、人を親しませるような性質には欠けていた。雪の結晶を作る、零下の温度に似て。

「…………」

　フユは手をのばすと、机の上の携帯を手に取った。

　ただし、その携帯はフユ個人のものではない。そもそも、そんなものを持っていたとしても、電話のかかってくるようなあてはなかった。だから本来なら、彼女はそんなものを必要とはしていない。

　フユがそれを持っているのは、それが〝結社〟専用の通信用具だからだった。携帯にはある特殊な魔法がかけられていて、結社の人間以外には使えないようになっている。

　通話ボタンを押して、フユは携帯を耳に当てた。作りそのものは、一般的な端末機と何も変わらない。

〝志条芙夕だね？〟

　と、通話機の向こうから声が聞こえた。何度か聞いたことのある声だ。確か、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まきはきおり),牧葉清織)とかいう名前の男だった。通話は大抵、この男からかかって来る。

「ええ」

　フユは特にどういう感情もなく答えた。組織の中では、相手は自分よりずっと上の立場だったが、そもそもフユはそんなことに興味はない。
〝君に頼みごとがあるんだ。受けてくれるかな？〟

「まるで、断れるみたいな言いかただけど」

　別に皮肉のつもりでもなく、フユは言った。実際、この手の連絡に任意性はない。かつてある少年に対してしたのと同じように、すべては強制だった。

〝一応の確認だよ。儀式みたいなものさ〟

　相手は気にした様子もなく、おかしそうに笑う。この男も少し変わっているらしい。

「それで、今度は何なの？」

　フユはまったく同じ声の調子で訊いた。

〝ちょっとした任務についてもらうことになる。詳しいことは、君のパートナーから聞いて欲しい〟
「パートナー？」

　フユは顔をしかめた。何にせよ、人と組むのはあまり好きではない。

〝愉快なやつだから、君もきっと気にいると思うよ〟

　明らかにからかっている口調だった。

「……要するに、私はその相手の指示に従えばいいわけね？」

〝手短に言うと、そういうことだね〟

　フユは軽くため息をついた。どうせこちらに、選択権はない。

「了解、用件はわかったわ。それで、私はどうすればいいわけ？」

〝今日の十一時頃、今から指定する場所に向かって欲しい。そこで今回の「担当者」が待っている。同じ携帯を持っているから、間違うことはないはずだ〟

　そう言って、相手はその場所を告げる。フユが部屋の時計を見ると、すでに十時を少し過ぎようとしていた。指定された場所に行くとすれば、すぐに出発しなければならないだろう。

「わかった。最後に一つ、教えて欲しいんだけど――」
　フユは文句も言わずにそれだけを訊いた。プラスにしろ、マイナスにしろ、人との関わりは最小限に抑えるのが彼女のやりかただった。
〝何だい？〟

「相手の名前を教えて欲しい」

〝――EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なぎしんたろう),奈義真太郎)、そういう名前だよ〟

　了解、と短く言って、フユは通話を切った。あとのことは、現場でその男に聞けばいい。

「…………」

　作りかけのパズルを見おろして、けれどフユは何の感想も持たなかった。どうせこのパズルも、完成される以外には何の役割も持っていない。自分と同じだった。そこに選択肢という自由はない。

　フユはさっさと着替えをすませてしまうと、部屋の外へと出ていった。

２
　冬の公園に、人の姿はほとんどなかった。

　それはそうだろう。もう十二月で、おまけに昨日には雪さえ降っている。いくら天気がよいからといって、誰も好きこのんで寒風に身をさらしたりはしない。

　草むらの上にはまだうっすらと、昨日の雪が残っていた。真冬日というほどではないが、空気は晴天のぶん、上空と直接つながっているかのような冷たさである。口元からもれる息は白く、意外なほど長く痕跡を残してから消えていった。

「…………」
　フユはコートにマフラーを巻いて、ポケットに手を突っこんだまま砂利道を歩いている。足元で鳴る石音は、氷塊でも踏んでいるような寒々しさだった。薦巻きされた松の影に入ると、世界の裏側にでも侵入してしまったように空気が冷やりとする。

　指定されたその城址公園の一角にやって来たのは、まだ約束の時間までには間がある頃だった。

　城址といっても、天守閣はかつての火災で焼け落ち、堀も水が抜かれて道路に使われている。その空掘りにそって作られた公園には、大小の池や散策路が設置されていた。フユが歩いているのも、そうした散歩道の一つである。

　やがて松林に囲まれた広場があって、いくつか遊具が置かれていた。夏は気持ちのよい日陰を作って格好の遊び場になるのだろうが、今はただひたすらに底冷えのした、うら寂しい場所でしかない。当然、人は誰もいなかった。遊具だけが、その場から動けもせず、見捨てられたようにじっとしている。

　フユはそのうちの、ブランコを見ていた。神様の慈悲にもあやかれそうにない、ただその場で反復運動を繰りかえすだけの器械――

「もしかして」

　と、声をかけられたのは、その時だった。フユが顔を向けると、そこには男が一人立っている。二十になるかならないかといったくらいの、知らない男だった。

「君が、志条芙夕か？」

　一瞬、フユは相手のことを凝視する。

「あんたが、奈義真太郎？」

「――正解」

　男はにやりと笑って、ポケットから携帯を取りだしてみせる。フユの所持しているのと、同型のものだった。特に奇抜なデザインではないが、見ればすぐにわかる。

　男がポケットに携帯をしまいなおすのを、フユは黙って観察していた。

　奈義真太郎というその男は、ぱっと見には誰もが好感を抱きそうな風貌をしていた。髪は中途半端にくしゃくしゃだったが、服装はきちんとしている。目鼻立ちには、その辺の木や草と同じ自然さがあった。喜劇役者を思わせるような、どこか人を油断させてしまう屈託のなさをしている。
　そして――

　どこか、不思議な瞳をしていた。部屋の片隅にある陽だまりが、そのまま滴になってしまったような。

「……約束の時間までは、まだ間があるみたいね。それに、指定されたのは中央広場の噴水だったはずだけれど？」

　フユはポケットに手を入れたまま、詰問するように訊いた。彼女のそういう口調はただの癖のようなもので、別に相手のことを非難しているのでも、疑っているのでもない。

「ついそこで見かけたんでね、声をかけてみた」

　奈義は何の拘泥もなさそうな顔で笑ってみせる。どうやら、相手の細かい態度は気にしない性格らしい。フユは何となく顔をしかめながら、言った。

「でも、どうして私だと思ったの？　目印の携帯を持っていたわけでもないのに」

「何、簡単な推理だよ」

　と奈義は何故か得意そうな顔をする。

「君のブーツに付着した泥を見れば、それは一目瞭然だ。この辺の砂利道を歩いていて、そんな汚れが着くはずはない。ということは、君はこことは別の、泥跡の着くような場所から来たということだ。街からは少し遠くなるだろう。そんな場所からわざわざここに来るということは、ただの散歩じゃない。おそらく、何か用事があるんだろう――つまり、俺に会いに来るという用事が」
　滔々としゃべり続ける奈義に向かって、フユは一言だけ口にした。

「嘘でしょ、それ」

「本当だって」

「いいえ、嘘よ」

　断言されて、奈義は肩をすくめるように口を閉ざした。

「あんたの話で一番おかしいのは、私が遠くから来たことを前提にしているところよ。泥跡一つで遠くから来たなんてことにはならない。なのに、話をそこからはじめている。つまり、あんたは私がどこに住んでいるのか知ってた、ということよ。私に話しかけたのも、私のことを事前に聞いていたから。こんな人気のない公園じゃ、間違えるほうが難しいでしょうしね」

　言われて、奈義は手品に失敗した道化師のような情けない顔をした。

「やっぱり、わかるかな？」

「ええ、あんたの頭があまり良くないことも」

「……手厳しいな」

　軽く嘆息した。

「それより、仕事のことを教えてちょうだい。ここには、そのために来たんでしょう？」

「親睦を深めてからのほうがいいかと思ってね」

「必要ないのはもうわかったでしょ？」

「……らしいな」
　奈義はおどけた仕草で肩をすくめた。
　それから奈義は、ちらりと広場のほうを見る。より正確には、その片隅にあるブランコの方角とおぼしきところを。
（もしかしたら、この男は私のことについて聞いているのかもしれない――）

　とフユは思ったが、可能性としては十分にありえる話だった。が、だからといってどうということでもない。それはもう、終わったことだった。そのことが、彼女を傷つけることはない。

「……どうせだから、噴水のところまで行くことにしよう。ここで話をするのも何だからな」

　フユはとりあえず、黙ったままうなずいた。内心では、目の前の男のことを多少、疑いながら。

　二人は砂利道を移動して、中央広場までやって来た。遠くまで視界の開けた広場には、ガラスを何枚か通したような、弱々しい冬の陽射しが注いでいる。噴水の近くには鳩が群れて、親子連れの子供が餌を撒いては嬉しそうな歓声をあげていた。

「そこのベンチに座ろう。と、その前に――」

　奈義は指示してから、広場の隅にあった仮設式の屋台に一人で向かう。

　噴水を見すえるベンチに腰かけて、フユはぼんやりと空を見あげた。どこかから、飛行機の音が聞こえてくる。その音は、透明な怪物の咆哮みたいにあたりに響いていた。

　やがて奈義は、何か温かそうなものの入った袋を抱えて戻ってくる。

「甘栗、食うか？」

　その表情を見るかぎりでは、会話を怪しまれないためのカモフラージュ、というわけではないらしい。たんに自分が食べたかっただけのことだろう。

「お腹は空いてない」

　フユは簡単に首を振った。

「そうか？　じゃあまあ、勝手に食わせてもらうぞ」

　言葉通り、奈義は買ってきたばかりの甘栗の袋を開けた。

「フランスのどっかの村じゃ、栗を使って村おこしをしたらしいな。特産品として」

「甘栗で村おこしは無理でしょうね」

　フユはにべもなく言った。

「お前は現実的なんだな」

「夢がない、と言いたいのかしら？」

「いや、しっかりしてるってことだよ」

　そう言う奈義の口調に、からかっている様子はない。

「……それで、仕事っていうのは何なの？」

　フユはほんの少しだけ不機嫌そうな声で言った。といって、自分でもその理由が今ひとつわからずにいる。どうも、調子の狂う相手だった。
「簡単に言うと」

　と、奈義は皮を剥いた甘栗を口に放りこみながら言った。

「魔女狩りだな」

「魔女？」

　フユは顔をしかめる。

「いや、女だというわけじゃないんだが、要するに魔法使いを捕まえろってことだな。性別は不明だ」

「どんな魔法使い？」

「まだよくわかっていない」

　奈義は甘栗を飲みこんだ。

「ただ、街に魔法使いがいるらしいと思われる噂が流れている。その正体を突きとめて、捕獲するのが俺たちのミッションだな」

「本当に魔法使いがいるの？」

　フユは疑わしそうに訊いた。

　普通、魔法使いとしての素質がある者は、魔法委員会の人間が見つけだして教育を施すことになっている。ただ、実勢としては委員会が訓練する必要のあるほど強力な魔法使いはおらず、簡単なレクチャーのみですまされるか、放置されるか、同じ魔法使い同士での相互互助のような形をとることが一般的だった。委員会にそれほどの組織力がないせいでもあるが、それで問題にならないほど、魔法使いの数が少ないというのも事実である。素質はあっても結局は魔法を使えない、という人間も多い。
「――委員会も結社でも把握していない魔法使いが、街にいる？」

「話としては、そういうことになるな」

　奈義はのん気そうに甘栗の皮を剥いている。
「そんな正体不明の魔法使い、どうやって捕まえるつもりなの？　どこかの名探偵みたいに、足跡でも探るわけ？」

「まあ近いな」

　皮肉のつもりだったが、奈義は至極まじめな様子でうなずいている。

「どういうこと？」

「俺の魔法〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(コレクト・レコード),境界連鎖)〉は〝痕跡や物体から、その行為者や所有者を発見する〟魔法だ。その謎の魔法使いが出没するとおぼしき場所を探しだせれば、そこから魔法使い本人をたどることができるって寸法だ」

「そんなにうまくいくかしら？」
「相手は野良の、おそらくはろくな訓練も受けていない魔法使いだろう。今まで見つからなかったのは、魔法が使えるようになったのがごく最近だからだという可能性が高い。とすると、本人にもまだうまく魔法を使いこなせていないはずだ」
　限りなく怪しい推理だが、間違っているとはいえない。

「だったら、怪しい噂や現象を追っていけば、魔法使いの痕跡か、うまくすれば本人に遭遇することもありえる。そうして見つけだしたら、お前の魔法で拘束してしまおう、というわけだ」

「…………」
　フユの魔法〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(アブソリュート・ライン),断絶領域)〉――

　それは、〝任意の空間に透明な平面の壁を作る〟という魔法だった。その魔法で作られた壁は、基本的にはいかなる力によっても破壊されることはない。つまり、その壁に捕らわれた者は脱出不可能というわけである。フユが自身で解除しないかぎり、その壁を越えることができるものはどこにも存在しない。
「――話を聞くだけだと、明日にでも見つかりそうだけど？」

「まだそれほどの情報は集まっていないし、その手の噂をどれだけ信用していいのかもわからない。実際には、地道に調べていくしかないのが現状だな」

　そう言って、奈義は皮を剥いた甘栗を無造作にフユの手の平に乗せる。

「……食べない、と言ったはずだけど」

「受けとったからには食べてもらうしかないな」

　釈然としない表情のまま、フユはその甘栗を口にした。雨滴で薄められたような自然な甘味が舌先に感じられる。

「うまいだろ？」

　ひどく嫌味のない声で、奈義は訊く。

「――さあね」

　フユは無表情に答えた。

「仕事のことは、これで概ね理解できただろう。魔法使いの発見と拘束。ただし、委員会の関係者、例の千ヶ崎朝美なんかには勘づかれないようにしろって話だ。まだこの街にいるらしいからな」
「彼女にその魔法使いを見つけられたら、どうするの？」

「……奪う、しかないんじゃないか」

　あまり自信はなさそうな顔だった。今聞いた説明では、奈義の魔法はあまり戦闘向きとは言えない。
「その時は、誰が活躍してくれるのかしら？」

「少なくとも俺じゃないことは確かだな」

　今度は自信たっぷりに、奈義は言った。

　フユはほんの少しだけ眉をひそめて、蜘蛛の糸より軽そうなため息をついた。どうも、この男といると調子が狂ってしまうらしい。

　向こうでは何かに驚いたのか、鳩の群れがいっせいに飛び立っている。子供はその小さな手を宙にのばして、残された羽音に触れようとしていた。
３

　その日、奈義とは顔あわせと簡単な打ちあわせをしただけで、そのまま別れている。以降の指示は奈義から連絡されるので、フユはそれに従っていればよい、ということだった。

　結社の中でのフユの立場というのは、基本的にはそんなものだった。体のいい使い走りのようなもので、その魔法だけが利用されている。とはいえ、言われたことをやっていればいいだけなので、フユのほうでは特に文句はない。

　公園から自宅に戻ると、昼を少し過ぎたくらいの時間だった。玄関をあがってみるが、人の気配はない。部屋には電気もつけられていなかった。

（……工房か）

　と思って、フユはサンダルをはいて家の裏手にまわった。
　そこには耐火性を考慮して作られた、コンクリート打ちっぱなしの建物が隣接している。現在、この家にはフユとその母親である志条夕葵の二人が暮らしていた。ガラス工芸作家である夕葵の個人工房が、家の裏手にあるその建築物である。無愛想で何の装飾性もない、ただの四角い箱のような代物だった。

　ガラス戸から中をのぞくと、夕葵は中にいるらしい。フユは軽くノックしてから、扉を開ける。

「――何？」

　型取り用の粘土を成形していた夕葵は、振りむきもせずに言った。

　工房といっても個人のものであるため、それほどの広さはない。吹きガラスに使うような大型のガラス溶解炉はなく、置かれているのはグラインダーや、サンドブラスト用の工作機、酸素バーナー、電気炉といった小さなものだった。必要なものがあれば、別の大きな工房でスペースを借りることになっている。
　ただ、壁際の棚に収められた色とりどりのガラス棒や、原料になる何種類ものガラス片を見ると、ここがガラス工房なのだということがわかった。それらを見ていると、何となく光の原質料が保管されているようでもある。
　フユは一歩建物に入って、後ろ手に扉を閉めた。母親の志条夕葵は作業着というほどではないが、ひどく飾り気のない服を着ている。

　志条夕葵は、さっぱりとしたシンプルなショートカットに、どこかガラスのように脆そうな肢体をしていた。そのくせ芯にあるものは鋼線のように強靭で、無骨そうな感じがしている。それが逆に、見ための繊細さを優美なものに見せているようだった。透明でありながら硬質な輪郭をもって存在するガラスという材質に、それはどこか似ているようでもある。

「結社から依頼が来た」

　と、フユは短く報告した。

「そう――」

　夕葵はほとんど興味もなさそうに、つぶやくように答える。

「街に魔法使いがいるらしいから、それを探せとかいう話。私と、もう一人の奈義っていう人で」

　夕葵は黙ったまま、ヘラを使って粘土に微細な彫刻を施している。

　ガラス工房というわりに、室内には火の気はなかった。コンクリートの床や壁が剥きだしになったその場所には、凍えるような寒さしかない。

「……しばらく、家にいないことが多くなるかもしれない」

「好きにすればいいわ」と夕葵は少し離れて、試すように粘土の塊を眺めながら言った。「あたしには関係のないことよ」
　――志条夕葵は、魔法使いではない。

　彼女自身には魔法についての素養は一切なかった。世界に生じた揺らぎを知ることも、それを作りだすこともできない。
　それでも彼女が結社の一員であり、彼女の娘であるフユが構成員の一人になったのは、志条夕葵がかつてある魔法に関わったためだった。その時、彼女はあるものを失い、あるものを得た。それは彼女の完全世界を半分ほど壊す出来事だったのである。

　結社に誘われたのは、そのあとのことだった。完全世界を取りもどすというその目的を自分で果たす気にはなれなかったが、協力するくらいは問題なかった。魔法使いではない彼女にとっては、むしろそのほうが都合がいい。

　そのため、志条夕葵は実働的な計画には参加せず、もっぱら協力者としての立場であり続けた。一般人であり芸術家というその特性から、魔術具の管理を任されたりもしている。

「――魔法に関することは、あんたが勝手にやればいいわ。倉庫にある魔術具も好きにすればいい。造形的にはともかく、あたしにはただのガラクタよ」
　夕葵はそう言って、再び作業に取りかかる。

　おそらくそれは、彼女の専門でもあるキルン（電気炉）キャストに使うための型なのだろう。抽象化された人物と、何かの場面を表現したものらしかった。志条夕葵は物語性の濃い作品で名の知れた新進気鋭の作家でもある。すでに個展も何度か開いていて、その業界では著名人だった。

　工房には仕上げを待つばかりの作品がいくつか並べられている。ガラスらしい透明感にあふれたものから、金属や大理石のような肌あいのものまで、様々だった。ただ、その造形や色調には鑑賞者に訴えかける何かがあった。順応限界を超えた高高度の山嶺を仰ぎ見るのに似た、何かが。
　そしてその何かは同時に、志条夕葵本人にも感じられるものだった。
　工房をあとにする前に、フユは必要なことを一つだけ訊いた。

「……昼食はどうするの？」

「いらないわ」と夕葵は言った。「あんたは冷蔵庫にあるものを適当に食べなさい」

　そう言われると、フユも食事をとるのが面倒になってきた。

　少なくとも体型的にこの二人がよく似ているのは、当然のことのようだった。

４
　フユの通う彦坂中学校までは、徒歩で三十分というところだった。

　最短距離を行けばもう少し短くなるのだろうが、フユは人のいない迂回路をとるのでどうしてもそうなってしまう。時刻も遅めで、他の生徒には極力遭遇しないようにしていた。人ごみの嫌いなフユがその経路に落ち着くのに、それほどの時間はかかっていない。
　奈義と会った翌日、天気は昨日と同じように快晴だった。予報では、十二月のこの時期には珍しく晴天が続くらしい。そのぶん朝の冷えこみは厳しく、太陽の陽射しは冷気に磨きあげられたように鋭利になっていた。

「…………」

　フユは狭い住宅路をただ一人で、白い息の跡だけ残して歩いていく。

　校門を抜けて玄関に向かうと、それでも何人かの生徒たちが靴を履きかえていた。フユも下駄箱から靴を出すと、自分のクラスに向かう。窓が閉めきられているせいか、音の響き具合はどこか妙で、分厚い水槽の中にでも閉じこめられているかのようだった。

　クラスに入っても、フユは誰とも挨拶はしない。ＨＲまではまだ間があるため、教室にいるのは半分ほどの人数だった。森の蜥蜴みたいにひっそりと、フユは自分の席に着く。
　そうしてカバンの中身を机に移していると、ひそひそと囁くような声が聞こえた。その声はどうやら、窓際の席にたむろしている三人組の女子生徒たちのものらしい。

「――志条さんてさ、結局球技大会に出てないんだよね」
　と、そのうちの一人が言う。

「うん、来ただけで」

「足りないところの人数、別のとこでカバーしたんだよね」

　どうやらその三人は、先月に校内であった球技大会のことについて話しているらしい。

　その日、フユは確かに学校に来ただけで、着替えもせずに大会を終えている。もちろん、どの球技にも参加していない。そもそも、参加しないと明言していたのだ。登校したのは、別に体調を崩したわけではないからだった。
「あれって全員参加でしょ？」

　最初の一人がわざとらしく確認した。

「そうそう、運動できないとか、言い訳にもなんないよね」

　声の大きさからして、その三人にはフユの耳に入らないようにという配慮はないようだった。

「何で、あの子だけ参加しなかったわけ？」

「わがままだからじゃないの」

「きっと自分のこと、お嬢様か何かだと思ってるんでしょ」

　フユはイスから無造作に立ちあがると、澄んだ声で言った。

「――言いたいことがあるなら、本人に向かってはっきり言ったらどうかしら？」

　時間が静止した。

　その一瞬で、教室中が水を打ったように静まりかえる。
　三人はフユの態度にちょっと怯んだようだったが、中のリーダー格らしい一人が意を決したようにフユと向かいあった。

「だって本当のことでしょ？　あなただけずるしてるって」

　彼女は精一杯の皮肉らしきものをこめて言った。

「ずる？」

　フユは顔をしかめた。

「球技大会も、その前の音楽大会も、一人だけさぼったでしょ？　普通はそういうのをずるって言うの」
「どうして、したくもないことをやらされなきゃならないの？」

　興奮気味の相手とは対蹠的に、フユは酷薄なほど冷静だった。
「そこまで学校に奉仕するいわれは、私にはないわね」

「……そんなの、自分勝手のわがままなだけでしょ」

　女子生徒はフユに圧されたように、やや上擦った声を出した。ここで言い負かされてしまうと、クラスでの地位や彼女自身の沽券に関わるため必死である。

「私は、お嬢様なんかじゃない」

　一方で、フユはあくまで沈着だった。おそらく、世界そのものに対して――

　女子生徒がなおも言い募ろうとすると、すぐ横から不意に声がかけられている。

「――もうすぐ、先生が来るよ」

　見ると、そこには女子生徒が一人、穏やかな様子でたたずんでいた。

「そのくらいにしといたほうがいいんじゃないかな？」

　彼女は子供の喧嘩でも仲裁するように、簡単に告げる。そのくせ、その声には妙に逆らいがたいところがあった。柔らかなクッションに包まれて身動きが取れなくなるみたいに。
　その諫止方法があまりに無造作で和やかだったせいか、さっきまでの緊張した空気は嘘のように跡形もなく霧散してしまっていた。どうしようもないほど固くなった結び目が、魔法にかかって解けてしまったかのようでもある。
　フユにつっかかってきた女子生徒は、仕方がないから下がってやる、という態度でその場を離れていった。教室中の時間がまた元のように動きはじめて、砂が零れ落ちるようなざわめきが戻っている。
「…………」

　自分のイスに座る前に、フユはちょっとだけその女子生徒のほうを見た。

　彼女はフユに向かって重さのない羊毛みたいな笑顔を浮かべると、友達のほうへと戻っていった。まるで、何事もなかったかのように。その態度は雨が降ったから傘を差しただけ、というくらいの自然さがあった。たぶん、そういう性格なのだろう。

　フユはそれっきり、彼女のことも、さっきの女子生徒に言われたことも忘れてしまった。大抵のことは、彼女の作った壁を越えることはできない。一切の物事は、そこで断絶してしまうのだから。
「――志条さん」

　と声をかけられたのは、帰り際のことだった。

　部活に急ぐ生徒のほかには、まだ教室に大半の人数が残っている。フユは教科書をカバンに移す手をとめて、顔をあげた。

　そこには、女子生徒が一人立っていた。フユと同じくらいの背丈をした、落ち着いた雰囲気の少女である。

　ぱっと見には、模範的な中学生児童という感じだった。どこにも尖ったところのない、ごく普通の格好をしている。丁寧に観察すると、その少女には柔らかく色づいた秋の木の葉のような、そんな印象があった。誰かが彼女の絵を描くとしたら、そんな温かみのある色を使うだろう。しっかりした、面倒見のいいお姉さんといったふうでもある。
　その少女が朝方に調停役を買ってでてくれた女子生徒だということに、フユは一瞬だけ間を置いて気づいていた。あの時は友達といっしょだったはずだが、今は一人でフユの前に立っている。
「――何？」

　フユはカバンの詰めこみ作業を再開して訊いた。その様子は、志条夕葵のそれとよく似ている。

「ちょっと話したいことがあって。帰りながらでもいいんだけど」

「どんなこと？」

　フユは短節に訊いた。

「たいしたことじゃないんだけど……」

「もっとクラスに溶けこんだほうがいいとか、そんな話？」

　帰る準備を終えたフユは、彼女のほうを向いて露骨に不機嫌そうな声で訊いた。

「ううん、全然」

　その女子生徒はあっけないくらい簡単に首を振った。そんなことは思いつきもしなかった、という態度である。そうして、「……ああ、もしかして朝のことを？」とようやく気づいたように訊いた。

「違うのかしら」
　フユはいつもの、皮肉っぽい口調でそんな言いかたをした。

「まさか、違うよ」

　と彼女は何のけれん味もないような笑いかたをする。

「私はそんなにいい人じゃないもん」
「それしては、ずいぶん落ち着いてたみたいだけど」
「そりゃ本当は怖かったよ、あの時は」

　慌てたように、彼女は言う。そんな態度を隠そうともしない。

「――でもね、あのまま黙ってるのも何だか嫌だったんだ。誰かが口論してるのって、好きじゃないから。何だか世界の幸せが擦り減っていくみたいで。天使が見てたら、きっと悲しそうな顔をしてるんじゃないかなって、そんな気がしてくるんだ」
「天使？」

　ずいぶんな言葉だ、とフユは思った。けれど少女のほうでは、まるで気にすることなく続けている。

「うん、天使がね『――また人間たちがやってるな』って、そんなふうに見てる気がするんだ。こいつらはいつまでたっても仕方のないやつらだなって。それで手帳か何かを出して、ため息をつきながらメモを取ってるの。何月何日、減点一、とか」

　彼女の想像する天使というのは、いささかぱっとしない仕事を割りあてられているらしい。

「神様もずいぶん暇みたいね、そんな仕事をやらせるなんて」

　フユが皮肉っぽく言ってみると、

「うん、私もそう思うんだ。きっと神様は暇だったから人間を作ったんだって」

「…………」

　何故か笑顔で返されて、フユは心の中でため息をついた。昨日といい今日といい、どうも最近は妙な人間にばかり縁があるようである。

　フユは立ちあがりながら言った。

「それで、話したいことって何なの？　帰りながらでも構わないんだったわよね」
「あ、いいの？　忙しかったりしないかな」
　当然というべきか、フユはどこの部活にも所属していない。

「あなたのほうさえよければね」

　フユが言うと、彼女は屈託のない笑顔を浮かべた。やはり、妙な少女らしい。

　二人がカバンを持って廊下に出たところで、

「そうだ、私の名前は――」

　と、彼女は告げようとした。けれど、

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆみむらまなか),弓村真花)、でしょ」

　とフユは無造作に言う。彼女のほうでは、きょとんとした顔をした。

「何で知ってるの？」

「クラスメートの名前くらい、覚えてるわ」

「ちょっと意外、かな」

　真花はそう言うと、まじまじとフユのことを見た。人徳か何かの効果なのか、そんな行為が不思議と野蛮に感じられない少女だった。

「志条さんは、まわりのことになんて興味がないんだと思ってた」

「興味なんかないわ」フユはにべもなく言った。「名前くらい覚えておいたほうが、便利なだけ」

「――便利、か。なるほど」

　と真花はうなずいている。この少女が何に納得したのかはわからなかった。

　それから階段を降りはじめたあたりで、真花は言った。

「あのね、つい最近まで知らなかったんだけど、志条さんのお母さんて、あの〝志条夕葵〟なんだって？」

　質問の種類が種類なので、彼女の口調はやや遠慮がちである。
「どの志条かは知らないけど、たぶんその志条よ」

　けれどフユは、そっけなく答えた。別に隠しているわけでもないので、親のことを言われるのに不快感はなかった。志条夕葵の名前はそれなりに有名だから、気づく人間がいたとしてもおかしくはない。

「ああ、やっぱりそうなんだ――」

　自分の推測が事実だとわかって、彼女は少し興奮しているようだった。

「はじめて名前を聞いたときに、気づかなかったのが不思議なくらい。わあ、本当にあの〝志条夕葵〟の娘さんなんだ」
「残念ながら、ね」

　小さくつぶやくように、フユは言った。が、真花はいっこうに頓着する気配はない。

「私――というか、私の姉がね、夕葵さんの大ファンなんだよ。一度個展を見に行ってから、すっかり好きになっちゃって。作品集も持ってるんだ。『光の化石』とか『夜の一番静かなところ』とか」
　もちろんそんなものは、フユは知らない。

「夕葵さんの作るガラス作品て、今にも壊れそうなのに強いっていうか、鋭いのに優しいっていうか、すごく不思議な感じがするんだ。まるで雪の上に根をはった樹木みたいに――って、これは姉が言ってたことなんだけど」
　玄関までやって来ると、フユは靴を履きかえながら訊いた。

「そのお姉さんて、どんな人――？」

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きりえ),桐絵)のこと？」
　そう言って、真花は首を傾げてみせる。もちろん、名前を言われてもフユにわかるはずもない。

「そうだね、何ていうか――志条さんに、少し似てるかな」

「私に？」

　フユはどういう表情をすればいいか困ったすえに、やや顔をしかめている。
　二人は並んで、外に出た。あたりにはもう部活のない三年生がいるばかりで、下校する生徒の数は少なかった。

「そう、どこがっていうわけじゃないんだけど、雰囲気が。桐絵も、会ったらきっとそう思うんじゃないかな。自分に似てるって」
「…………」

　似ていると言われても、フユには疑わしかった。この少女の姉が、自分と同じような人間だとは思えない。それにこの世界に、自分と似たような人間などいるだろうか。すべてから断絶した、小さな箱の中にその魂のすべてを収めたような人間が――

「――あれ？」

　と真花が妙な声を出したのは、その時だった。

　フユが顔をあげてみると、校門の横に誰か人影が立っている。彼女はそれに気づいたらしい。近くにいる生徒たちの反応からして、その人影が学校関係者でないことだけは確かのようだった。

（……まさか）

　その人影には、どこかで見覚えがあるような気がした。フユは嫌な予感がしている。
「あの人、うちの学校の人じゃないよね？」

「……みたいね」

「父兄の人かな。誰かに用事があって、待ってるとか？」

「どうかしら」

「でも何だか私、あの人に見覚えがあるような気がするんだけど――」

「見覚え？」

　不意にそんなことを言われて、フユは真花のほうを見た。真花は暗闇で何かを手探りするような、そんな顔をしている。記憶の隅にある何かを引っかきだそうとするのだけど、うまくいかないといったふうに。

　そうこうするうち、二人とも校門付近までやって来ていた。そしてそれが予想通りの人物だとわかると、フユはいささか呆然としている。

　フユはわざとその男を無視して通りこしてから、真花に向かって言った。

「……ところで、申し訳ないけど急な用事を思い出したから、今日は先に帰ってもらえるかしら」

　今話しかけると、男がどんなぼろを出すかわかったものではなかった。ここは知らないふりをして、先に真花と別れてしまったほうがいい。

「――用事って、あの人のこと？」

　けれど真花は、当然のことのように訊いている。

「あの人って、誰のことかしら」

　フユはとぼけたふりをした。

「でもあの人、こっちに向かって手を振ってるみたいだよ？」

　ため息をつくように、フユは振りかえった。

　見ると、確かにそこでは奈義が、にこにこと愛想のよい顔で手を振っている。長く音信不通だった友人に、久しぶりの再会でもはたすみたいに。

「……どうやら、そうみたいね」

　とフユは珍しく憮然とした表情を浮かべた。

「私はあの人に用事があるみたい」

５

　フユと奈義は二人で並んで、いつもの通学路を下校している。やはり人通りはほとんどなくて、時折自動車がのろのろと通りすぎたり、額縁の外から不意に現れたような小学生が、数人で走り去っていくだけだった。
「……いったい、何の嫌がらせかしら？」

　と、フユは開口一番でまずそれを訊いた。もちろん、真花とはすでに別れている。奈義のことは、遠い親戚とちょっとした知人の中間、といったくらいの曖昧な表現でごまかしておいた。何をどうごまかしたのかは、フユにもわからなかったが。
「わざわざ迎えに来てやったのに、それはないだろう？」

　奈義は不服そうな顔をした。本気なのかどうかは、よくわからない。

「誰も頼んでないわよ」

　フユはこういう場合に大抵の人間が口にするのと同じ常套句を使った。けれど奈義にはあまり効果はないらしい。

「はじめに見かけたとき何の反応もないから、忘れられたのかと思ったよ」

　と、けろりとした顔で嘆いてみせている。

「私としては、忘れられてたらよかったと思うけど」

　フユはあくまで無表情に言った。

「傷つくなあ、その言いかた」

「いったい、何のつもりで学校に来たの？」
　フユがあらためて訊くと、奈義は何でもなさそうな顔で答えた。
「お前の家に行ったら誰もいなくてな。ついでだと思って学校まで行ってみた」
「そこで待ってればいいでしょ」
「この寒空の下でか？」奈義は大げさな身ぶりで空を仰いだ。「家の中にでもいないと、凍え死ぬぞ」

「キリギリスは死ぬべきだったのよ」

　フユは無慈悲に告げた。

「どこかの浪漫派詩人みたいにか。でもあれは、元々はセミのことだったらしいな」

「どうでもいいわよ、そんなこと」

　口調こそいつも通りだったが、フユは多少苛立っているようだった。

「わざわざ学校に来られると、迷惑よ」

「何でだ？」

「説明が面倒だから。まさか、私たちは魔法使いなんです、って学校中に言いふらすわけにもいかないでしょう」
「それで信じるやつがいると面白いけどな」

「私は面白くない、少なくとも」

　フユの剣幕に、奈義は肩をすくめてみせた。

「……わかった、今後は用もなく学校を訪ねたりはしない」

「用があっても訪ねないで。第一、どうして連絡もせずに来たりしたの」

　必要なことがあれば、携帯電話をかければすむはずのことだ。

「古い人間なんでね。あまりそういうのを信用していない」

　奈義は気どったふうにうそぶいた。

「なら、今度は伝書鳩でも使うことね」

　それから少しして、フユはふと弓村真花の言葉を思い出していた。

「――そういえば、クラスメートがあんたのことを知ってるみたいな口ぶりをしていたけど？」

　あの時は問いただす暇はなかったが、どうして真花が奈義のことを知っていたのか。

「クラスメートって、お前がいっしょに歩いてた女の子のことか」

「ええ、そうよ」

「お前に友達がいるなんて、少し意外だな」

「……たまたま話してただけよ。友達なんてものじゃない」

「照れてるのか？」

「そう見える？」

　奈義は何となく諦めたようなそぶりをして、最初の質問に答えた。

「少し前、あの近くの本屋でバイトしてたことがある。もしかしたそれで、記憶に残ってるのかもしれないな……そういえばレジにかっこいい人がいたな、とか」
「あんた、普段は何してる人なの？」

　フユは奈義の発言をほとんど頭から無視して言った。

「何に見える？」

　奈義はめげずに訊きかえした。フユは目を細めて奈義を見る。

「何にも見えないわね」

「……大学生だよ、これでも」

　さすがに疲労感のある応答だった。フユはそんなことは一顧もせずに訊く。

「じゃあ何でこんなとこにいるの？　大人しく講義でも受けていればいいでしょ」

「出席もとらない一般教養なんて、まじめに受講する必要はないんだよ。何しろ、俺にはもうその手の教養は身についてるんだからな」

「そうだったらよかったのに、と思ってたところよ、私は」

　フユはごく無造作に、客観的事実だけを述べた。
　その後、自宅に戻って着替えをすませたフユは、奈義と二人でバスに乗った。「どこに行くの？」と訊くと、「駅まで」と答えられている。そこから移動するというわけではなく、どうやら駅前に用事があるらしい。

　暖房の効いたバスの中は、毛布をかぶせられたみたいに温かかった。乗っているのは学生と買い物客くらいで、席の大半は空いている。ただしフユは一人用の席に座って、奈義はその隣で吊り革を手に揺られていた。
「駅に何の用事があるわけ？」

　と、フユは途中で訊いてみた。

「いや、特に駅に用事があるってわけじゃない」

　とぼけているわけではないのだろうが、奈義は迂遠な言いかたをした。
「じゃあ、何でわざわざ」

「そのあたりで怪しい噂話や目撃談が多くてな」

　例の、正体不明の魔法使いのことだろう。

「現場で説明したほうが手っとり早いと思ってな。報告書があるんだ。今日はそいつをお前に見せてやるよ」

　その話では必ずしも駅まで移動する必要はなさそうだったが、どうせすべての経費は結社で処理されるのだ。バスの運賃がいくらになったところで、気にすることでもない。

　やがてバスが駅前に到着すると、二人はターミナルに足を降ろした。天橋市の中心部だけあって、さすがに人ごみであふれている。電車やバスの利用者、他県からの観光客、デパートや地下街に向かう買い物客、ついさっき到着したばかりのようなビジネスマンたち。
「…………」

　フユはそんな光景に、ややうんざりした。どうしてこうも大勢の人間が、一ヶ所に集まる必要があるのだろう。そんなことをしても、不愉快なだけだというのに――

「さて、どこか静かに話のできる場所でも探すか」

　そんなフユの内心を読みとったわけではないのだろうが、奈義は先に立って歩きはじめた。行く先にあてはないらしく、その足どりは適当である。

　駅のシンボルでもある和風の大時計を横目に見ながら、奈義は細い路地のほうへと入っていった。少し行くと人の姿はほとんどなくなり、駅前の喧騒もすっかり遠くなっている。見あげると、建物のあいだに凍てついた青空がはりついていた。
「ここら辺でいいか」

　と奈義が足をとめたのは、一軒の古びた喫茶店の前だった。黒ずんだ木造の建物で、すぐ隣には営業しているのかどうかも怪しい金物屋が連なっている。大通りからはかなり外れたところにあって、木星にある冴えない衛星の一つみたいに、賑やかさとは無縁の場所だった。

「少なくとも、人がいなくて静かなのは確かそうね」

　フユは率直な意見を口にした。

「案外、こういうのが隠れた名店だったりするからな」

　奈義は根拠のない自信を見せた。フユは首を傾げる。
「それは、経験則？」

「ただの願望」

「……隠れてるのはともかく、この様子だと店主がいるかどうかも怪しいんじゃないかしら？」

「営業中の看板が出てるんだから、幽霊でないかぎりはいるだろう」

　言いながら、奈義は扉を開ける。軋みもなく開いたドアからは、からんころんという古いカウベルの音がした。どこか遠くの時間からすくいとってきたような音色である。
　こぢんまりとした店内には、カウンターといくつかのテーブル席があって、客はいないが、もちろん店主はいた。おそらくは、主として近所の客や知人たちを相手にする店なのだろう。

　奥のテーブルに着くと、奈義はコーヒーを、フユはココアを注文した。

　あらためて店内を見渡すと、外観通りのクラシックな内装で、柱や床の古び具合が歴史を感じさせた。控えめな照明の下に、主人が集めたらしい外国の小物や調度品が飾られている。空調は抑え気味で、この手の店によくあるようなねっとりとした暖気はなかった。

　二人の座ったテーブル席からは、格子風になったガラス窓から外の様子をうかがうことができたが、狭くて薄暗いだけの路地を見ていても、心が和むわけでもない。
「――さてと、とりあえずこれを見てもらおうか」

　と奈義が机の上に取りだしたのは、それなりの厚さのある紙束を、クリップで留めたものだった。

「何なの、これ？」

「街の噂に関する報告書だ」

　フユはその、『天橋市における特異現象についての報告書』と題されたレポートをめくってみた。冒頭に目次がつけられ、全体の概要から個々の項目まで、手際よく整理して書かれている。
「これ、あんたがまとめたの？」

　フユは疑わしそうに訊いた。

「まさか――」と奈義は悪びれもせずに頭を振っている。「雨賀さんだよ、それを書いたのは」

　なるほど、とフユは思った。直接会ったことはなかったが、雨賀秀平という探偵家業の人間が結社にいることは聞いていた。

　そうこうするうち、注文したコーヒーとココアが運ばれている。奈義はミルクと砂糖を多めに入れてから、フユに報告書の地図を見るよう指示した。

「天橋市の地図ね」

　あまり細かいものではないが、そこにはほぼ市の中心地域をカバーした地図が載せられていた。地図上には何かを示す点が、何色かに分けて番号とともに記されている。

「この点は？」

「噂話の現場になった場所だ。色は噂の信頼度を示している。赤のほうが確実性が高くて、黄色は真偽不明、青はおそらく与太話だ」

　説明されて、フユはあらためて地図上の点を確認してみる。

　ざっと概観したところでは、点は駅周辺地域に集中しているようだった。駅前で多くの怪事件が発生している、ということだろう。けれど情報の信頼度を表す三色については、あまり偏向は見られなかった。色の分布は全体に平均しているように感じられる。

「魔法使いは駅の近くに住んでいるか、駅をよく利用する人間ということ？」

　ごく一般的な見解として、フユは訊いてみた。

「その辺はまだ何とも言えない。噂話が確かで、それが魔法使いによるものだというなら、少なくともその魔法使いは駅周辺によく出没している、ということになるな」

「ずいぶん曖昧ね」

　フユが呆れたように言うと、奈義は仕方ないさ、と言ってコーヒーをすすった。
「具体的な噂話のほうも見てみるといい。地図の点に照合する形で、信頼度の高いものから順に載せられている」

　フユはもう一度、報告書のページをめくった。

　真実性の高そうなものとして最初に記載されていたのは、次のような話だった。

　情報提供者：市内の県立高校に通う学生Ａ（男）

　経緯：駅前での聞きこみ中、同校の生徒から話を聞き、さらに詳しい内容を知っている関係者としてＡを紹介してもらう。

　場所：某ハンバーガーショップ二階

　概要：聴取対象の学生Ａには、同じ部活に所属する友人Ｂがいた。Ｂは友達の紹介で同じ高校に通うＣとつきあいはじめた。ＢとＣの交際は順調で、周囲との関係も良好だった。ところが最近になって、二人は突然別れることになった。不審に思ったＡはＢに事情を問いただしてみたが、Ｂの話は要領を得ず、ただ次のような発言を繰りかえすだけだった。「デートしている途中、急に相手に対して何の感情も湧かなくなった。嫌いになったとか、別の相手を好きになったとか、そういうことはない。ただ何故だか、もういっしょにはいられなくなっていた」ＢとＣの二人が最後にデートをしたのは、駅前だった。類似した話が、他にもＡ－３やＢ－１５で報告されている。
「――何なの、これ？」

　フユは顔をしかめた。

「よくある別れ話の類じゃないかしら。これが魔法によるものだっていうの？」

　恋人を別れさせる魔法なんて、あまりぞっとしない話だ。
「かもしれないが」と奈義はあくまで真剣な様子だった。「雨賀さんの話によると、ここ最近その手の噂話が急に増えたらしい。高校生のあいだでは、駅前でデートすると縁が切れるとかっていうもっぱらの評判だ」
「ご愁傷さまね」

「しかし数や話の中身自体は無視できないものだ。同じ種類のものが何件も報告されている」

「噂の元になるような、何か別の原因があるんじゃないの？」

「それらしいものは確認できなかったらしい」

「仮にこれが魔法によるものだとして」

　フユは言いながら、ココアを一口飲んだ。小犬を抱きしめたような柔らかな甘味と温かさが口の中に広がる。

「――それはいったい、どんな魔法だっていうの？」

「さあな、見当もつかん。あるいは人の心を操るような魔法かもな」

「…………」

　報告書に書かれていた様子では、どちらかといえばそれは感情を変化させられたというより、ロボトミー的にごっそり切除された、という感じではあったが。

　そのほかにも、報告書にはいくつかの事象が記載されていた。街灯の明かりが何の前触れもなく消えたとか、電子機器の不調、羊の皮をかぶって徘徊する男、自動販売機の故障など。もっとも、羊の皮の話には青色評価がつけられていた。
「例え不可解な現象が起こったからって、それがすべて魔法によるものと決まったわけじゃないわ」

「そりゃそうだ。けどこの中に、本当の魔法によるものが混ざっている可能性は否定できない」

「玉石混交ね」
「難しい言葉を知ってるな」

「そもそも、この件を調査してた雨賀秀平はどこに行ったわけ？」

　この状態なら、本職の人間に任せるのが一番というものだろう。

「雨賀さんは別のもっと重要な案件のほうにまわっている。優先順位が下がったぶん、俺たちのほうにまわってきた、ということだな」

「なるほどね」
　フユは肩をすくめるようにして言った。要するに、重要度の低い仕事だから割りあてられたということだ。

「……話はどれもはっきりしないし、魔法使いが何人いるかもわからない。もしかしたら、一人でなく複数いる可能性だってあるわ」

「野良の魔法使いがそうごろごろいるとも思えないが、否定はできないな」
「可能性としては、ね」

　フユはうんざりしたように言った。早い話がこれは、お手上げということではないだろうか。

「いや、昔の人の格言にこんなのがある」

　と奈義は何故だかひどく自信あり気な様子で言った。

「どんな？」

「犬も歩けば棒に当たる」

　聞いた私が馬鹿だったのだと、フユは冷静にそんなことを思った。

６

　棒に当たるかどうかはともかく、喫茶店をあとにした二人は、地図を頼りに駅周辺を歩いてみることにした。現場に行けば、何かわかることがあるかもしれない。
「操作の基本は現場百回って言うからな」

　と歩いている途中で奈義が言った。
「この場合、必要なのはむしろ情報分析能力じゃないからしら？」

　周囲を見渡しながら、フユは熱のない返事をする。

　報告書にあった、明かりの消えた街灯や通話不能になった公衆電話のところに足を運んでみたが、めぼしい収穫は得られなかった。時間が空きすぎているのか、〝感知魔法〟を使っても何の痕跡も発見できない。公衆電話はすでに修理でもされているのか、普通に利用可能だった。

　そのほか、二人は地図上の点を手近なところから踏査してみたが、変わったところは見つけられない。やはり、探偵小説のようにはうまくいかないようだった。

「本人の残したものでもあれば、そこから見つけられるんだがな」

　奈義は自分でもたいして期待はしていないような口ぶりでつぶやいた。その隣でフユは、これでは本当に犬みたいだと思ったが、面倒なので口にはしない。

　周回して駅前まで戻ってくると、フユは人の多さにやはりうんざりした。例えこの中の誰かが魔法使いだったとしても、わかるはずはない。時刻は砂山が崩れるように夕方に向かいはじめていて、人の出入りはますます活発になりつつあった。
　二人は駅の構内を抜けて、東口から西口へと移動した。どちらかというと西口は駅の裏側にあたるような場所で、人通りはずっと少なくなる。空気の密度が急に低下したような感じで、風景は閑散としていた。

　タクシー乗り場の近くにある彫像の下で、フユは〝感知魔法〟のペンダントを垂らす。カップルの一組が別れたというその場所だった。

「反応は？」

　と言う奈義に対して、フユは首を振った。魔法の痕跡らしきものは感じられない。色の着いた水滴が、薄められて透明になっていくように、それはもう世界に溶けてしまっているようだった。あるいはそれは、はじめから魔法ではなかったのかもしれない。
（何とも言えないところね）

　そう思ってフユがペンダントを引っこめようとしたその時、ふとかすかな気配のようなものを感じた。

　遠くの鐘の、もう音にも鳴らないその響きを耳にするような、そんな感じの。

「どうかしたのか？」

　フユの様子に気づいたのか、奈義が訊く。〝感知魔法〟を使ってこの程度では、普通の状態では何も感じないのも無理はなかった。

「……もしかしたら、魔法かもしれない」
　意識はまだ魔術具に集中させながら、フユは言った。

「ここじゃなくて、ずっと遠くの場所。ただの気のせいかもしれないけど」

　それは、魔法というにはあまりに小さな揺らぎのようにも思えた。髪をわずかに逆立てるくらいの、微弱な静電気にも似ている。気づいたのは結局その一瞬だけで、ただの勘違いの可能性も高かった。
「とにかく行ってみるか」と奈義は特に気にせずに言った。「棒が当たらないなら、棒に当たりに行かないとな」

　フユはペンダントをしまうと、揺らぎを感じた方向へと歩いていく。

　駅から少し離れると、高いビルは姿を消して住宅地に入っている。フユは念のために一度ペンダントを垂らしてみたが、やはり何も感知できなかった。それでも勘を頼りにして、探索を続けてみる。

　しばらくすると、高台へとのぼる坂道の下に出た。並木が上のほうまで続いて、かなり急な道がつながっている。十字路になっていて、信号のついた横断歩道があった。通行人はどこにもいなかったが、信号は忠実にその光を点灯させている。
　――奇妙なのは、その信号だった。
　故障でもしているのか、自動車用、歩行者用ともに青信号になっている。どうやらおかしくなっているのは、一部の歩行者用信号機のようだった。いつまでたっても青から変わる気配がない。
　フユの隣で奈義がペンダントを取りだした。少ししてから、そっと告げる。
「間違いない。ただ、揺らぎそのものはひどく小さいな。魔法の力が弱い、ということか。あるいはわざとそうしているのかもしれないが」

「けど、これで魔法使いがいるのは間違いないみたいね」

「ああ――」

　うなずきながら、奈義はあたりを見まわす。人影はどこにもなかった。魔法使い本人らしき人物はどこにも見あたらない。
「このまま近くを探してみよう。何か見つかるかもしれない」
「ええ」

　二人はそう言って、元の道を進みはじめた。

　その時、運送用トラックらしき車が一台、道を走ってきている。
「――――」

　フユは何気なく、その行き先を目で追った。例の信号は、両方とも青になっている。

　急な坂道のほうから、自転車が一台駆けおりていた。乗っているのは、小学校四年生くらいの少年である。スポーツタイプの自転車で、オレンジのヘルメットをかぶっていた。坂道が怖くないのか、傍目にもわかるくらいスピードを出している。
　トラックと自転車は、そのまま交差点に進入した。もちろん、どちらも衝突するタイミングである。

　――〈断絶領域〉

　瞬間、フユの魔法が発動した。世界に揺らぎを作り、それを自分の形にあわせて変化させる。

　フユはすばやく視線の先、トラックの突っこんでくるすぐ手前に意識を集中した。揺らぎが世界の仕組みを変え、そこに不可視の壁を出現させる。すでに急ハンドルを切っていたトラックは、見えざる壁に衝突して軌道修正を行った。そして現実には不可能な角度で、自転車の鼻先をかすめてカーブする。

　ほとんど直角に走行したトラックは、派手な衝突音とともに、歩道に大きく乗りあげてから停車した。自転車の子供はその時になってようやくブレーキをかけるのが精一杯で、目の前の事態に放心している。
　フユは両者がともに無事であることを確認すると、何事もなかったように歩きだした。

「――見事なもんだな」

　横に並んだ奈義が、賞賛しながらも半ば茶化すように言った。

「たいしたことじゃないわ」

　言葉通りの口調で、フユは答える。

「正確で適確な魔法だった。決断も早い。下手をすると子供のほうは無事でも、車のほうが大破していた」
「できるからやっただけよ、私は」
　フユはあくまで落ち着き払っている。奈義はさすがに、
「どこまでもクールだな、お前は」

　と、苦笑した。

　二人ともすでに、事故現場からは遠く離れつつある。背後では、トラックから降りた運転手が子供の安否を確認したり、電話でどこかに連絡を取ったりしていた。もちろんその男が直前の出来事を不審がっている様子はない。ましてや、それが魔法だなどとは――

「しかしこうなると、いくら野良の魔法使いとはいえ放ってはおけなくなったな。このままだと、いつか大きな被害が出る可能性がある」
　奈義は苦慮するように言った。間接的にとはいえ、こうして魔法での事故が起きているのである。今回は幸いにも、被害を最小限に抑えることはできたが。

「……別れたカップルは、〝大きな被害〟とは言わないのかしら？」

　冗談なのかどうか、フユは無表情に言った。

「実害とは言えないだろ、それは」

　奈義はむっとしたように答える。

「ひがんでるんじゃないのかしら、その様子は？」

「……からかってるだろ、お前」

　奈義の抗議を無視して、フユは話を変えた。

「でも、いったいどういう魔法なのかしら。ほかの噂話も同じ魔法使いによるものだとして、だけれど」

「さあな、わからん」

　と言ってから、奈義は「――ただ」とつけ加えた。

「そいつが一般型ではなく特殊型の魔法を使っていることだけは確かだろうな。一般人が魔術具を手に入れる機会があるとも思えない。それにもしかしたら、本人には魔法を使っている自覚はないのかもしれない。でなけりゃ、こんな無意味なことをするとも思えないからな。半分は自動的、反射的に魔法を使っているのかもしれない」
「厄介ね――」
　本人に魔法使いの自覚がなければ、それだけ魔法の使われかたは曖昧になる。つまりは、使用方法や場所を特定するのが難しくなる、ということだった。
「ああ、かなりな」

　奈義は何故か、何かの蹉跌を見つめるような、そんな口調で言った。

「…………」

　二人はそんなことを話していたせいで、すぐ近くからその様子を眺めていた人物のことについては、気づきもしていなかった。
７
　翌日、放課後になってからの帰り際のことだった。

　フユは玄関で靴を変えようとしているところを、弓村真花に呼びとめられている。その時ようやく、フユは昨日、彼女の話が途中だったことを思い出していた。

「……志条さん、ちょっといいかな？」

　真花の態度は、あくまで遠慮がちだった。昨日はフユのほうが一方的に話を断ち切っていったのだから、彼女のほうには不服を言う権利があるはずだったが、そんな気配は微塵もうかがえない。たぶん、性格なのだろう。
「昨日のこと？」

　フユはそう思いながらも、普段と同じそっけない口調で言った。こちらも、性格なのだろう。

「それもちょっとあるんだけど、でも今日は別の話」
「……帰りながらでいいのかしら？」

「うん、私はバスだから途中までだけど」

　フユがうなずくと、二人は並んで玄関の外に出た。あたりには昨日と同じように、三年生の姿が多かった。フユは嫌な予感がしたが、さすがに今日は校門のところには誰の姿もない。
「昨日の人、いないみたいだね」

　隣で、真花はそんなフユの心を読んだかのような発言をする。といってその表情はごくまじめで、からかっているそぶりはない。

「――昨日、途中になった話をするんじゃないの？」

　その点については質問されたくないので、フユは自分から話題を振ってみた。けれど、

「ううん、それはまた今度で。今日は、実は志条さんに聞きたいことがあるんだ」

　フユはさっきとはまた別の、嫌な予感がした。

「昨日の人、志条さんの知りあいだよね？」

　と、真花は訊く。

「不本意ながら、ね」

　ああまでしたあとに、知らないとは言えない。

「親戚の人か何か？」

「私にもよくわからないわね、その辺のことは」

　真花はそんな答えにも、特に不満は持っていないようだった。人としての度量が広いのだろう。

「……実はね、昨日駅の近くで志条さんがあの人といっしょにいるところを見たんだ」
　フユは何も言わなかった。嫌な予感が、風船に空気でも入れるみたいに大きくなっただけである。
「それでね、悪いとは思ったんだけど気になってあとをつけさせてもらったんだ。けど最初からそのつもりだったんじゃなくて、駅に行ったのは先輩に呼ばれたからだったんだけど、でも何だかどうしても気になっちゃって、つい――」

　言い訳っぽく、真花は早口でまくしたてている。
「……それで？」

　半分諦めたように、フユは訊く。こうなった以上、話はすべて聞くしかなかった。ただごみ箱の蓋を閉じるだけ、というわけにはいかない。

「うん、見つけたのは駅の裏口で、あとをつけたのはそこからだったんだけど。坂道にさしかかったところで、見つからないように先まわりしようとしたの。えと、そこで」真花は言いよどんだように言葉を切った。「――変なものを見たんだけど」

「…………」
　フユは無言で歩き続けた。真花は叱られた子供みたいにその横をついていく。実際には、その立場は逆ではあったけれど。
「あのね、交差点にトラックが走ってきてね、その右の坂道から自転車が駆けおりてくるの。で、お互いに気づかないままもうすぐぶつかる――っていうところで、トラックのほうが急に見えない壁にでもぶつかったみたいに方向を変えて、自転車とは衝突せずにすんだの」

　交差点で二人は立ちどまった。信号は赤だった。

「それでね、そんなつもりはなかったんだけど、二人の話してるのを聞いちゃったんだ。ちょうど私のいる近くに来たもんだから。悪いことだとは思ったんだけど」

「…………」

「話してることはよくわからなかったんだけど、一つだけ気になることがあったんだ」

　弓村真花はそして、フユが感じた嫌な予感を正確に、適確に実現した。

「――魔法がどうとかって、二人とも言ってた」

　信号が青に変わる。けれど二人とも、その場から動こうとはしない。やがて光が点滅して、また赤に変わった。

「あの時、自動車をどうにかしたのって、やっぱり志条さんなの？」

　フユは観念したよな、居なおったような態度で口を開いた。

「だとしたら、どうなの？」

　真花はちょっと、珍しい星でも見るような目をしている。

「このことを言いふらされたら、志条さんは困るかな？」
「……脅すつもり？」

「ううん、これは取り引きだよ」
　弓村真花はそこでいつも通りの、けれどどこか底の知れない笑顔を浮かべた。いじわるな天使か何かが、人間の儚い願いを聞くときのように。
「私はこのことを誰にも言わない。その代わり、志条さんには――部活に入ってもらう」

「部活？」

　まるで聞きなれない単語か何かみたいに、フユは復唱した。

「そう、部活。私と同じね」

　真花はあくまで、無邪気に笑っている。

「……それで、昨日のことは黙っているの？」

「もちろん」

　そしてもちろん、フユに選択肢はない。

「わかった――」フユはそっと嘆息した。「あなたのほうが、それでいいのならね」

「よかった。志条さんが入部してくれて嬉しいな、私」

　どういう少女なのか、彼女は本気でそう思っているみたいだった。たった今、脅迫まがいの行為をしたばかりとはとても思えない態度である。
　信号が青に変わって、真花は歩いていこうとした。フユのほうは別に、横断歩道を渡る必要はない。二人が別れようとしたとき、真花はふと気づいたように振りかえって声をかけた。

「――あのね、志条さん」人目をはばかることもない大声だった。「私、志条さんのこと、フユって呼んでもいいかな？」

「……好きにすればいいわ」

　フユはもう、ため息をつく気にもなれなかった。ずっと昔に、ある少女から同じようなことを提案されたことを思い出しながら。

　弓村真花は大きく手を振ると、雲一つない空に輝く太陽みたいな笑顔を浮かべて、そのまま行ってしまった。フユは賭けに負けてしまった北風のような表情で、それを見送っている。
［二つめの関係］
１

　コンクリートのベランダには、一匹の猫がいた。

　白地に黒の斑紋の入った猫である。首輪はしていない。少しやせて、毛並みも全体に健康的とはいえなかった。野良猫なのだろう。
　そのせいか、その猫はひどく険のある目つきをしていて、お世辞にも可愛らしいとはいえなかった。月の裏側にでも放擲されて、凍えるような孤独を一人で生きてきた、という感じでもある。

「可愛いでしょ？」

　どこをどう引っくりかえしたのか、弓村真花はそんな野性味あふれる猫に向かって、にっこりと笑顔を浮かべて言う。

　音楽教室の外にあるベランダには、フユと真花の二人しかいなかった。時刻は放課後で、授業はもうとっくに終了している。校舎の向こうにある運動場から、遠い喚声の気配が伝わっていた。飛行機が低空を飛ぶ、空を壊すような音が聞こえる。
　真花はベランダの敷居のところに腰かけて、フユは隣に立ってそれを見おろしていた。開いたガラス戸からは、誰かが直接息を吹きかけているみたいな冷たい風が入りこんでいる。

「ここ、この子の散歩コースになってるみたいで、時々見かけるんだ」

　猫はよほど真花のことに馴れているらしく、手で触れられても逃げようとしない。彼女が首の下をさすってやると、気持ちよさそうにのどを鳴らした。甘えているわりに、何故かそこには愛嬌といえるほどのものは存在しない。
「……どんなふうに生きてきたか、目に見えるようね」

　そんな感想を、フユはもらした。試しに手をのばしてみると、猫は鋭い目つきで睨めつけてきている。そういえば昔、こんな猫を何匹も捕まえたことがあったっけ、とフユは思い出していた。
　峻厳な世界に生きてきただけあって、誰を信用すべきがわかるのだろう。猫は真花の膝の上にのぼると、そこで丸くなって目をつむった。真花は嫌な顔一つせず、その体を優しくなでてやる。ペットというよりは、母親が子供にするみたいに。

「この子の名前、プドレンカっていうんだ」

　と、彼女はフユのほうを見て言った。

「プドレンカ？」

　妙な名前だ。どちらかというと、シャチとか青ひげとかのほうがこの猫には似あいそうな気がする。
「この子はね、永遠に死なないんだ。この子がいなくなっても、次のプドレンカが必ず生き残る。そして世界に復讐でもするみたいに、その一族を増やしていくの」

「何だか変な話ね」

　フユは顔をしかめた。

「うん――チェコでは、猫がのどを鳴らすのを〝糸車を回してる〟っていうんだって」
「チェコ？」

　けれど真花はにっこり笑ってみせるだけで、その話はもうおしまいのようだった。

　猫は相変わらず、彼女の膝の上で幸福そうに丸くなっている。白と黒でできたその柔らかな塊は、孵ることもなく永遠の眠りにつく卵か何かみたいにも見えた。

「――私ね、昔猫に助けられたことがあるんだよ」

　真花は急に、そんなことを言った。

「いつのこと？」

「小学生くらいの時。山の中で道に迷って、どこを歩いてるのかわからなくって。すごく心細くて、怖かった」

　その時のことを思い出すように、真花は声を低く沈ませた。
「みんなとはぐれて、誰の声も聞こえない。まわりは耳が痛いくらいしんとして、空だけが時々梢の向こうに見えた。草むらの陰に何が潜んでるのかわからなくて、風で木が揺れるたびに体がびくって震えた。もうみんなのところに戻れないんじゃないかって、何度も思った」

　猫がその三角の耳をぴくぴくと動かす。けれどあたりに不審な気配はなかった。もうとっくに消えてしまった物音にでも耳を澄ましているのかもしれない。
「その時にね、猫が一匹現れて道案内してくれたんだ。嘘みたいだけど、本当にそうだったの。前を歩きながら、時々振りかえってついてきてるのを確かめたり。みんなのところに戻ったら、猫はもういなくなってた。まるで最初から、どこにもいなかったみたいに」

　真花はそっと猫を抱き起こして、膝の上から降ろしてやった。猫は挨拶でもするみたいに一声鳴くと、質量を持った白い影みたいな足どりで去っていく。

「だから今でも、猫を見るとあの時の猫かもしれないって思うんだ。私を助けてくれた、永遠の猫」

　にっこり笑うと、真花は言った。

「――寒いから、そろそろ中に入ろうか」
２

　弓村真花が出した条件というのは、フユが音楽部に入るというものだった。

　とはいえ、フユに音楽的な趣味や素養などありはしない。そもそも、この学校に音楽部なるものが存在すること自体、フユはその時まで知らなかった。

　真花に向かってそう言うと、けれど彼女は首を振って答えている。

「別にそれでいいんだ」

　詳しい説明を聞くと、音楽部といってもほとんど名ばかりで、実質的な活動はしていないのだという。部員は全部で四人しかおらず、そのうちの一人は三年生で卒業が近い。残る二人は他の部との掛け持ちだった。部そのものが幽霊みたいなものに近い。
「なら、私が入っても仕方ないんじゃないの？」

　フユは当然ながら、そう質問した。一抹の期待を抱きながら。もちろんそれが、花占いをする程度に儚い希望であることはわかっていたが。
「――フユが入ってくれれば、私が嬉しい。それはすごく仕方のあることだよ」

　予想通りに、真花はそんなことを言った。

　この少女がどうしてそれほど熱心に入部を推奨するのかはわからなかったが、いずれにせよフユに選択肢はなかった。妙な噂を立てられるくらいなら、こちらのほうがましなのは間違いない。
　そんなわけで、フユと真花は放課後の音楽室にいる。今は、他の二人が来るのを待っている状態だった。三年生のほうはうまくつかまえることができなかったらしい。

「本当はそもそも、その人が作った部活なんだけどね」

　と真花は言った。二人ともベランダから教室に戻って、勝手な場所でくつろいでいる。暖房がつけられているので、室内は地球の反対側みたいに暖かかった。
「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さわたに),沢谷)ゆずき、っていう人なんだけど、その人が一年生の時に作ったんだって」

「どうしてまた、部を作ろうなんて思ったの？」

　フユの口調にはどこか、それを責めているかのような響きがあった。

「何でも、思いきり音を出せる場所が欲しかったからとかで」
「……すごく私的な理由に聞こえるんだけど」

「けっこう強引な人だから、勢いと口八丁で押しきっちゃったんじゃないかな？　私とほかの二人が入るまでは、部員もいなくて一人で活動してたみたいだし」

　それを活動といっていいのかどうか、疑問なところではある。

「弓村さんは、どうしてこの部活に？」

　フユが訊くと、「真花でいいよ」と軽く手を振りながら、

「実のところ、私も音楽に興味があったっていうわけじゃないんだ。ただ、先輩に誘われたとき、それもいいかなと思って。楽器はともかく、歌うのは好きだったし。だから演奏のほうは今でも全然――」

　その時、音楽室の扉が派手な音を立てながら勢いよく開かれ、生徒が二人姿を現していた。どちらも女子である。おそらくそれが、真花の言うほかの二年生部員なのだろう。

「ちぃっす、少し遅れたかな？」

　先に入ってきたほうが、蕪雑な言葉使いで言った。

「――途中で顔をあわせたからいっしょに来たけど、遅れたのは渚のせいだから」
　後ろから現れたもう一人が、丁寧に扉を閉めながら言う。叱責するような言葉のわりに、その口調には親しみのようなものがこもっていた。仲がよいのだろう。

　フユはちょっと姿勢を直して、二人のことを観察する。その二人が事前に聞いていた、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こじまなぎさ),小嶋渚)とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あしかわひなこ),芦川陽奈子)に間違いないのだろう。

　乱暴に音を立ててドアを開いたほう――小嶋渚は、花びらをくしゃくしゃにまとめたような癖のある髪で、それをさっぱりと短く切っていた。いかにもざっくばらんといった感じで、ここまでの言動を見るかぎりでも、それは裏打ちされている。

　そのあとから静かにドアを閉めた芦川陽奈子のほうは、渚とは対照的なたたずまいをしていた。額が広く、髪は長く、やや太めのフレームをした眼鏡をかけている。何かを思考するにしても、必ずどこか別の場所を慎重に一周してから、というタイプのようだった。
　二人のうち、芦川陽奈子のほうはフユと同じくらいの背丈だが、小嶋渚のほうはそれより指三本ぶんほど背が低い。真花の話によれば、渚はバスケ部、陽奈子のほうは英語部に所属しているということだった。

「急に大事な用があるって言うから、部活休んできたけど……何、その子が新入部員さん？」

　小嶋渚はまるで遠慮というもののない態度で訊いた。
「うん、そうだよ」

　と、真花はいつもの調子で答える。

「この時期に入部するなんて、何か事情でもあるんじゃないの？」

　特に意図してではなさそうだったが、芦川陽奈子はなかなか鋭いところを突いてきた。

「それは――」
　真花が言葉につまると、
「いいじゃん、そんなの」

　と渚がうるさそうに手を振っている。

「細かいことなんて気にしなくったってさ。部員が増えたほうが活動は楽しいんだし、せっかく入ってくれたんだし、歓迎しなくちゃ」

「そういうあんたは、この前部活に来たのはいつだっけ？」

　陽奈子は詰問するようにしながら、どこかからかっている様子で訊いた。

「ええと……」渚は指折り数えている。「二週間くらい前？」

「十六日前だよ、正確には」

「だから陽奈子は細かいんだって。そのうち禿げるよ。それにそっちだって似たようなもんでしょ？」

「私は十日前にも来たわよ」

「そういうの、何て言うか知ってる？」
「五十歩百歩」
　どうやらこの二人の仲がいいのは確かなようだった。

「――えっと、二人ともいいかな？　そろそろ紹介したいんだけど」

　真花は保育園児でもあやすような調子で声をかける。陽奈子の質問がうやむやにされたことには、もちろん言及しなかった。
　言われて、二人はあらためてフユのほうを見る。真花は一度咳払いをしてから、

「彼女が今度新しく音楽部に入ることになった、私と同じクラスの志条さんです」

　とフユのほうを手で示した。

「……志条芙夕です、よろしく」

　博物館に陳列された石ころほどの愛想もなく、フユは軽く頭を下げた。

「こっちの二人は小嶋渚と芦川陽奈子。みんなクラスは別だけど、小学校時代からの友達なんだ」

「よろしく――」

　と、渚と陽奈子の二人もそれぞれ頭を下げる。それから渚は教室を見渡すと、

「沢谷先輩は？」

　と訊いた。

「来てない。学校でも見つけられなくて……」

　真花は首を振る。

「あの人も、もうずいぶん部活に顔を出していない気がするけど？」

　陽奈子は曇り空でも気にするような顔で眉をひそめた。どうせそのうち雨が降るのだろうけど、というふうに。

「そうでもないよ。この前この教室で会って、ライブするから見に来いって言われたから」

「部活じゃないじゃん」

「一応、その時に歌う予定の新曲も歌ってくれた」

「めちゃくちゃ私用じゃん」

　渚がつっこむのを聞きながら、フユにはよくわからない。
「ライブって、どういうこと？」

「――ああ、そうだ。まだ言ってなかったけ」うっかりしていた、というふうに真花は言う。「ゆずき先輩は路上ライブをやってるんだ」

「路上ライブ……？」

　テレビか何かでしか聞いたことのない言葉だった。天橋市のような地方都市で、しかも中学生ミュージシャンということになれば、その数はあまり多いとは思えない。
「元々、そのための練習に使いたいからって音楽部を作ったらしいんだよね」

「歌手になるのが夢だって、常々主張してる人だから」

　渚と陽奈子がお互いにそんなことを言った。

（……歌、か）

　フユには理解しにくい話だった。彼女には、何かになりたいという願望はない。何かになるということは、何かにさせられるということと同義だった。自分ではない誰かによって、ある種の型に矯正され、変形させられる。そんなことを、フユは望んだりはしない。
　もしも志条芙夕に望みがあるとすれば、それは何にもならないことかもしれなかった。

　ただ、ずっと孤独であり続けること――
「それじゃあ、ここらでちょっと音楽部的な活動でもしてみようか」
　不意に渚が手を叩きながら言った。何かにつけて、音を出すのが好きな少女らしい。

「音楽部的な活動って」陽奈子は初めて聞く単語でも耳にするみたいに訊きかえした。「何それ？」

「――うん、いいんじゃないかな」
　真花は同じ言葉から、陽奈子とは違った連想を得たようだった。
「そうしよう」

「……どうしよう？」

「そりゃ演奏でしょ、音楽部なんだから」

　小嶋渚はそう言って、得意気に胸をはる。その様子を、おそらくは今までに何度もしたのであろう呆れ顔を浮かべて、芦川陽奈子が見ていた。真花はその横で、そんな二人をいたって平和そうに眺めている。

（――変な連中）

　フユはどこか釈然としないものを覚えつつも、そんな三人の前に座っていた。
　楽器の準備にはしばらく時間がかかっている。用具室からドラムセット、ベースにキーボードを引っぱりだして、アンプも用意する。それぞれ配線をつなげると、音を確かめた。

　フユは机をどかして作った空間に、一人だけ観客として座っている。その前に、渚がドラム、真花がベース、陽奈子がキーボードという配置だった。ギターがいないのは、例の先輩がそのポジションであるためらしい。
「――というか、私たちはゆずき先輩に言われて無理やりはじめさせられたみたいなものなんだけどね」

　指で試すように金属弦を弾きながら、真花は言う。

「この楽器も、先輩が相当がんばって予算をもらったらしくて」

「脅しでしょ、ありゃ」ドラムの位置を調整しながら、渚が言った。「二時間もねばられたんじゃ、誰でも嫌になるよ」

「それでも購入したのは全部、中古品というのがあの人らしいけど」

　キーを叩きながら、陽奈子はため息らしきものをついた。

　やがて準備が終わったらしく、三人が目をあわせる。陽奈子がまず和音を奏で、渚が静かにシンバルを鳴らした。真花のベースはそれにあわせて、音楽に厚みを加えていく。

　ボーカルはいなかったが、それが何の曲かはすぐにわかった。誰もが知っているような、有名な洋楽曲である。単純だが印象的なメロディーが、眠っているあいだにどこかから聞こえてくるみたいに、ゆっくりと何度も繰りかえされる。いくらかアレンジはされているが、もちろん原曲のイメージはそのままだった。
　丁寧に幕を下ろすみたいに最後の音が奏でられると、曲は終わりだった。室内はふと我に返ったみたいに静かになっている。三人とも、演奏にはそれなりに満足そうな様子だった。

「どうだった、今の？」

　と、真花は明らかな期待をこめて訊いた。

「……よかったんじゃないかしら」

　どうと訊かれても、フユには特に感想らしきものはない。少なくとも何の曲かはわかったし、演奏がたどたどしいわけでもなかった。けれど、それだけである。
「やっぱり、先輩がいないとダメなんじゃないの？」

　渚がスティックをゆらゆらさせながら言う。まだ叩きたりない、という感じだった。

「……まあ、私らがまともに演奏できるのはこれだけなんだけど」

　それから楽器を片づけてしまうと、四人は丸くイスを並べて座った。話によると、音楽部の活動は普段からこんなものらしい。気が向いたら楽器の演奏をして、あとは適当に雑談をしている。まじめに練習をしたのは、先輩に叱咤されて今の曲を覚えたときくらいだという。
「何せ、肝心の先輩がなかなかよりつかないんだからさ」

　と渚は磊落そうに笑った。

　空気をくすぐるような暖房機の音が響くなかで、四人は話をした。三人の会話での役割というのは大体決まっていて、陽奈子は間違いを指摘したり、辛辣に注意したりし、渚はまぜっかえしたり、からかったりする。真花がそんな二人をなだめたり、たしなめたりする、という感じだった。
　フユはとりあえず、訊かれたことには答えるが、それ以外は概ね黙って話を聞いている、という態度で過ごした。
　話ははじめ、つい最近の期末テストや、渚と陽奈子の部活でのことについてだったが、そのうち話題は不意に、フユの母親である志条夕葵のことに移っている。

「有名なガラス造形作家なんだよ」

　と真花が紹介すると、渚は首を傾げた。

「それって、コップとかお皿とか作ってるってこと？」

「あの人が作るのは、そういう日用品よりは芸術作品みたいなものが多いと思う」

　フユは母親のことを「あの人」と呼んだが、三人は特に疑問には思わないようだった。
「そういえばこの前、テレビで小さな虫をガラスで作ってる人とかがいたけど……」
　陽奈子がうろ覚えな様子で言うと、

「たぶんそれは、バーナーワークというやつだと思う」

　と、フユは指摘した。

「ガラス管をバーナーであぶって溶かすものだけど、あの人が主にやっているのはキルンキャストというやつね」

「きるんきゃすと？」

　渚は話しについていきかねるような顔をした。

「ガラスを成形するときの、いくつかの技法のうちの一つ。キルンというのは、電気炉のこと。この場合は、まず石膏やロウで型を作って、それを利用してガラスを電気炉で溶かし、型にはめる。ガラス工芸で一番よく知られているのは、宙吹きというやつでしょうね。例の、筒の先にガラスの塊をくっつけて息を吹きこむ方法のことよ」
「さすがに詳しいのね」

　陽奈子が素直に感心した。

「……別に。ただ時々仕事をしているのを見るから、それで覚えただけ」

　言いながら、フユはかすかな戸惑いを覚えていた。

　どうしてわざわざ、自分はこんなことをしゃべっているのか。ここにはただ、弓村真花の取り引きのためだけにいるはずだった。無理にこの三人と会話をする必要はない。いつものように、適当な無関心さで受け答えをしていればいいだけなのだ。

　けれど――
　それにもかかわらず、フユは何故だか話を続けている。訊かれた以上のことを、いつのまにか口にしていた。
　フユはそのことに、自分でもよくわからない苛立ちを覚えている。ジグソーパズルのピースに一欠片だけ別のものが混じってしまったような、そんな。

　窓の外にはいつもよりずっと早い、冬の夕暮れが迫りつつあった。

３
　数日後、フユは真花といっしょに、同じように放課後の音楽室にいた。

　その日数のあいだ、魔法使い調査のために何度か奈義と街を探索していたが、めぼしい成果は得られていなかった。噂話はともかく、魔法の揺らぎを感知することも、特異な現象が発生することもない。もしかしたら、その魔法使いはもうどこかに消えてしまったのではないか、とフユは想像したりもするが、何の指示もない以上はこのまま捜査を続けるしかなかった。

「――まあ、気長にやることだな」

　と、奈義のほうではひどくのん気そうに言った。

「この街にいることだけは確かだよ」

「根拠は？」

「俺の勘」

　その答えに、フユはさすがにため息をつかざるをえなかった。犬が棒に当たる確率のほうが、ずっと高そうである。
「――どうかした？」

　そんなフユを見ながら、真花が訊いた。音楽室には二人だけで、ほかの部員はいない。

「いいえ、何でもない」

　フユは無表情に答える。

「……もしかして、恋をしてるとか？」
　言われて、フユは顔をしかめるよりもむしろ、まじまじと真花のことを観察してしまった。いったいどういう発想で、そんな推測をしているのだろう。

　音楽部へ所属してから、フユは大抵の時間を真花と音楽室で過ごしていた。過ごすといっても、ただ話をするだけである。楽器の練習をするわけでも、楽譜の読みかたを勉強するわけでもない。用事があると言えば、真花は理由も訊かずに簡単にフユを解放した。
　同じ音楽部である渚と陽奈子のほうは、最初の話のとおり音楽室に姿を見せることはない。本業のほうが忙しいのだろう。例の先輩にも、フユはまだ直接会ったことはなかった。

「一応、話はしてあるんだけどね」

　と、その件については真花は苦笑している。三年生なのだからそれどころではないのかもしれない、とフユは勝手に思っていた。もっとも、特に会いたいという気持ちはなかったが。

　そんなわけで結局、放課後の音楽室にはいつもフユと真花の二人しかいない。フユは自分が何のために入部したのか、見当もつかなかった。

「――そりゃ、意味はあるよ」
　と、以前にフユが二度目になる質問をすると、真花は自信を持って答えた。

「どんな意味？」

「私が嬉しい」

　いつかとまったく同じ答えに、フユはやはりため息をつかざるをえない。
「…………」

　今も、真花はフユの無言の否定など気にもしないように、にこにこと笑っている。いつも、そうだった。この少女はフユがどんなにそっけない態度をとっても、それを苦にする様子はない。寒空の下で冬の星座を観測する天文学者みたいに。

「でも、フユは恋をしたほうがいいんじゃないかな？」

　真花はまるで、今日は帰りが少し遅くなるから、というくらいの気軽さで言った。
「どうして？」

　あくまで無表情に、フユは訊きかえす。

「似あってると思うから」

「…………」

　フユにはよくわらからない。弓村真花は話をしていると、不意にそんな、よくわからないことを口にした。当人はいたって平気で、それが自然だと思っている様子だったが、フユにしてみれば内心で渋面を作らざるをえない。そのうち、知らないうちに表情に出ているかもしれなかった。
　表面には出さずにフユがそんなことを考えていると、真花はいつのまにか窓の外を眺めていた。朽ちかけた蔦についた葉っぱの数を数えているみたいな視線だったが、もちろん窓の外にそんなものはない。

　それから不意に、真花は囁くような声で歌を口ずさんでいた。冬になって初めて空から落ちてきたひとひらの雪みたいな声で。その雪は、白い色をした何かの種子みたいに、そっと地面の中へと消えていく。
　彼女のその歌は、とてもきれいだった。

　歌そのものはどこかで聞いたことがあるような、そんな程度のものにすぎない。だいぶ昔に流行った、ある犬種の名前がつけられた有名なバンドの曲だった。大抵の人間は、そんな歌のことはもう忘れてしまっているだろう。

　けれど――

　弓村真花は大切に、そっとしまっておいた箱の中身を確かめるみたいにしてその歌をうたっている。

　別にうまいというわけではない。特別な声や響きをしているわけでもない。

　けれどそれは、子供が色の着いたあめ玉を空にかざして、それから口の中に入れるのと似ていた。それはごく普通のあめ玉にしかすぎないのに、とても特別な味がする。

　窓の下では暖房用のスチームだけが、いつもと同じ音を立てていた。

「――――」

　ふと我に返ったみたいに、真花は口を閉ざした。歌はまだどこかで続いているかのように、静かに消えていった。そっと手をのばせば、空にでも飛んでいったその切れはしに触れられそうな気がする。

「……ごめん、つい癖で歌ってたみたい」

　と、真花は赤くなって弁解した。確かにそれは、あまり誉められた癖ではない。けれど珍しく、フユは首を振った。そして無表情に告げる。
「別にかまわないわ、真花には似あっていると思うから」

　真花はそんなフユににこっと笑ってみせてから、言った。

「私ね、歌をうたってると幸せが集められる気がするんだ。機械の中で棒をぐるぐる回して、綿あめを作るみたいに」
「だから歌が好きなの？」

　彼女がいつかそんなことを言っていたのを思い出して、フユは訊いた。

「うん――そうやって幸せを集めて、交換するんだ。天使へのお願いと」

　まるでポイントカードだった。

「だとしたら、歌うのも悪くないかもしれないわね」

　珍しく冗談めかして、フユは言う。

「そう、だからフユも歌うといいよ」

　言われて、フユは自分が歌っているところを想像してみたが、それはあまりぞっとしない光景だった。

「私は遠慮しとくわ。似あいそうにないから」

「そうかな？　私だけが歌うなんて、ちょっと不公平な気もするけど」首を傾げながら、真花はふと何か思いついたらしい。「だったら、代わりに私のお願いを聞いてくれるかな？」
　どう不公平で、何が代わりなのかはわからない。

「それは例の、取り引きの範疇に含まれているのかしら？」

　フユは冗談でもなさそうな口ぶりで、そう訊く。

「ううん、違うよ」真花は無邪気に首を振った。「友達として、かな」

「…………」

「断るつもりなら、取り引きってことでもいいんだけど」

　どちらにせよ、断らせるつもりはないようだった。

「わかったわ。それで、何をすればいいの？」

「私といっしょに、あるところに行って欲しいんだ」

「どこに？」

　フユが訊くと、真花は短く答えた。

「――病院」

４

　天橋市民病院は、街の東端に位置する大きな総合病院だった。地区的には市の境に近く、まわりには田んぼが多く広がっている。一昔前に移設されたもので、建物自体ははまだ新しい。

　フユと真花は学校の帰り、制服姿のままそこに向かった。路線バスに乗って、病院前で降りる。二人と同じような見舞客か、外来に通うらしい数人が同様にバスを降りた。

　街の外れだけあって、あたりにはほとんど何もない。広い道路がまっすぐ通っているだけで、あとは一面の平野だった。いくつかの店がぽつぽつと点在するほかは、空から直接突き刺したような高層マンションが遠くのほうに建っていた。
　空はこの季節らしく、のっぺりとした表情のない鉛色の雲によって覆われている。そのせいで、世界は陰々としてゆっくりと死に向かいつつあるかのようだった。
「降るかな？」

　と病院の玄関に向かいながら真花が言った。

「予報では降らない」

　フユが答えると同時に、二人は病院の自動ドアを抜けていた。

　天井の高いエントランスは明るく、清潔で、広々としていた。総合カウンターと自動受付け機が並び、たくさん並んだイスには抜きそこねた雑草みたいにまばらに人が座っていた。診察室前で待機する患者は、病院の通例として老人の割合が高いようでもある。

「こっち――」

　何度も来ているらしく、真花は慣れていた。小児科やＭＲＩ室の前を通って、小さな階段を昇る。三階まであがったところで、病棟のほうに移った。ナースステーションがすぐそこにある。

「一応、今日の予定とかを聞いてくるから、フユはそこで待ってて」

　言われて、フユはうなずく。階段のそばに小さな休憩室があって、フユはそこにある黒いソファに座った。

　入院病棟らしく、あたりは静かだった。廊下にほとんど人影はなく、ただ希釈されすぎた人の気配みたいなものだけがある。無個性で無機質な部屋の様子は、治療室というよりは病気の保管庫のように見えた。どこかから、空気をノックするのにも似た、機械的な電子音が聞こえている。

　フユはふと、廊下の先に視線を巡らせて表情を曇らせた。知っている顔が、そこにあったからである。

（何で、あの男が……？）

　向こうはこちらに気づいていないらしく、少しうつむきかげんでまっすぐ廊下を歩いてくる。いつになくまじめそうな顔をしているのは、ただ場所の都合によってそう見えているだけなのかもしれない。
　階段を利用するつもりらしく、そいつはフユのすぐそばまで来た。そこでようやく気づいたように、ぎくっとした動作で足をとめる。

「こんなところで何をしてるの、奈義真太郎――？」

　フユは相手のことをフルネームで呼んだ。

「――奈義だって？　俺の名前は伊沢だけど」

「今、明らかに私を見て足をとめたでしょ」

　即座に指摘すると、奈義はめげた様子もなく肩をすくめた。面倒な男ではある。
「どうして、あんたが病院に？」

　座ったままフユが訊くと、奈義は逆に質問した。

「そっちこそどうしたんだ？　無愛想に効く薬でも開発されたのか」

「あんたこそ、減らず口の手術でもしてもらったほうがいいんじゃないかしら？」

「そうなんだよ、これがなかなか難儀でな。一度罹ると簡単には治らないし、治療費もばかにならん。こっちが必死で努力してるのに、まわりからの理解も得られない」
「…………」

「早く何とか言えよ」

　やはり、面倒な男のようだった。

「だから聞いてるでしょ？　どうしてあんたがこんなところにいるの」

　フユが訊きなおすと、奈義はごまかすようにあらぬ方向へ顔を向けた。

「あー、見舞いだよ、もちろんな。友達が入院したんだ」

「何号室の、何て友達？」

「――四二〇号の、山田太郎だ」
（嘘だな）

　考えるまでもなく、フユは思った。いかにも怪しげな名前はともかく、四階の入院患者を見舞いに来たなら、こんなところを通る必要はない。おそらく奈義は、この階で何か用事があったのだろう。それを隠そうとして、そんな嘘をついている。
　とはいえ、それを指摘すると話がまたややこしくなりそうだったので、フユは何も言わなかった。どうせたいした問題ではない。

「――で、そっちは何をしてるんだ？　戦場で負傷したクラスメートでも運んできたのか？」

「口じゃなくて頭のほうを診てもらったほうがよさそうね」フユは冷たく言った。「友達のお姉さんを見舞いに来たのよ」

「友達？」

　奈義は急に不審そうな顔をする。そしてふと思いついたように訊いた。

「それってもしかして、あの時お前が学校でいっしょだった女の子のことか？」

「一応はね」

　取り引き関係を友達と呼んでいいかどうかは微妙なところではあったが。

「……何ていう名前なんだ、その子は」

　どういうわけか、奈義は興味を持ったらしい。

「弓村真花よ、それがどうかしたの？」

　奈義は軽く首を振って、「いや……」とつぶやいた。電卓を使って難しい計算でもしているような表情をしている。

「弓村か、妙なものだな」

「……え？」

　奈義のその言葉は小さすぎて、フユの耳にはよく聞こえていない。

「いや、何でもない――そろそろ、俺は行くよ。明日はまた街に出る予定だ。連絡するから、そのつもりでいろよ」

「……わかったわ」
　釈然としないものを覚えつつも、フユはうなずくしかない。いいかげんに、真花も戻ってくる頃あいだった。

「じゃあな、寒くなってるから、風邪には気をつけろよ」

　最後だけはまともなことを言って、奈義は去っていった。どうしてこの男が病院にいたのかは、結局のところわからずじまいである。

（まあ、いいわ――）

　どうせたいしたことではあるまい、とフユは気にしないことにした。訊いたところで無駄なことはわかっているし、そこまでして無理に関わりを持つ必要はなかった。
　それからほとんど間を置かずに、真花は戻ってきた。ちょうど担当の医師がいて、少し話をしていたのだという。病室を訪問するのには何の問題もないそうだった。

　真花は廊下を歩きはじめてから、

「さっき、誰かと話してたみたいだけど？」

　と、目ざといところを見せた。
「ええ――」

「例の、親戚か何かよくわからない人？」

　フユは黙ったままうなずく。

「どうして、病院に？」

「さあ……」それはフユにもわからないところだった。「何か用事があったのは間違いなさそうだけど」

　そんなことを話すうち、真花は足をとめた。目の前に病室のドアがある。個室らしく、すぐ横の壁には「弓村桐絵」と書かれたネームプレートが一つだけかけられていた。

　卵の殻を静かに割るみたいにして、真花はそのドアをノックした。

　中で人の動く気配があって、返事は待たずにドアを開ける。たぶん、いつもそんなふうなのだろう。真花は迷いのない様子で病室に足を入れる。

　その後ろから、フユも続いた。

　病室の中は、特に変わったところがあるわけでもない。左手に室内トイレがあって、作りつけの棚とロッカーが設置されていた。個室にしてはやや大きめの部屋で、広い窓からは美的とは呼べないあたりの景色と、灰色の空を眺めることができた。
　そして中央部分に、ベッドが一つ。
　手元で絵本を広げた少女が一人、その上に座っていた。

　病院暮らしで邪魔にならないようにしたのだろう。その髪は首筋にそうような形で、短く切られていた。年頃の女の子としては、やや手入れ不足の感がないでもない。自宅から持ってきたらしい空色のパジャマを着ていたが、体の線はその上からでもわかるくらいの繊弱さがあった。真花と比べると、姉というよりはむしろ妹みたいに見える。
　――たぶんそれは、病気に奪われた時間によるのだろう。
「調子はどうかな、桐絵？」

　真花は二人ぶんのイスを用意しながら訊いた。

　一見したところ、ベッドの少女におかしなところはなかった。包帯やギプスの類もなければ、点滴さえしていない。部屋の隅に不似合いな大型のボンベがあるほかは、心電計のような機械もなかった。
「まあまあ、ってところだな」

　弓村桐絵は少年のような笑顔を浮かべる。その声には自然な明るさがあって、ほとんど病苦を想像させるものはなかった。その姿を見ずに声だけ聞けば、彼女のことを長期の入院患者だと思う人間はいないだろう。
（――似ている、か）

　真花はそう言っていたが、フユにはとてもそんなふうには思えなかった。たぶんこれでは、旅人を前にした北風と太陽くらいには違うだろう。

「カニューラもいらないし、調子がいいと逆に暇になっちゃってさ。昔の絵本を引っぱりだしてた」

　桐絵はどこまでもさっぱりとした声音で言う。

「それ、結城先生にもらった？」

　イスに腰かけながら、真花は訊いた。

「おう――やっぱりいいな。私も犬に生まれ変わったら、こんなふうに飼われてみたいよ」

　けたけたと他愛なく笑ってから、桐絵はまだ立ったままのフユに視線を向けた。

「で、そっちの人は？」

　ずいぶんあけすけな態度だが、不思議と無礼な感じはしない。

「――私の友達で、志条芙夕さん」
「ああ、昨日言ってた人か」

　そう言って、桐絵はまっすぐにフユのことを見つめる。病人らしくない、硬度の高そうな視線だった。

「私はそこにいるのの姉で、弓村桐絵。桐絵でいいよ、よろしく志条さん。一応、高校生ではあるんだけど、学校にはまだ数えるほどしか行ってない。ここのところ体調が悪化してきて、とうとう一月ほど前から病院のお世話になってる。なかなか不便な体なんだな、これが――」
　まるで他人事みたいに話してから、桐絵はちょっと不自然なくらい大きく息をついた。

「――少ししゃべりすぎたみたいだ。呼吸が苦しい」

「無理にしゃべるからでしょ。それにやけに早口だったし」

　真花は呆れたように注意した。
「お客さんにさっさと慣れてもらいたいっていう、私の気づかいだろ」
「それで酸欠になってるなら、世話ないでしょ。フユも気にせず、ここに座って。この人はしょっちゅうこんなだから」

「この人とは心外だな。あんたはもうちょっと姉の権威を擁護しようっていう気はないの？」

「そこにいるのの妹なんだから、仕方ないんじゃないかな。それにもうちょっと病人らしくしてくれないと、見舞いに来た人間としては甲斐がないよ」

「いや、立派な病人だって。今朝もひどい立ちくらみでぶっ倒れたし」

「……自分で言うことじゃないでしょ」

　二人のそんなやりとりを横目で眺めながら、フユは用意されたイスに座る。何だかそこには、草原の真ん中で花摘みでもしているような穏やかさがあった。子供の遊び部屋にも似た雰囲気があって、人の死を含んだ病気の気配は感じられない。

　たぶんそれは、この二人の姉妹が丁寧に積みあげてきた時間の一つ一つによるものなのだろう。
「――そうだ、志条さんて、あの志条夕葵の娘なんだって？」

　不意に、桐絵がフユのほうを見て言った。

「……ええ」

　フユは簡単に答える。

「てことはだ」

　言いながら、桐絵は興奮した様子でベッドの上をごそごそと身動きする。近くの棚から図録のようなものを取りだすと、それを広げてフユの前に示した。

「こういうの、見たことある？」

　大判のその本には、奇妙な形をしたガラス細工が載せられている。おそらく、志条夕葵の作品なのだろう。

「見覚えはないわね」

　フユは軽く首を振った。そもそも、フユはあまり夕葵の制作物には興味がない。

「まあ、そんなものか」

　ちょっとがっかりしたように、桐絵は言う。どこか、流れ星を見逃した子供みたいな様子で。
「――そんなにあの人の作るものが好きなの？」

　フユは逆に、そう訊いてみた。

「ああ、そりゃあね」

　何故か得意そうに、桐絵はにっこりと笑う。

「子供の頃に初めて見たときから、ずっとファンなんだ。たまたま美術館の展覧会に作品が出されてて、それを見て動けなくなった。世界のスイッチが入ったんだ、その時。部屋の明かりがつけられるみたいにさ。自分でも、はっきりそれがわかった」
　桐絵は陶然とした様子で、本に載った写真を指でなぞる。

「それ以来、ずっとこの人の作るものが好きなんだ。木の葉のざわめき、手の平に落ちた雨粒、鳥の瞳に映った光……そんなものが、一瞬の永遠に閉じこめられてしまっている。その一瞬には、自由に手を触れることさえできる、つながっている。そのことが、世界をほんの少しだけ変えてしまうんだ。ほんの少しだけど、確かに。だから私は、この人の作品がすごく好きなんだよ――」

　しゃべり終わってから、桐絵はまた大きく息をついた。「――ごめん、ちょっと疲れたみたい」と言って、乱れた呼吸を繰りかえす。酸素の供給が、うまく機能していないのだ。

（そんなものだろうか……）

　フユはそんな桐絵を見ながら、特にどう思ったわけでもない。不可解な気分になるわけでも、嫉妬めいた劣情を抱くことも。
　ただ――

　弓村桐絵が自分とは逆の感想を抱いたのだ、ということだけは理解していた。自分がそのことをから目を背けたのと同じように、彼女はそのことを正面から見つめた。
　それがどうしてなのかは、フユにはわからなかったけれど。

　桐絵の呼吸が整うのを待ってフユが何か言おうとすると、ちょうどドアをノックする音が響いている。

「――どうぞ」

　二人と一瞬目をあわせてから、桐絵は相手に向かって言った。ドアが開くと、白衣を着た男がそこに立っていた。

　五十代後半、といったところだろうか。胸元には病院関係者であることを示すプレートがつけられていた。身なりに気を使わない風貌で、顎にはうっすらと髭を生やしている。岩塊を砕いたような顔の線をしていて、小柄だが、動作の一つ一つにきつくネジが締められているようなきびきびしたところがあった。
　名札には、心臓血管外科医師『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くらさかとう),宮良坂統)』と書かれている。

「――やあ、友達が来てるところ悪いね。ちょっと話があってお邪魔したよ」

　鉄を何度も鍛えて硬くしたような声だった。相手を無条件で信頼させてしまうような、そんな。

「でも宮良坂先生、今日は検査とかはないんじゃ？」

　真花が不思議そうに言う。どうやらさっき彼女が話していた担当医師というのは、この宮良坂という人物らしかった。
「いや、話があるのは真花ちゃんのほうでね」
　宮良坂は他意のなさそうな笑顔を浮かべる。

「手数だけど、外で話せるかな？」

「――わかりました」

　一瞬、何かを読みとったように真花はうなずく。宮良坂のほうはあくまで同じ態度を続けていた。

「それじゃあ、私は少し先生と話をしてくるから。しばらく、二人でよろしくね」

　真花はそう言って立ちあがると、宮良坂医師といっしょに病室を出ていった。

　あとには、フユと桐絵の二人だけが残されている。

「……たぶん、私のことなんだろうね」

　桐絵はふと、ため息をつくように言った。蝶の羽が宙を打つような軽さで。

「どういうこと？」

　フユはただ、そう訊きかえす。

「気を使われるのも、時々疲れるなって話。まあ、それだけのことなんだけどね」

「…………」

　弓村桐絵の心臓には穴が空いている。

　心室中隔欠損症、という。元々、心臓というのは成長とともに四つの部分に分かれるのだが、場合によっては心壁がうまく形成されず、穴になって残ってしまう。小さいものなら自然にふさがり、問題にならないことも多い。

　桐絵の心臓には文字通り、心室部分に欠損がある。それだけなら手術での根治も可能なのだが、彼女の場合は運悪く、肺高血圧症を併発した。心臓の欠陥によって肺に高い圧力がかかり、細胞が肥大化するのだ。肥大化した肺は、もう元に戻ることはない。治療には心肺同時移植を行うしかなかった。その手術には、かなりの幸運と費用が必要とされる。
　アイゼンメンゲル症候群と呼ばれるこの状態自体には、喫緊の処置は要求されない。気をつけていれば、ごく普通の生活を送ることもできる。
　ただしそれは、高濃度の酸素ボンベや感染症への十二分の対応があってのことだった。心臓と肺の両方に欠陥を抱えているのだから、生命維持の根幹が常に脅かされているようなものだった。いつどうなっても、おかしくはない。
　そのため、弓村桐絵は何かあるたびに入院生活を送ることになる。治療はすべて対症療法で、全面的な回復の見こみはない。一種の延命治療だった。そしてもちろん、彼女はそのことを知っている。

「――自分の体のことだから、少しはわかるんだよね」

　桐絵はフユに向かって、つぶやくように言った。そこには悲壮感も、勇壮感もない。ただ事実を確認するだけの、そんな口調だった。
「肺はオンボロ工場で作った欠陥品だし、心臓は中古自動車のエンジンみたいに頼りない。しょっちゅう不整脈やら変な頭痛やら起こすし、そのたびに自分でもうんざりする。こんな故障だらけの体をくれた神様に文句をつけてやりたいけど、どうも神様っていうのはアフターサービスが悪いみたいだからな」
　言ってから、桐絵は自分でおかしそうに笑った。

「別にさ、恨んでるってわけじゃないんだ。さすがにちょっと不公平だとは思うけど、恨んでるわけじゃない。両親に真花がいて、私は幸せだ。いじわるな神様にだって感謝したくなるくらい――ただ、時々、夜中に不意に目が覚めたときとかに思うんだ。もしかしたら私は、このまま暗闇に飲まれちゃうんじゃないかって。このまま朝を迎えられずに、今よりずっと悪い場所、それは手をのばせばすぐ届くくらいのところにあるんだけど、そこに落っこちて、戻ってこれないんじゃないかって」
「…………」

「そこに落ちたら、たぶんもう誰にも私を助けられない。長くは生きられないとか、そういうことを言ってるわけじゃないんだ。これでもずいぶん長いこと、そのそばで生きてきたんだから。つまり私が言いたいのは、何というか死さえも救いにならないような場所のこと。この世界にはそういう場所が、きちんと存在してる。すべての意味が失われて、光さえ死んでしまうような場所が――」

　砂時計の砂粒がすべて落ちきってしまったような沈黙が、病室を覆った。フユはいつもの表情のない声で、桐絵に訊いた。

「どうして、そんなことを私に話すの？」

　桐絵はまるで、ふと風が吹くような自然さで笑って、

「どうしてだろう――」

　と、自分でもよくわからないように言った。

「志条さんが、私に少し似ている気がしたから、かな」
５
　真花が戻ってくると、フユは別れの挨拶を口にして病室をあとにした。桐絵と会わせるのが目的だったらしく、真花は何も言わない。その後、二人がどんな話をしたのかは、フユにはわからなかった。
　一階に降りると、フユは来たときの道順を逆にたどる。ただし病院の外に向かうわけではなく、その途中にある小児科診察室の前で足をとめた。

　待合室に、人の姿はない。
　担当医の名前を確認して、受付けに誰もいないのを見てとると、フユは勝手に診察室の中へと足を入れた。衝立の端から盗み見ると、目あての人物は確かにそこにいた。

　その男は白衣を着て、カルテに何かを書きこんでいた。近くに看護婦の姿もない。

「こんにちは、結城先生」

　と、衝立のそばからフユは声をかけた。

「……？」

　呼びかけられて、結城季早は顔をあげた。そうして声の主に気づくと、軽い微苦笑のようなものを浮かべる。

「ああ、君か――志条芙夕」

　もちろん、季早がフユのことを忘れるはずはない。

　三年ほど前、季早とフユの二人はある少年に関する計画を共同で行っていた。結果として計画そのものは失敗したが、季早にはもうそのことに固執する意味は失われている。以来、季早がフユと顔をあわせることはなかった。
「その節はお世話になったね。あらためてお礼を言っておくよ」

　季早は律儀な態度で頭を下げた。実際、その時には協力者としてフユはよく働いている。

「昔の話はどうでもいいわ。それにあなたのほうは、もう結社とは関わりがないんじゃないの？」
　目的を失った以上、季早が結社との関係を保つ必要はない。

「いや、そういうわけにはいかないさ」

　言いながら、季早はポケットから携帯端末を取りだしている。例のものだった。

「あの人の魔法を解かないかぎり、結社に逆らうことはできない。協力を要請されれば、今でも僕は断ることはできないのさ」

「…………」

「君も知っているだろう？　例の試験に君が合格したとは思えない。そして結社に属する人間が、あの問いかけを回避することは不可能だ」

「――でしょうね。そしてあなたは今でも、試験には合格できていない」

「そんなことをわざわざ確認しに来たのかい、君は？」

　訊かれて、フユは当然のように首を振った。

「弓村桐絵のことを知っているわよね？」

　その名前を聞いて、季早は訝しげな顔をする。

「もちろん知ってるよ。重い心臓病の子だ。小さい頃は小児科のほうで診ていたが、今は宮良坂先生が担当してる」
「そう――」

　妙なつながりだった。

　同級生である弓村真花の姉が入院していて、その病気の治療にはかつて結城季早が関わっていた。そして、その季早とフユのあいだにも、過去のつながりがある。

　これはただの、偶然なのだろうか――？

「僕としては、君が弓村桐絵のことを知っているほうが不思議なんだが」

「――確かに、そうでしょうね」

　フユにもどう説明していいのかはわからなかった。友達の姉が偶然彼女だった、と言ってしまえばそれだけの話しではあるのだけれど。

「彼女に絵本をあげたのは、あなたよね？」

　代わりにというわけではないが、フユは訊いた。

「彼女が子供の頃にプレゼントしたもののことかい？　チェコの作家で、自分が飼っていた小犬について書いたものだよ。彼女、まだあの本を持ってたのか」

「大事にしているみたいだったわ」

「なら、贈り物をした人間としては喜ばしいかぎりだな」

　季早は言いながら、力なく笑った。本当は別のものを与えられればよかった、と思っているのかもしれない。
「……彼女、ひどく悪いのかしら？」

　フユはそっと、訊いてみた。

「ああ、悪いね」

　季早は医者らしく、厳しい顔つきで断定した。

「宮良坂先生に聞いたところでは、心臓がだいぶ弱っているそうだ。たださえ酸素や栄養が不足してるのに、それを送るポンプまで十分な役割を果たせていない。投薬で何とか補助している状態だが、いつほかの病気が併発するかわからない。もしも厄介な病気にかかれば、たぶん彼女は……」
　もちろん、フユには専門的なことなどわかりはしない。けれど季早の表情を見るかぎりでは、事態は深刻だった。それはさっき病室で見た、元気そうな弓村桐絵の姿からは想像のできないことである。

　彼女は自分の胸の鼓動を、限られたものとして数えているのだろうか。

「……ところで、君のほうは今どうしてるんだい？」

　気になっていたらしく、季早はそんなことを訊いた。

「ちょうど結社の仕事についているところよ」

　嘘をつく必要もなかったので、フユは正直に答えた。

「街にいるらしいっていう、謎の魔法使いを探せという話――」

「それはまた大変そうだな」

「あなたも何か知らないかしら？　妙な噂話とか、おかしな現象とか」
「さあね――」

　季早は首を振った。最初から期待はしていなかったので、フユは特に失望もしていない。

　いつまでも長話をしているわけにもいかないので、フユはそろそろ診察室から出て行こうとした。するとそこに、季早が声をかけている。

「僕がこんなことを言うのも何だが、君はいつまでこんなことを続けるつもりなんだい……？」

　フユはゆっくりと、季早のほうを振りむく。まるではじめて見る風景でも目にするみたいに。
「例え魔法を使っても、この不完全な世界をどうにかすることはできない。そんなことに、もう魔法を使うべきじゃない」

「…………」

「君はもっと、普通の女の子になるべきだ」

　フユはその言葉には答えずに、そのまま診察室をあとにした。

（普通、ね……）

　フユは歩きながら、考えている。もちろん、そんなものはもうとっくに失われているのだと言ったところで、どうなるものでもなかった。結城季早自身にも、そんなことはわかっているのだ。人はその失われたものを、永遠に求め続けずにはいられない。
　そして病院の白い廊下を歩きながら、フユはふと思う。

　もしも弓村桐絵を失ったとき、その妹である真花はどう思うのだろう。二人が丁寧に積みあげてきたはずの時間が壊れ、失われたとき、彼女はいったいどうするのだろう。

　やはり、完全世界を求めずにはいられないのだろうか――？

６
　夕食を終えてフユが後片づけをすませてしまうと、リビングで夕葵が何かしているのに気づいた。
　時刻は六時を少し過ぎたところで、窓の外にはすでに驚くほど濃い暗闇がある。それは手を浸せばべっとりくっついてしまいそうなほど、粘性の高い色あいをしていた。

　フユは手を拭いて、リビングへと向かう。夕葵はそこで、絵を描いているようだった。体の一部が分解したような、奇妙な格好でソファに座っている。正面にあるテレビの電源は入れられていない。テーブルの上には貝殻でも撒きちらしたように、色とりどりのクレヨンが散乱していた。
　夕葵はフユのことを特に気にした様子もなく、手元での作業を続けている。

「……何をしてるの？」

　訊くと、夕葵はようやく顔をあげた。突然しゃべりだした、人間の形をした石でも眺めるみたいに。

「珍しいわね、あんたのほうからそんなこと聞いてくるなんて」

　確かに、普段ならフユはこんなことを質問したりはしない。
「どういう風の吹きまわし？」

「別に、ただ気になっただけよ」

「――――」

　一瞬手をとめてから、夕葵はそのスケッチブックをフユのほうに向かって放り投げた。

　フユがソファの上から拾いあげると、その白い画面の上にはクレヨンとは思えない精緻なマチエールで絵が描かれていた。ガラス細工のイメージ画として描かれたらしいその絵には、踊り子のような人物が両手に何かを抱えている場面が表現されている。

「――サロメよ」

　と、夕葵は言った。

「それはちょうど、彼女が褒賞に洗礼者ヨハネの首をもらっているところ」
　志条夕葵らしいといえば、らしいといえる絵ではあった。

「……今日、志条夕葵のファンだっていう子に会ってきたわ」

　自分でも気づかないうちに、何故だかフユはそんなことを口にしていた。

「その子には妹がいて、その妹が私を彼女のところに連れていったの」

「あんたに友達がいるなんて驚きね」

　半ば嘲笑するように、夕葵は言った。それはこの世界に対する志条夕葵の基本的な態度だったので、フユは気にせず話を続けた。

「その子は重い心臓病を患っていて、子供の頃からずっと苦しんでる。本人は明るく振るまっているけど、自分の体がいつ壊れてもおかしくないことは知ってる。でも、その子は言うの。世界がどんなに不公平だとしても、私は神様に感謝してるって。そして妹のほうも、そのことを知っている――」

　夕葵はスケッチブックに手をのばすと、受けとったそれを抱えこむようにして座りなおした。そうしてクレヨンをいくつか掴みとると、画面に向かいながら口を開いている。
「あんたに一つ、昔話をしてあげるわ」

「……？」

「たいした話じゃない。王子もお姫様も怪物も登場しない……もっとも、魔法使いは出てくるけどね。登場人物は、二人の女の子。一人は暗くて醜い、いじけた森のシダ植物のような妹。もう一人は明るく朗らかで、太陽と朝露が優しく世話した花のような姉――」

　夕葵はまるで独り言でもつぶやくような、淡々とした口調で続けた。

「――もうずっと昔のことです。王子は姫を訪れず、姫はまだ眠りにつかず、語り部がその言葉を失うほど昔のこと。あるところに一人の女の子がいました。泥水から生まれるのがふさわしかったような、そんな女の子です。彼女はいつも一人ぼっちで、温かい血をもった人間と交わるのは苦手でした。冷たい石や粘土を相手にしているときだけ、彼女の世界は平和だったのです。

　そんな彼女には、一人の姉がいました。世界で一番きれいな光の中で生まれたような女の子です。彼女は妹とは違って快活で社交的で、おまけに真心からの優しさというものを持っていました。彼女のまわりには、いつも人の姿がありました。冷たく口もきかない石材とは違った、温もりのある笑顔を浮かべる人間の姿が。応えもしない死んだ彫像とは違った、冗談を言いあう仲間が。彼女は妹の望むものをすべて持っていました。
　そうして醜い妹のほうは、ますます一人の世界に閉じこもるようになりました。まるで誰もいない、冷たく暗い海の底を目指すように。そして彼女は、それでいいのだと思っていました。私にはこの場所がふさわしいのだ、と。

　孤独の場所で息をひそめながらも、醜い妹にもそれなりの未来は訪れました。彼女は美術学校に進み、そこで本格的に彫刻を学ぶうち、何人かの教授が作品を誉めてくれるようになったのです。相変わらず一人ぼっちではあったけれど、彼女はそのことを喜びました。わずかに、救われる気がしたのです。例えそこが誰もいない海の底だとしても、私はそこにいることができる。
　ところが、物事というのはそう都合よくは運びませんでした。

　ある時、彼女は事故に遭ったのです。ちょっとした不注意で、建築資材の崩落に巻きこまれたのでした。彼女は頭を強く打って意識を失い、気づいたときには病院のベッドで横になっていました。最初、彼女は何が起きたのかわかりませんでした。母親が泣きながら何か叫んでいるのですが、さっぱり要領を得ません。それからふと、両手がひどく重いことに気づきました。何とか目だけを動かして見ると、そこには白いギプスをはめられて、巨人のようになった自分の手がありました。
　医者は彼女にもわかるように、親切に、丁寧に説明してくれました。彼女の両手は事故の際、ぼろぼろに破砕して、もう原形をとどめてはいないのだ、と。その機能が回復する見こみはない。その手には、どうにか日常生活を送れる程度の能力が残るだけだろう。その手では、鉛筆一本を握ることさえ難しい――
　彼女にはやはり、わかりませんでした。神様はどうして、わざわざそんなことをしたのだろう。たった一つ、彼女が唯一持っていたはずのささやかな喜びを、どうして奪ったりしたのだろう。どうして……どうして……どうして……？

　やがて彼女に理解できたのはただ、彼女がすべてを失ってしまったという事実だけでした。彼女は今こそ、本当に何も持ってはいません。美しい絵の前で死んだ、あの憐れな少年と犬ほどにも。

　そんな妹に向かって、姉は言いました。『――その両手を治してあげようか？』そう言われたとき、醜い妹には何を言われているのかがわかりませんでした。彼女は怒りさえしました。あんたに何がわかる。何もかも持っているくせに、たった一つのものを失った私の何が。
　けれど姉の話は本当でした。彼女には妹の両手を、その壊れた玩具のような両手を元に戻すことができたのです。そのための方法も、彼女は妹に説明してくれました。

　そして、妹はどうしたのでしょう――？

　もちろん、彼女はそれを受けたのです。それがどういう意味を持つのかを十分に理解しながら。醜い妹は自分だけが助かりたくて、清い姉の申し出に飛びついたのです。
　彼女の両手は、確かに元に戻りました。傷一つない、何の不自由もない手。以前のように、自在に動かすことのできる手。彼女はまだ、彫刻を続けることができる。自分をかろうじて許すことができる。何とか世界に存在することができる。
　――そのために、姉の両手を犠牲にして」
　話し終えると同時に、夕葵はクレヨンをテーブルの上に置いた。そして言葉の残りかすを吐きだすようにして、長いため息をついている。
「あたしの姉、志条EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ともか),朝香)は魔法使いだった。彼女の〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ウィッチ・ギミック),祝祭服従)〉は、〝相手と自分の傷を交換することができる〟魔法だった――相手の承諾さえあれば。彼女の手はあたしの代わりにぼろぼろになり、あたしはしばらくして逃げるように家を離れた。そしてこの魔法をきっかけに、結社と関わりを持つようになった」
「…………」

「朝香は結局、あたしに呪いをかけたのよ。あたしはこの手を見るたびに、鏡を見る必要もなく自分の醜さを思い出す。そしてそれにも関わらず、あたしがあたしであり続けていることも。今では自分が、深海よりもずっとひどい場所にいることも」

　夕葵はスケッチブックを投げ捨てるようにテーブルの上に置くと、立ちあがった。

「……昔話は、これでおしまい。その二人は、死んでなければ今も生きてるわ」

　そう言ってリビングをあとにすると、夕葵は二度と戻っては来なかった。そこにはただ、何かの反響のような沈黙と、放置されたスケッチブックしか残ってはいない。

　フユはそっと、そのスケッチブックをめくってみた。

　つさっきまで夕葵が描いていたサロメには、周囲に不吉な暗い影のようなものが加えられていた。望みのものを得て、けれど彼女自身もやがては処刑されることを暗示するかのように。
７
　電話で連絡されたとおり、フユは駅のモール街にある休憩スペースで奈義のことを待っていた。

　時刻は学校が終わって少しした頃で、駅にはこれから徐々に人が増えていく時間帯だった。広場というには手狭なそのスペースは、まばらな人影で埋まっている。そこには近くにある売店のコーヒーを飲んだり、携帯を熱心にいじったりする人の姿があった。
　フユの座るテーブルの前では、控えめな音量で洋楽を流すＣＤショップが営業していた。今週のヒットチャートを示す看板や、販売促進用のポップなどで店頭が飾られている。時間帯が悪いのか、それとももう誰もＣＤなんて買わないのか、店内に客の姿は見られなかった。

　そのＣＤショップではつい先日、魔法の騒ぎが起こっている。

　もちろん、それが魔法だと誰かが気づいたわけではない。騒ぎというのは、店に貼られているポスターの文字列がでたらめになっていたことだった。
　そのこと自体は、誰かのいたずらでポスターが差しかえられたのだろう、ということで収まっている。落書きではなく、印刷位置そのものがずらされていたのだから、そう考えるしかない。とはいえ、すぐそばにいたはずの店員に見とがめられもせずに、何のためにそんなことをしたのかは不明ではあったけれど。
　たまたまその場に居あわせた奈義が、そのことをこっそりと調べていた。〝感知魔法〟には、確かに反応があったそうである。「棒に当たったな」と、奈義は得意そうだった。
　これで、少なくともこの街に魔法使いの存在する確証は高まったが、かといって事態そのものは何も変わっていない。魔法の正体も、魔法使いの身元も、何一つ解明されていないままだった。魔法の痕跡から本人を探しだすことはできていない。
（本当にこんなことで、その相手を捕まえられるのかしら――）

　と、フユには疑問だったが、奈義のほうにはあまり問題視する気配は見られなかった。性格の相違というべきかもしれない。

　休憩所の中央にある時計の針が、何かの壊れるような音を立てて先に進んだ。約束の時間からはすでに五分ほど遅れていたが、フユは気にしない。その五分のあいだに世界のどこかで何人かの人間が死んだことについても。
　それからさらにもう三分ほどしたところで、ようやく奈義は姿を現していた。

「いや、悪いな。待たせちまって」

　言いながら、この男にはあまり悪びれた様子はない。

「ちょっと所用が長びいてな。できるだけ急いでは来たんだが……」

「別に気にしてないわよ」

「そうか？」

「面倒な病気の治療にでも忙しかったんでしょ」

「――違う。その話はもういいよ」
　さすがに少し反省したように、げんなりした声で言う。そうして同じテーブルに座りながら、
「しかし、こうしてみるとまるでデートの待ちあわせみたいだな」
　と、奈義は何気ない口調で言った。懲りないのか、ただ鈍いだけなのかは判断のつかないところである。

「誰が？」

　フユは短く問いかえした。

「俺とお前だよ。ほかに誰がいる？　……いや、わかったからまわりを見なくていいよ。何だか、俺が恐ろしく気の利かないことを言ったみたいじゃないか」

「みたいじゃなくて、実際にそうなのよ」

　フユは力なくため息をついた。この男といると、そのうちため息のストックが全部なくなってしまいそうである。

「……それで、今日は何の用なの？　またいつもと同じで、四葉のクローバーでも探すみたいにあてもなくさ迷い続けるわけ？」
　どうでもよさそうに、フユは言った。

「何だかその言いかただと、俺が無能な人間みたいに聞こえるな」

「耳のほうは正常そうね」

「まあ確かに、どこかの探偵ほど頭が良くないのは認めるがな」

　奈義は大げさに慨嘆してみせた。

「けど実際のところ、それ以外にまともな方法なんてないのも事実だ。こっちには相手が誰なのか、さっぱりわかってないんだからな。駅周辺に出没するらしい、というだけじゃ何のヒントにもならん」
「それを何とかするのが、あんたの役目じゃないの？」

「あいにく、神様からの啓示がなくてな。素行が悪いせいで愛想をつかされてるのかもしれん」

「雷にでも撃たれれば何か思いつくんじゃないの」

「同時に死んでるよ」

「なら、やってみる価値はあるかしら？」

「……まだ命は惜しいんで、遠慮しとくよ。たいして価値があるとは言わないが、何しろ一つしか持ってないんでな」奈義は言って、憎々しげな顔をした。「まったく、魔法使いの関係者にでも会えればいいんだが」
「――やっほう」

　不意に声をかけられて、二人は同時にそちらのほうを見た。

　そこには少女が一人、立っている。見覚えのない顔だった。マフラーをして、頭にニット帽をかぶり、犬のストラップがついたギターケースを担いでいる。すぐそばに、キャリーバッグに似た簡易式の台車を引っぱっていた。
「よっこらせ、っと」

　二人の返事も待たずに、少女は荷物を置いてテーブル席に座った。敵意がないことを示すみたいに、その顔はにこにこと笑っている。

　年齢は、中学生か高校生のどちらかというところ。毬みたいな、ころころとよく動く表情をしていた。どこかのモデルを真似したような髪型と服装をしていて、それがちゃんと似あっている。流行に敏感な、センスのある女の子、という感じだった。おまけに物怖じしない、果敢そうな目をしている。
「あなた、志条さんだよね？」

　座って、少女はフユのほうを向いて訊いている。

「……そうだけど、どうして私のことを知っているの？」

　フユは名前のことよりも、この少女の傍若無人さのほうにやや辟易しつつ言った。

「ん、聞いてないかな――？」

　少女は特に態度をあらためようとはしない。

「ほら、音楽部に先輩がいるって聞いてるでしょ。それが、あたし」

　そこまで言われて、フユはようやく相手の正体に気づいた。

「沢谷ゆずき――先輩」

「ぴんぽーん、大正解」

　彼女はいかにも嬉しそうに言った。

「お初にお目にかかります。以後、どうぞお見知りおきを――」
「でも、どうして私のことを？」

　フユにはまだよくわからなかった。この先輩とは初対面のはずだ。名前はともかく、互いの顔を知っているはずがない。

「いや、弓村のやつからいろいろ聞いててさ」とゆずきは少しも湿ったところのない笑顔で言う。「何か、ぴんと来たわけ。うちの制服着てるし、雰囲気も似てるし。もしかしたら、近頃新しく入ったっていう、志条芙夕じゃないかな。ちょっと確かめてみるか……まあ、ここを歩いてたのは偶然なんだけど」

　それだけのことで、わざわざ声をかけたのだろうか。

「間違ってれば、謝ればいいだけのことだしね」

　と、ゆずきはけたけたと笑った。これも性格の相違というべきかもしれない。

「――何だ、知りあいか？」
　話が一段楽したところで、それまでなりゆきを見守っていた奈義が声を挟んだ。
「そう、同じ音楽部なんだな、これが」

　いたってフレンドリーな口調で、ゆずきは言う。初対面とは思えない口ぶりだった。たぶん相手が火星人でも、彼女の態度は同じなのだろう。

「――そっちは、志条の親戚か何かみたいな人でしょ」

「奈義真太郎」いささか自尊心を傷つけられたように、奈義は言った。「これでも一応、名前があるんでね」

「へえ、奈義さんか。確か、学校の近くにある本屋で働いてなかったっけ？」

　ゆずきの記憶は、真花のそれよりいくらか正確なようだった。

「しばらくバイトをしてた」

「なるほど。で、二人はこんなとこで何してんの？　デートとか？」

　いささか返事が追いつかないほど、早いテンポでしゃべる少女だった。

「――まず、残念ながらデートではない」

　いくらか話のペースダウンを図りながら、奈義は答える。

「まだ雷に撃たれて死にたくないから、これは本当のことだ」
「ふうん、じゃあまた、何を？」

「……その前にこっちも訊くが、君は何をしにここに来たんだ？」

　質問攻めを避けるため、奈義はこちらから逆に訊いてみた。

「あたしはね、ライブ――」

　ごく当たり前のことのように言って、ゆずきは傍らのギターケースを叩く。

「こっちが相棒のギター。なかなかお高いやつだったけど、それだけの仕事はしてくれる。こつこつ貯めてたお年玉はきれいになくなったけど」

「ライブ？」

「路上の、ね。これでも、この辺じゃちょっとは有名なんだよ」

　そのセリフを聞いて、奈義は何かを思いついたようだった。

「じゃあ……ええと、沢谷さんは、この辺のことには詳しかったりするのか？」

「詳しいかどうかは、どうだろう。まあ最近、変な噂はよく耳にするけど」

　聞くと、奈義は一瞬フユのほうに目配せした。この男が何を考えているのかは大体わかったので、フユは黙っている。沢谷ゆずきから有力な情報を引きだそう、というのだろう。うまくやってくれれば、もちろんフユに文句はない。
「沢谷さん、実は俺たち……」と、奈義は話を切りだした。「ちょっとした仕事を頼まれててね。この辺の噂話を集めてるんだ」

　とりあえず、フユは口を挟まなかった。今のところ、問題はなさそうである。

「大学の民俗学的な調査でね、街の都市伝説について調べてるんだ。学部の教授から報酬も出てる。歩合制だから、その手の噂を多く集めるほどもらえる金額も増えていく。で、俺はこいつと協力して話の聞きとり調査にあたってるわけだ」
「ふうん」

　疑わしげではあるが、まんざら信じていないわけでもなさそうに、ゆずきはうなずく。

「そんなわけだから、沢谷さんも何かおかしな話とか知ってたら教えてくれないか？　特にお礼はできないんだが」

　言われて、ゆずきは少々考えこむようにしている。

「……そういえばさっき、おかしなことがあったかな」

「へえ、どんな？」

　ずいぶんタイムリーな話だった。

「自販機がさ」ゆずきは腹立たしげに眉をよせた。「お釣りを出しやがらなかった」

　それは、ただの故障ではないだろうか。

「二百円入れたのにさ、返ってこないんだよ。たださえ嫌なことがあってむかついてたから、思いきり蹴とばしてやったけどね」

「――ちなみに、その自販機はどこに？」

「あっちのほう」
　と、ゆずきは体の向きを変えて指さした。

「ちょっとへこんでるから、すぐわかると思うよ」

「……それはどうも」

　コメントに困ったように、奈義は言った。不運な自動販売機にこそ、いい迷惑だったろうけれど。

　時計はいつのまにか、フユがここに来てから一周の半分ほどを回ろうとしていた。ゆずきはそれに気づくと、立ちあがってギターケースを担ぎなおしている。

「じゃあ、あたしはこの辺でそろそろお暇するわ。場所とりとか、いろいろしなくちゃならないんで――ああ、そうだ。暇だったら歌、聞きに来てね。今日のお礼ってことで」

　一方的にそれだけのことをしゃべってしまうと、ゆずきは手を振って行ってしまった。漂着した無人島から一人、元気よく出発するみたいに。

「それで、どうするの？」

　しばらくして、フユは訊いた。今の、ゆずきの発言にあった自動販売機のことだ。
「……まあいいだろう、たぶん。犯人はわかってるわけだからな」
　奈義はわざと肩をすくめるように言った。物事はやはり、そう都合よくは運ばないらしい。

※
　――次の日、昼休みでのことだった。
　フユは一人で階段を昇っていた。あたりに人影はない。体育館のほうからは、雪崩のような足音や、ボールが床を打つ音が聞こえた。いつも通りの昼休みである。

　階段を昇っている途中、上からやって来た男子生徒とすれ違った。同学年だが、もちろん知らない生徒である。フユは手すりによって、その少年をやりすごした。
「――あんたが、志条芙夕か？」

　声をかけられたのは、その時だった。振りむくと、下の踊り場のところにその少年の姿がある。

　平均よりやや背の高い、すらりとした少年だった。大抵のことは器用にこなしてしまいそうな風貌をしている。そのくせ、カメラのピントをあわせ損ねたような、どこかとらえどころのない様子をしていた。

「そうだけど、あなたは？」

　見知らぬ人間がこんなふうに声をかけてくるのは昨日に続いて二度目だな、と思いながらフユは訊いた。

「俺のことはどうでもいい」

　と、少年は言う。どうやら、自分のほうでは名前を名のるつもりはないようだった。

「あんたに忠告しに来た」

「……忠告？」

　フユは無表情に少年のことを見つめる。けれどからかっているのか、脅しているのか、その様子からはうかがい知ることはできなかった。

「今回のことに深入りするようなことはするな」
「…………」
　どういう意味だろうか。

「あんたは下手に手を出して関わらないほうがいい。これはあんたの問題じゃない。あんたはただ見てればいいんだ。余計な真似はせずに」

「いったい何を言っているのかしら、あなたは？」

「そう聞かれて、教えるとは思わないよな？」

　少年はあくまで、とぼけた態度を崩さなかった。もちろん、フユに対して何も教える気がないのは確かである。けれどこの少年のほうでは、フユのことを知っている――

　これではまるで、いつか自分がある少年にしたのとそっくり同じ状況だった。
「忠告はした、この件には関わるな。これはあんたの出る幕じゃないんだ」
　言いたいことだけを言ってしまうと、少年はそのまま階段を降りていった。あとにはただ、海の真ん中にでも取り残された格好のフユだけが、階段の途中でたたずんでいる。
　もうすぐ昼休みが終わるらしく、体育館からの物音はいつのまにか消えてなくなっていた。
［三つめの関係］
１

　その日の放課後、フユは一人で市民病院へと向かった。

　もちろんその目的は、弓村桐絵に会いにいくことである。本来なら真花といっしょに来るべきだったのだが、彼女は風邪で休んでいた。学校でそのことを知ったとき、フユは予定を変えてもよかったのだが、結局は一人で病院を訪ねることにした。この前のことで、勝手はわかっている。

　バスに乗って、病院前で降り、自動ドアを抜けて、ロビーを歩いていく。いくつかの目印をたどって階段を昇った。三階に着くと、桐絵のいる病室を目指す。

　ドアをノックすると、桐絵の返事があった。「――入るわよ」と声をかけながら、フユはドアを開ける。

　病室には桐絵が一人きりでいるだけだった。具合が悪いのか、この前のように体を起こして本を読んではいない。大人しく横になって、ベッドの脇にはこの前はなかった点滴が置かれていた。鼻には高濃度の酸素を送るためのカニューラが装着されている。

　そうしてベッドに横たわる桐絵の姿は、どことなく死んで地面に落ちてしまった蝶でも思わせるようなところがあった。それは痛々しいというよりは、何か見てはいけないものを目にしてしまったような感じである。

「ああ、フユか……」

　桐絵は寝たままで、首だけを動かしてフユのほうを見た。ゼンマイの切れかかったような、いかにも力のない動作だった。

「こんにちは。急で迷惑だったかもしれないけど、お見舞いに来たわ」

　フユはその場に立ったまま、とりあえず様子をうかがうように言った。
「……それは嬉しいな。退屈してたところだからな。そろそろ体がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほど),解)けてくんじゃないかと思ってたところなんだ」

　フユは以前、真花がしたのと同じようにイスを取りだすと、桐絵のそばに座った。

　チアノーゼが出ているのか、血の気の引いた彼女の顔色は悪い。布団の下にあるせいでわからないが、指先や爪の色も変色していることだろう。この前調子がよいといったのは、本当のことのようだった。点滴と酸素吸入がなければ、こうして話すこともままならないのだろう。

「ちょっと前から症状が悪化してさ」

　と、桐絵は力なく笑った。

「これでもましになったほうなんだ。一時は意識不明の重態になってたから」

「そう――」

　フユは軽くうなずく。ほかにどうしていいのかはわからない。

「真花は風邪を引いてるって？」
　と桐絵は訊く。気を使ったのかもしれなかった。

「そう聞いてるわ――」

「二人して具合が悪くなるなんて、やっぱり姉妹なのかね」桐絵はおかしそうに言った。「昔から、真花が見舞いに来たあとは、症状は軽くなってたんだけどな。今回はそうもいかなかったみたいだ」
「……一人で来たりして、邪魔じゃなかったかしら」

　少しして、フユは訊いてみた。

「いいや、さっきも言ったけど、退屈してたところだから。話し相手がいるのはいいことだよ。それに――」

　と、桐絵はつけくわえた。

「別に真花がいなくても、私とフユは友達でしょ？　似たもの同士なんだから」

　フユはじっと、桐絵のことを見つめる。けれど、彼女と自分のどこが似ているのかは、やはりわからなかった。少なくともフユに、ベッドの上でこんなにも明るく笑うことはできそうにない。

「……邪魔じゃないなら、よかったわ」

　何かをごまかすように、フユは言った。桐絵は気にした様子もなく話を続ける。

「でも、今日はどうかしたの。何か用事でもあったのか？」

「――実は、あなたに渡すものがあって」

　そう言って、フユはカバンの中からある物を取りだした。手の平に乗るくらいのその小さな箱を、フユは桐絵のほうに差しだす。
「これって？」

　言いながら、桐絵は身を起こそうとした。けれど衰弱した体には、布団の重みでさえずいぶんな障害であるらしい。フユは手を貸して、彼女の背中を起こしてやった。ようやく姿勢を維持すると、桐絵はあらためてフユに訊いた。
「開けてもいいの？」

　フユは無言のまま、ただうなずく。

　包装もリボンもしていないその無機質な箱を、桐絵は開ける。指先に力を入れることさえ、今の彼女には難事業らしかった。その手はかすかに震えている。

　箱の中に入っていたのは、小さなガラスの塊だった。

　一見したところ、それは人の姿のようにも見える。ただその背中には、羽のようなものがつけられていた。どこか、エル・グレコの絵でも思わせるような体のねじれかたをしている。表面を酸で腐食させたらしく、白濁した光に似た、柔らかな質感をしていた。
「ああ――」

　桐絵は泣き顔によく似た、そんな微笑みを浮かべた。

「これ、天使だ」

　フユは夕葵からは、何も聞いていない。実のところ、現物を見るのも今がはじめてだった。けれど桐絵の言うとおり、それは小さな天使の姿にも見える。

「もしかして、夕葵さんがこれを？」

　桐絵はその像を見つめたままで訊く。まるで目を離した隙に、どこかへ消えてしまうみたいに。

「本人からは、そう聞いてるわ」

　簡潔に、フユは事実関係だけを口にした。

「私のために？」

「ええ」

「――――」

　桐絵はそっと、天から落ちてきた光でも受けとめるようにその天使像を両手の上に乗せた。そして静かに、はじめての挨拶でもするみたいにじっとそれを見つめる。

　しばらくして、桐絵はようやくフユのほうに顔を向けた。

「ありがとう。すごく、嬉しい。本当に……」

　そう言う桐絵の顔には、心なしか血の色が戻ってきているようでもある。

「別に私は何もしていないわ。お礼なら、志条夕葵のほうに言って」

「夕葵さんにも感謝はしてるけど、でもこれを持ってきてくれたのはフユだから」

　桐絵は何かを抱きしめるように、体を少し丸くした。

「――フユが、これを私にくれたんだ。空から星の一欠片を取ってくるみたいに」

　そんなたいしたことはしていない、とフユは言おうとした。が、結局はやめておいた。その代わりにというわけではないが、気づいたときにはフユはこんなことを訊いている。

「もしも、あなたの病気を治すことができるとしたら、どうする？　完全世界の名残りを、魔法を使ってそれができるとしたら」

「……？」

　桐絵は戸惑った顔で、フユのことを見つめる。それは、そうだろう。彼女は魔法のことなど知らない。けれどフユは続けた。

「でも魔法でさえ、この世界ではもう完全ではいられない。それは代償を必要とする。吝嗇な神様が、憐れな人間に供物を求めるみたいに」
「…………」
「それでも、あなたは天使に祈る？　誰かを犠牲にしてでも、自分の病気を治して欲しい、と」

　桐絵は黙って、何かを考えるようだった。もちろん彼女には、フユの言うことのすべてがわかったわけではないだろう。魔法と、この不完全な世界のことについて。けれどそれでも、彼女にはフユの言葉の意味はわかっていた。

　その言葉でも聞こうとするように手の中の天使像を眺めてから、桐絵はフユに向かって言った。

「わからない、私には――」

「…………」

「もしもこの病気が治るなら、もちろんそれは治して欲しい。自分の体にうんざりしたり、夜中に怖い気持ちで目を覚ましたりはしたくない――でもそのために、ほかの誰かを傷つけたり、犠牲にしたいとは思わない。だってそれじゃあ、同じことだから。それじゃあ私の病気が治ったとは言えない。もう一人の私が増えるだけだ。そんなことに、意味があるとは思えない」

　答えて、桐絵は自分が転がしたボールの行方でも確かめるようにフユのことを見た。

「何で、そんなことを？」

　フユは少しのあいだ黙ってから、
「昔、そういうことをした人がいた、というだけの話」

　と、ただそれだけを短く答えた。

２
　話しかけられたのは、検査室の並ぶ細い廊下を歩いているときのことだった。

「――君、真花ちゃんといっしょに見舞いに来てた娘だな？」

　フユが振りむくと、そこには医者が立っている。無精髭に大雑把そうな身ぶりだが、動作そのものには機械時計みたいな正確さがあった。弓村桐絵の主治医、宮良坂統である。

「そうですけど」フユはいつもの無表情さで言った。「何か？」

「ちょっと話がしたくてね、君と。構わんかな？」

　宮良坂はなめし革のような鈍い表情で言った。笑顔を浮かべているのかもしれないが、それは奥のほうに埋もれてわからなくなっている。

「構いませんけど……」

「なら、食堂のほうに行こう。今ならほとんど人もいないのでな」

　そう言うと、宮良坂は先に立ってさっさと歩きはじめた。歩幅が大きいのか、動作そのものはゆったりとしているのに、進むスピードは速い。常に時間を無駄にしないよう習慣づけられた人間の歩きかただった。

　ロビーまで戻ると、エントランスの横を通ってさらに奥へ向かう。オープンスペースに簡単な仕切りを施しただけの空間があって、そこが宮良坂の言う食堂のようだった。入口脇にあるガラスケースには、いくつかの食品サンプルが置かれている。場所柄のせいか、それは食品というよりは、診察での説明に使われる臓器標本に近いものに見えた。
　宮良坂の言ったとおり、食堂に人の姿はほとんどない。ゆるやかにカーブしたガラスの壁面からは明るい光が注ぎ、それにそってテーブルが並んでいた。時間帯のせいかもしれないが、普段からこんなものなのかもしれない。

「ちょっと失礼するよ」

　壁際に席を確保してから、宮良坂はフユに断わってカウンターのほうへ歩いていった。戻ってくると、トレイの上にサンドイッチとジュースが二つ乗せられていた。宮良坂はジュースの一つをフユの前に置くと、

「ここで唯一、まともな代物だ」

　と、にこりともせずに説明した。インフォームドコンセントの一種なのかもしれない。

「そのサンドイッチはまともじゃないんですか？」

　よくわからないまま、フユは訊いてみた。

「客観的に見て、まともとは評価しがたい」

　さっそく頬ばりながら、宮良坂は言った。

「だが食い物であることと、栄養素であることに間違いはない。すまんね、昼からまだ何も食ってないんで、こんなものでも腹に入れておかなきゃならんのだよ」

　言葉通り、宮良坂の様子に食事をとっているという雰囲気はない。ただガソリンスタンドで燃料の補給をしている、という感じだった。

「――それで、私に何の話があったんですか？」

　フユが訊くと、宮良坂はもぐもぐと口を動かしながら、「弓村桐絵のことだよ」と言った。食べながらでも言葉が明瞭なのは、特殊な口蓋をしているのか、そういう訓練を受けているからかもしれない。

「彼女のことで、何か？」

「君は弓村桐絵がどのくらい悪いか、知っているかね？」
　もちろん、フユに専門的なことなどわからない。心臓に穴が空いていることも、肺の血管が目詰まりを起こしていることも。けれど今日の様子を見たかぎりでは、かなりひどい状態であることだけは明確だった。

「相当、悪いみたいですが」

「あと一週間の命だよ」

　ロビーから、患者の呼びだしを告げる放送が聞こえた。雲で遮られたのか、陽射しが少し翳る。宮良坂は、口の中で相変わらず咀嚼を続けていた。

「……というのは、俺の勘も含まれるがな」

　トレイの上にあった、宮良坂の言うまともでないサンドイッチは、すでにそのほとんどが片づけられていた。ろくに噛んでいないせいだろう。

「それは、どの程度の勘なんですか？」

　フユは言いながら、口の中が変に乾いていることに気づいた。目の前の、宮良坂が置いたジュースを口にする。まともだというその味のほうについては、フユにはよくわからなかった。
「データ的に言えば、どの数値も最悪だ。心臓の負荷を見るＢＮＰ、酸素飽和度、尿酸、血中ヘモグロビン、どれも待ったなし。いつ、急性の心不全を起こしてもおかしくない。コールドゲームの決まった野球で、さらに大量の追加点を取られるようなもんだ。人倫とルールに反している。俺の経験的には、今生きていることのほうが奇跡に近いな。神様の気まぐれみたいなものかもしれん」
　宮良坂はしゃべりながら、サンドイッチの最後の一欠片を口に放りこんだ。そんな話をしながら、この医者の瞳にほとんど動揺らしいものは映らない。何度も塗り重ねた色が、最後にはすべての色を通さなくなってしまうみたいに。
「その話、真花にはしたんですか？」

「ああ、もちろん。君たち二人が見舞に来た日のことだよ。あの時に、彼女には話しておいた」

「弓村桐絵は助からない？」

　フユは無表情に訊いた。

「彼女自身には生きる意志も、ガッツもあるが、もう心臓のほうが持たん。エンジンが壊れてしまえば、いくらバッテリーやガソリンが十分でも、車は動かんからな」
　そう言って、宮良坂はジュースの入ったコップを手にとって、一息で半分ほど飲みほしてしまう。

「――何故、私にそんな話を？」

「友達だろう。それに君は……」
　と、何かを言おうとして、宮良坂は急に口を閉ざした。トカゲの尻尾だけがうねうねと動いているような、妙な間があく。

「何ですか？」

「いや――」と宮良坂は言葉をにごした。「何でもない、忘れてくれ。歳をとると、余計な世話を焼きたくなるようになってな」
　そう言って、初老の医師はネジをゆるめるようにして笑顔を作った。そういう表情もできるらしい。

「自分のことを振りかえると、ふと若者にはできるだけ後悔して欲しくないと思ってしまうのさ。痴愚というべきだな。まるで若者が何も知らないかのような態度をとってしまう」

「…………」

「人が死ぬというのは、あくまで孤独なことだ。それは我々がまったくの他人であるという事実を、あらためて突きつける。死を分かちあうことはできん」

「例え姉妹だったとしても？」

「原則的には、そういうことだな」

　何か、引っかかるもの言いだった。

「あなたは、例外があると？」

　フユが訊くと、宮良坂は少し間をとってから答えた。

「ああ、ある。俺はそれを知っているんだよ。目の前で見たんだ、それを」

　宮良坂はそう言うと、コップに残った半分の液体を飲みほした。

「五年ほど前のことだ。あるデパートで、爆発事故が起きた。改装中の店舗から可燃性のガスが何らかの原因で漏れだした、ということだった。かなりの犠牲者が出た。覚えているか？」
　フユはうなずいた。当時、まだこの町には来ていなかったが、事故のことはニュースで報道されていた。一時はテロ行為かと騒然とした状況だったのだ。

「ひどい事故だった。子供が大勢やられてな。玩具売り場が爆発の中心だった。現場にいたほとんどの人間は助からなかった。肺が焼かれて、半日ほど苦しみぬいたすえに亡くなった子供もいた。うちの病院でも何人かを担当した」

　宮良坂は手を組んでテーブルに肘を乗せると、独り言のように話を続ける。

「その中に、男が一人いた。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いざわまさし),伊沢政志)という名前でな。たまたま甥っ子のプレゼントを買いにきたそうだ。爆発に巻きこまれたとき、彼はとっさに近くにいた子供をかばった。見ず知らずの子供だ。最初の爆発の時に逃げていれば助かったかもしれん。しかし気がついたときには、彼はその子供を抱きかかえていた」
「…………」

「子供は助かったが、男は死んだ。男の治療にあたったのが、俺だった。手の施しようがなかった。比喩でなく、体の半分ほどが吹っ飛んでいてな。結局、俺にできたのはその男の話を最後まで聞いてやることくらいだった。男は死ぬ間際まで、子供が助かったかどうか気にしていた。立派な人だったよ。子供の無事がわかると、心から安心しきっていた――」
　宮良坂の話は、それでおしまいのようだった。
「……それが、孤独でない死だと？」

「誰かのために死ぬというのは、そういうことだ」

　宮良坂は姿勢を直すと、眠りから覚めたような声で言った。

「それだけがおそらく、死の孤独から逃れることができる。ただ死んでいくだけより、それは数倍まともなことなのかもしれん。少なくとも伊沢政志という男の死から、俺はそんなふうに思うことができるんだよ」
※

　志条芙夕が食堂から去っていくのを、宮良坂はその場に座ったまま眺めていた。

　妙な娘だ、と宮良坂は思う。どんな検査をしても、彼女の内面を審らかにすることはできないだろう。透明だが、その向こう側が見えることはない。まるで永久に融けることのない氷にでも触れているような感じだった。

　食堂からはいつのまにか誰もいなくなって、何か巨大な生き物の胃袋みたいにがらんとしていた。いびきのような、柔らかなエコーのかかった院内放送が聞こえる。宮良坂は肩をほぐすために首をまわした。

「宮良坂先生――」

　呼びかけられ、見るとそこには結城季早が立っていた。昔、弓村桐絵の担当をしていたこともある。だけでなく、宮良坂と季早には個人的な関わりもあった。

「さっき、志条芙夕と話をしていましたね」

　季早は宮良坂の隣に座ると、そう訊いた。

「何だ、見てたのか」

「いっしょに座っているところだけ。もう話は終わって、彼女は帰るところでした」

「ちょっとした老婆心、というやつだな。余計なお世話ともいうが」

　宮良坂は軽く苦笑するように言った。

「――彼女には、いくつかのことを知る権利があるかと思ってな」

「何を話したんですか？」

「たいしたことではない。弓村桐絵の病状、五年前の事故、そんなところだ」

「伊沢政志のこと、ですか……」

　季早自身はその男と直接は関わっていない。ただ、宮良坂から詳しい話は聞いていた。

「まったく、妙な因縁だと思わんか？」

　宮良坂は片肘をついて、まるで空中の見えないダイヤルでもいじるように指を動かしている。

「彼の担当だった俺が弓村桐絵の主治医になり、その弓村の妹が志条芙夕を連れてきた。そしてかつての主治医だった君と、彼女は直接の知りあいでもある」
「ええ――」

　確かにそれは、奇妙な関係性だった。そもそも何の関わりも持っていなかったはずの志条芙夕が、その中で複雑にからみあっている。

「彼女のこと、君はよく知っているのか？」

　と、宮良坂は訊いた。

「……一通りのことは。しかし彼女の胸の奥に何があるのかは、僕にもわかりません。その壁の向こう側に、どんなものを抱えているのかは」

「開胸するまでは、心臓の様子はわからんからな」

　つぶやくように言って、宮良坂は続けた。

「魔法だとか結社だとか、俺にはよくわからん。そいつが存在するのは認めるが、何を目的としているのかは理解のしようがない。完全世界なんてものの存在もな」

「…………」

「しかし、それを求める気持ちはわからんでもない。人にはそういうこともあるだろう。大切なものを失くしたり、壊されたりしてしまえばな」

「奈義真太郎のように、ですか――？」

　その言葉に、宮良坂は無言のままうなずいた。

「妙なものだ。奈義と、あの少女が知りあいだというのはな。不可思議な関係性というしかない。偶然のいたずらか、神様の気まぐれか、魔法使いでない俺にはどうにもわかりようのない話だ」
　嘆息するように言って、宮良坂は大きく首を曲げて天井を仰いだ。もちろんそれは、魔法使いである結城季早にとっても、わからないことではあったのだけれど。

３
　時刻はもうすぐ、六時をまわろうとしていた。
　あたりはすでに暗くなって、すべてのものが黒い布にでも包まれたようになっている。空には月もなく、星さえ出ていなかった。街灯の光さえ、どこか鈍い。二、三日中には雪が降るだろう、という話だった。

　駅前の、広場とも呼べないちょっとしたスペースに、フユはいた。通路の脇にある飾りのような空白地で、そこには人の流れがない。向こうにある街路樹は、これからのシーズンのために電飾で彩られていた。時々、立ちどまって光る樹木を珍しそうに眺める通行人の姿もある。
　太陽の短い出演時間は終わって、屋外は凍えるような寒さだった。ただ息を吐くだけでも、それが白く濁る。靴音や人々のざわめきも、寒気に耐えかねたように鋭く、硬質だった。
「…………」

　フユの前では、沢谷ゆずきが機材のセットを行っている。マイクスタンドを用意し、台車から降ろしたアンプに接続する。ギターを取りだすと、適当に何度か弦を鳴らしてマイクの調子を確かめた。

「――ライブをやるから聞きにきてよ」
　と言われたのは、昼休みのことだった。

　その時間、ゆずきは当たり前のように教室に入ってきて、フユの前に立った。そうして場所や時間を一方的に伝えると、さっさと出ていってしまっている。断わられるとは思っていないのか、断わられても構わないと思っているのか、その様子からはうかがい知ることはできなかった。あるいは、どちらでもよかったのかもしれない。

　真花はその日も休んでいたので、話しかけられたのはフユ一人だった。ほかの音楽部員である、渚と陽奈子に声をかけたのかどうかは知らない。少なくともこうして実際に足を運んだのは、自分一人のようだった。

　――ただし、そこには何故か奈義真太郎の姿もあった。

　帰宅後、ちょうど奈義からの連絡があって、フユはことのついでにそのことを話してみたのである。いつかのお礼ということもあったからだった。とはいえフユとしては、魔法使いの探索も、ゆずきのライブの見学も、どちらも同じ程度に興味はなかったが。
　けれどフユがそんなふうに思っていると、奈義のほうでは何故か、〝俺も行くぞ〟と言いだしている。

「あんたもライブを聞きにいくっていうこと？」

〝――ああ〟

　電話ごしのフユの感情を的確にくみとったのだろう。奈義はそれ以上、何も言わなかった。そうして現場で合流することだけを告げて、通話を切ってしまっている。

　その奈義は今、フユの隣に立ってゆずきの様子を眺めていた。露骨なほどに興味深げな顔で、どう見てもただの野次馬だった。
「――あんた、いったいどういうつりなの？」

　と、フユは奈義の顔を見ようともせずに訊いた。簡易ライブステージでは、ゆずきがギターの調弦を行っている。

「つもり、って何のことだ？」

　まるで緊張感のない声で、奈義は言う。もっとも、この男は普段からそんなものは持ちあわせてはいなかったが。

「どうして、わざわざこんなことに首を突っこむのかということ」

「面白そうだからな」

「ずいぶん気の利いた答えだけど、できれば私にもわかるように説明してくれないかしら？」

「非常に興味をそそられたんでな」

　もちろん、何も変わっていない。フユは小さくため息をついた。

「……これが魔法使いの調査と何か関係があるの？」

「ないよ。強いて言うなら、ついでだな。どうせ駅の周辺を見まわってるだけなんだ。こうやって路上ライブを聞くのも悪くないだろう」

　確かに、それは事実だった。二人はいまだに、魔法使いに関する有力な情報を何も得てはいない。

「人が集まれば、そこで何かが起こる可能性は高くなる。まあ気長にやろうや」

「――どうかしらね。その前に何もかもがだめになってしまわなければいいけど」

　フユは軽く、肩をすくめるようにして言った。

　やがてゆずきのほうで準備が終わったらしく、指ならしみたいに軽くギターを弾きはじめている。コード進行や運指はなめらかで、そこに小さく口ずさむような歌声が加わった。フユにはよくわからないが、かなりの腕前のようである。
　十分に指先も温まったらしく、ゆずきはペットボトルの水を口に含んでから、マイクスタンドの前に立った。肩紐を調節し、ギターに向かって軽く合図でもするみたいに弦を鳴らす。

　それからマイクの電源を入れると、スイッチを切りかえるように深呼吸を一つした。世界をほんの少しだけ組みかえる準備を――
　彼女はそっと、糸をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほど),解)くみたいにして歌いはじめた。

　通行中の何人かがそれに気づき、何人かが足をとめる。

　その声は、音質が高めで、ガラスのような硬いものを鋭くこすりあわせるような音を響かせた。何かを包みこむというよりは、激しく切り裂く種類の声である。氷のつぶてが地面を叩くのと同じ強さで、その歌は夜の闇の中に広がっていく。
　時間がたつにつれて、人だかりは少しだけ大きくなっていった。誰もが静かに、彼女の歌に耳を傾けていた。現実からどこか、切りはなされてしまったような感じで。

　昔流行ったスターチャイルドというアニメの主題歌や、いくつかのカバー曲、それからオリジナルらしい曲を演奏すると、ライブは終了した。最後にゆずきが頭を下げると、何人かが拍手して、何人かがギターケースに小銭を入れる。音楽が消えると、人ごみは磁力を失った砂鉄みたいにその場から離れていった。

　人だかりがなくなると、フユはゆずきのところへ歩いていった。ペットボトルを大きく傾けて水を飲む彼女の顔は、さすがに軽く上気していた。興奮とほっとした気持ちのないまぜになった表情である。
「お疲れさまでした――」

　どう声をかけていいのかわからなかったので、フユはとりあえずそう言ってみた。

「うん、お疲れだった」

　アドレナリンとかドーパミンとかの作用だろう、ゆずきはテンションの高めな様子で笑顔を浮かべた。
「ずいぶん、うまいんですね。歌もギターも」
　自分でもあまり気が利いているとは思わなかったが、フユはそう言って誉めた。

「これでも長いことやってるからね。路上だってずいぶん経験してるし。まあ、どんなもんだってところよ」

　ペットボトルの水を、ゆずきはぐびりと飲んでいる。

「いつもこんな感じなんですか？」

　あたりはすでに、以前と同じく何事もなかったように人が流れていた。すばやく掃除されてしまったみたいに、音の欠片さえもうどこにも残っていない。

「まあ、そうかな」ペットボトルの蓋を閉めながら、ゆずきは言う。「近頃は寒いし、よく集まったほうだと思う。上出来のほうじゃないかな？　お金を入れてくれる人もいたし、面倒も起きなかったし」

「――で、俺たちは役に立ったのかな、さくらとして」
　フユの横から、不意に奈義が顔をのぞかせた。
「ああ、やっぱりわかってた？」

　ゆずきは無邪気そうにいたずらっぽく笑う。

「そういうつもりなんだろうとは思ってたよ。誰もいないと、なかなか人は集まりにくいからな」

「なはは、二人のおかげで助かったよ。小嶋も芦川も、用事があるとか言うしさ。弓村のやつはまた風邪だとかいうし」

「役立ったついでに、こっちからも聞きたいことがあるんだけどな」

「例の〝民俗学的調査〟ってやつ？」

　ゆずきはギターを片づけながら言った。

「ああ、何か新しい噂話でも聞かないか？」

「さあねえ」

　と、ゆずきは曖昧な顔をした。質問自体が漠然としすぎているのだろう。
「一連の怪奇現象で、何か思うことはないか？」

「妙なことだとは思うけど」

「どんなやつが関わってるんだと思う？」

「見当もつかないな、そんなの」
　軽くお手上げのポーズをする。
「――そうか、何かわかったら」

「わかってる。志条にでも伝えておくよ。でもこう見えて、あたしも忙しいからね」

「手数をかけてすまない」

「いやいや」

　そうして片づけをすませてしまうと、「ともかく、今日は二人ともありがとう」と言って、ゆずきは帰っていった。台車を引っぱっていく彼女の姿は、あっというまに人ごみにまぎれて消えてしまう。

　あとには、どこを探しても路上ライブの痕跡のようなものはない。それは記憶の中の曖昧な反響として残るばかりで、まるで夢でも見ていたかのようだった。

「さて、どうするかな」

　と奈義は言った。質問というよりは、現実にスイッチを切りかえるみたいに。
　フユはまだぼんやりとあたりを見渡していたが、一瞬見覚えのある誰かがそこにいたような気がして、視線をとめた。ばらばらになった単語を組みかえ、文章にするように意識を集中して、それが誰なのかを思い出そうとする。

（あれは――）

　確かに、フユにはその人物に見覚えがあった。いつかの昼休み、学校の階段でフユとすれ違った少年である。フードつきのパーカーを着てわかりにくいが、間違いない。

　と思うまもなく、少年の姿は人ごみに消えていた。それはちょうど、沢谷ゆずきが去っていったのと同じ場所である。

（誰かを監視していた……？）

　何となく、そんな気がした。けれど誰を、何の目的でなのか、ということはわからない。

「どうかしたのか？」

　少年のことなど知るはずもない奈義が、フユの様子に気づいて声をかけた。

「――いいえ」

　フユは消えていった少年のほうをうかがいながら、首を振った。今となってはそれはすでに夢の中の出来事に似て、少年が本当にいたのかどうかさえ判然としない。

「とりあえず、あっちのほうに行ってみましょう」
　それでもフユは、少年のいなくなったほうを指さした。妙な引っかかりのようなものを感じながら。

「……じゃあ、そうしてみるか」

　奈義のほうに異論はない。二人はいつものように、あてもなく歩きはじめた。
　夜が深くなるにつれ、街の明かりはちょうど溶液中の結晶が成長するみたいにその輝きを増しつつあった。地上にとどめられた星に似た光の中を、様々な関係性を抱えた人々が行き来している。星座ほど確かではないにせよ、どこか定められた場所に向かって。
　駅前を離れると、海の深い場所にでも入ったみたいに光と人影がなくなる。すでにシャッターを下ろした店や、夜の中に置き去りにされたような自転車が放置されていた。

　当たり前のこととはいえ、そこにさきほどの少年の姿は見つけられない。

「街の裏側にでも入りこんだみたいだな」

　歩きながら、奈義がぽつりと言う。そのつぶやきさえ、どこかうら寂しく響いた。特に繁華街が賑やかな時期だけに、その落差は歴然としている。
「――こっちが表だって言う人もいるでしょうね」フユはそっけなく言った。「裏表なんて、相対的なものでしかないんだから」

　まあな、と答えようとして、奈義は不意に動きをとめる。

　フユも同時に、そのことに気づいた。

　世界の裏側で鐘を鳴らすような揺らぎが、どこからか伝わっていた。見えない場所で、世界を組み変えてしまう揺らぎが――

「近いな……」

　と、奈義はつぶやく。

　フユは〝感知魔法〟のペンダントを取りだすと、意識を集中した。マイクで音が拡大されるように、揺らぎの形が明瞭化する。大体の方向をつかむと、フユは顔をあげて言った。

「こっちよ」

　夜の時間が何もかもすっかり片づけてしまった道を、二人は走っていく。

　路地をいくつか曲がったところで、フユは足をとめた。飲食店の裏口らしい細い通りの真ん中に、若い男が数人でたむろしていた。ただの酔っ払いや学生の集団というには、どうも様子がおかしい。

　中の一人が呆然としたように座りこんでいて、そのまわりを当惑した顔の仲間たちが取り囲んでいた。

「おい、しっかりしろ」「どうしたんだよ、いったい？」と、口々に声をかけるが、まともな反応は返ってこないらしい。

　さすがにフユが躊躇して立ちどまっていると、横から奈義がぽんと肩を叩いた。その手には、魔法用のペンダントが握られている。「――魔法だ」
　それから奈義は、まるで当然のことみたいに若者たちのあいだに混ざると、座りこんだままの男をのぞきこみながら訊ねた。

「いったいどうしたんだ、彼は？」

　状況に混乱しているのと、奈義の態度があまりに自然すぎたせいで、若者たちは不審を抱く余裕もなかったらしい。男の一人がわめきちらすようにして答える。

「わからねえよ、ついさっき急にこんなふうになっちまったんだ」

「病気か、何か事故でもあったのか？」

　一見して、男に外傷や不審な点はうかがえない。たださっきから、小声で何かぶつぶつとつぶやいているようだった。

「俺、俺って……？　何で、こんなところに……？」

　虚ろな目で、放心したようにへたりこんでいる。
「自分のことが誰だかわからないとかって言うんだ、そいつ。俺たちのことも覚えがないって」

「……記憶喪失か？」

「バカな。だって俺たち、ただ歩いてただけなんだぜ」
　若者たちは誰もが困惑したような顔をしている。

「何かあったんじゃないのか、その時？　例えば、誰かとすれ違ったとか――」

　奈義が訊くと、若者たちは急に黙りこんで互いに目配せした。どうやら、何かやましいことがあったらしい。

「あったんだな、何か」

「……俺たちは別に何もしてねえよ。ただちょっと、近くを歩いてたやつをからかっただけで」

「喧嘩でも吹っかけたのか？」

「そんなんじゃねえよ。ただ話しかけただけで、それなのに、気づいたらそいつがいきなり座りこんじまったんだ」

　奈義はもう一度、放心状態の男の顔をうかがう。まるでコードを引っこ抜かれたテレビ画面みたいに、その顔には何の反応も示されていない。「俺……何で……」と、ただ同じことをつぶやき続けている。
「――お前らが話しかけたっていうその誰かは、どこに行ったんだ？」

「あっちのほうだよ」と、一人が答える。「逃げるみたいに、慌てて行っちまった」

　奈義はフユのほうに目を向けた。フユがうなずくと、二人は若者たちをその場に残して走りだす。魔法使いが消えたという、その方向に向かって。

「手わけして探そう」

　と、奈義は言った。

「俺はこっち、お前はあっち。何か見つけたら携帯で連絡だ」

　フユはうなずいて、二人は別々に分かれて街路を進んだ。

　狭い路地を、フユは勘を頼りにして走りまわる。あの若者たちから逃げようとしたなら、問題の魔法使いも闇雲に道を選んでいるかもしれない。運がよければ、それらしい人物を発見できる可能性はあった。

「…………」

　夜目にもわかる白い息を吐きながら、フユはふと例の少年のことを思いうかべる。もしかしたらあの少年が、問題の魔法使いなのだろうか。だとしたら、何故自分に対してあんな警告まがいの脅迫をしてきたのだろう。
　少し大きな通りに出たところで、フユは足をとめた。左右を見渡してみるが、それらしい人影は見つけられない。すでに、この近辺からは離れてしまっているのだろうか。遠くのほうにはマンションの明かりが見える。
　その時、ポケットの中で携帯が鳴った。

「――もしもし？」

　相手も確認せずに、フユは通話ボタンを押す。

〝見つけたぞ〟

　奈義は短く報告してきた。
「魔法使い？」

〝いや、ストラップだ。やつが落としたんだろう。俺の〈境界連鎖〉を使って位置を特定する。通話はそのままにしておけ〟

　奈義の魔法は物や痕跡からその持ち主を探ることができる。フユは携帯に耳を当てたまま、結果が出るのを待った。

〝……よし、わかった。まだ近くにいるみたいだ〟

「どこにいるの？」

　フユは念のために、もう一度あたりを見まわしてみた。が、もちろん魔法使いどころか、周辺には人影そのものがない。

〝ちょっと待て……そうか、これなら〟

　何か思いついたらしく、電話の向こうで奈義の考えこむ気配があった。

〝……相手の魔法が不明だから、できればあまり近づきたくはない。記憶だか人格だかを消されるようなまねはごめんだ。何とかしてやつを遠くから捕らえる〟
「どうやって？」

〝俺の指示する場所に待機しててくれ。そこに俺がやつを追いこむ。お前は離れたところから〈断絶領域〉でやつを捕獲しろ〟

　作戦としては、問題なさそうだった。相手の居場所を特定できる奈義が追跡し、それをフユが待ち伏せする。相手に対して不用意に接近する必要はない。

「わかったわ」

　待機場所を確認して、フユはそこへ向かった。駅周辺はさんざん歩きまわっていたので、それなりの土地鑑がある。やはり人生というのは、意外なことが役に立つもののようだった。

　郵便局と貸しビルの裏側という所定の位置について、フユは人影が現れるのを待った。周辺に街灯はなく、かろうじて建物や障害物の輪郭がわかる程度の暗い場所である。相手も見えにくいが、相手からも見えにくい。
　フユは建物のあいだにある路地から少し離れ、意識を集中して時が来るのを待った。

　どれくらいたっただろう――

　不意に、激しい足音が聞こえた。同時に、携帯が音を立てる。合図だった。
　人影が姿を見せる。

　瞬間、フユは〈断絶領域〉を発動させた。人影の四方を取り囲むように、不可視の壁を巡らす。

　魔法の揺らぎを感じて危機を察知したのだろう、人影は壁に衝突することなく足をとめた。
　が、すでに時は遅い。フユの魔法によって作られた壁は、人影を完全に捕らえていた。もはやそこから逃れることはできない。例え自動車が正面からぶつかったところで、魔法の壁には傷一つつくことはない。
（うまくいった――）

　そう思って、フユが人影のそばに近づこうとしたときのことだった。

　魔法の揺らぎが、伝わっている。人影が魔法を使っているのだ。

　そして次の瞬間、〈断絶領域〉によって作られた壁は、薄い氷を砕くみたいに霧散していた。

「――！」

　意外な出来事に、もう一度魔法を使おうとしても間にあわない。人影はあっというまに夜の闇へと走りさっていた。

　慌ててあとを追ったフユに見えたのは、フードをかぶった相手の後ろ姿だけだった。その姿には見覚えがあるような気がしたが、もちろん確かなことはわからない。あたりにはただ、水槽の水でも掻きまわしたような暗闇の乱れと、フユの混乱が残るだけだった。

「どうしたんだ？」

　少しして、魔法使いが出てきたのと同じ路地から、奈義が姿を現す。

「逃がしたのか、やつを――？」

　その問いに、フユは答えなかった。フユはただ、呆然としたように自分の手を見つめている。

「……魔法が」

　と、フユは信じられないようにつぶやいていた。

「魔法？」

　しかしその続きを、フユはなかなか口にすることができなかった。

　あれは魔法を消す魔法なのだ、とは――

※
　その魔法使いは、暗がりの路地で激しく息をついた。もう追手が迫ってくる気配はない。ひとまずは逃げきったと思って安心していいだろう。
　さっきは危なかった、とその魔法使いは思った。何か違和感のようなものを感じたら、すでにまわりを見えない壁で囲まれていたのだ。けれどすぐに、何とかなるだろうと思った。そう、この〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ネガティブ・コネクション),孤独証明)〉を使いさえすれば――
　実際に、その予感は正しかった。見えない壁を消すことができたのだ。正確には壁そのものを消したわけではないのだが。しかしそのことは、あの二人にわかることではないだろう。

　この力は、必要だった。決して手放したり、他人に自由にされるわけにはいかない。この力があるかぎり、特別でいられる。魔法使いは呼吸を整えながら、そう思った。
　おそらく、あの二人にはまだ顔を見られてはいないだろう。一人が追跡のために利用していたらしいつながりの糸のようなものも、すでに断ち切っている。同じ方法で居場所を知られるようなことはない。

　魔法使いは何食わぬ足どりで、路地をあとにした。大きな通りへ出ると、街はいつもと変わらない様子で賑やかな音を振りまいている。

（――絶対に捕まったりはしない。どんな方法を使っても、逃げきってみせる）

　心の中で密かに、魔法使いはそう決意していた。

４

　音楽室には誰の気配もなかった。

　そこにあるのはただ、プレゼントの空き箱を思わせるような雰囲気だけである。大切なものはもう取り去られ、必要もなくなった抜け殻だけが用もなく横たわっている。

　教室には暖房が入れられていたが、電気はつけられていなかった。明かりがいるほどの暗がりでもない。来るべき凋落も知らぬげに、まだ明るい太陽が窓の外で輝いていた。

　机だけが並んだ教室を見ながら、フユはふとベランダのほうへと向かってみた。例の、プドレンカという猫がいるかと思ったのだ。時間的には、ちょうど散歩の途中にあたっている。
　ベランダに通じるガラス戸を開けると、冷たい風がひゅっと吹きこんできた。けれどフユはそれを意に介するふうもなく、外のベランダに足を踏みだす。
　――猫はいなかった。

　狭いベランダの先まで見渡しても、猫が姿を現すことはない。空白だけがどこまでも続いて、先のほうではそれさえ途切れていた。散歩の時間がずれたのか、たまたまコースが違っていたのか、何か事故のようなものにでも遭ったのか。

　それとも――

　フユは色さえ薄くなったような青空を見つめる。冬のこの時期には珍しいほどの快晴だが、どこかすっきりとしないものがあった。明日には天候が崩れて、大雪になるという話である。束の間の晴天では、空も調子が出ないのかもしれない。
　息が白く濁って、行き先も告げずに消えていく。

　弓村真花が風邪で休んで、今日で三日目だった。担任の説明はそっけなく、それがどの程度の風邪なのかもわかっていない。心配はいらないという話だったが、ただの風邪だけで三日も学校を休むものだろうか。

　彼女がいないから特にどうだというわけではないのだが、フユは何故だか気になっている。当然あるべきものがそこにないような、ささやかな違和感だった。あるいはあの猫は、彼女がここにいないことを知っていて、散歩の道順を変えたのかもしれない。
　フユがそんなことをとりとめなく考えていると、背後で扉の開く音がした。

　振りかえると、そこには芦川陽奈子が立っている。本来は英語部に所属する、秀でた額をした才媛ふうの彼女は、忘れ物でも取りにきた様子できょろきょろとあたりを見渡していた。

「――真花は？」

　陽奈子は、短く訊いた。

「今日も休みだそうよ」

　ベランダの戸を閉めながら、フユは言った。

「まだ風邪を引いてるの？」

「担任の話では、そういうことみたいね」

　陽奈子はしばらく入口のところに立っていたが、教室の中に入って扉を閉めた。フユのすぐ隣に行ってスチームに手をあてながら、

「何で電気をつけてないの？」

　とりあえずといった感じで、彼女は訊いた。

「それほどの暗さでもないから」

「ふうん」

　言って、たいしたことでもなさそうに窓の外を見る。無理に明かりをつける必要もない、と彼女も判断したようだった。

「真花のこと、志条さんは何か聞いてる？」
　ごく普通に友達と話すようにして、陽奈子は訊いた。

「いいえ、何も……」

「お見舞いとか行ったほうがいいかな？」

「大げさじゃないかしら、それは」

　と、二人が話していると、再び音楽室のドアが開いた。

「――あれ？」

　と言って中をのぞいたのは、小嶋渚である。バスケ部の練習で怪我でもしたのか、膝のところに絆創膏を貼っていた。

「二人だけ？　真花はいないの？」

「まだ休みだそうよ」

　陽奈子がそっけなく言う。

「何だ、じゃあわざわざ来ることもなかったかな。今日あたり治って、顔を見せるかと思ったんだけど」

　言いながら、渚は二人のそばまで行って無造作にイスを引いて座った。

「そういえば、うちの部活でも何人か休んでるよ」

　渚はふと思い出したみたいにして言う。それを聞いて、陽奈子は澄ました顔で告げる。
「これからますます寒くなっていくしね。気をつけないと風邪くらい引くわよ。もっとも、誰かさんは心配しなくてもいいけど」
「……私がバカだと？」

「自覚があるならまだよいけど」

「そう言う陽奈子だって、風邪なんて引いてないじゃん」

「私は去年もう引いたから」

「そりゃもう時効だね。そんなので、バカは風邪を引かない呪いから逃れられると思うなよ」
　二人はそんなやりとりを、ひとしきり続けた。やはり仲がよいらしい。それから陽奈子はふと、フユに向かって訊いた。
「――そういえば、志条さんはさっき何してたの？」

　ラジオの番組でも聞くみたいに耳を傾けていたフユは、とっさに何のことかわからなかった。「……さっき？」
「私が入ってきたとき、ベランダにいたでしょ？　あれ、何してたのかと思って」
　別に何も、と答えようとして、けれど気づいたときにはフユはしゃべっていた。

「猫を、探してたの」

「――猫？」

　横から、渚が怪訝な顔をする。

「そう……」とフユはうなずいた。「ここを散歩の通り道にしている猫がいて、真花に一度見せてもらったことがあるの。プドレンカとかいう猫。彼女によくなついていたようだったけど」
「へえ、学校のベランダにね」

　その様子からして、二人は猫のことについては知らないようだった。

「……猫といえば、あの時のことを思い出すわね」

　口元に指を当てながら、陽奈子はふとつぶやくように言った。手の中に転がりこんできたものの正体を、慎重に確かめるみたいに。

「もしかしてそれ、あの遠足の時か？」

　すぐに気づいたらしく、渚が言う。

「――そう、あの時、私たちは猫に助けられて、それで友達になった。今思い出しても、不思議な感じね。真花だけが、最初からあの猫のことを信じてた」
「何の話なの、それ？」

　フユは何だかよくわからないまま訊く。確か、真花も前にそんなことを言っていたはずだ。道に迷ったときに、猫に助けてもらったことがあると。

「私たちが小学校にいた頃の話なんだけどね」

　と、渚が古い記憶の底でも探るように言った。
「林間学校みたいのがあって、キャンプとかしたわけ。その二日目にクロスカントリーなんかがあって、私たち三人は偶然に同じ班を組まされた。で、三人して山の中をえっちらおっちら走ったり歩いたりしてさ」
「走る必要はなかったのよ、あれは。森を散策するのが主旨だったんだから」

「でも一応、順位数えてたじゃん？」
「大人の都合にいいように従ってるようじゃ、まだまだ子供ね」

「いや、子供だし」

「……それで、どうなったの？」

　フユは横から言って、話を無理に進めることにした。あまり漫才を続けられても、仕様がない。

「ああ、でまあ、とにかく三人で歩いてたんだ。そしたらいつのまにか道に迷ってたんだな」

「確かあんたがこう言ったんじゃなかったっけ。〝こっちに近道がある〟とか」

「……否定できる記憶はない」

　渚がまわりくどい言いかたで肯定すると、陽奈子はやれやれと肩をすくめた。

「しばらくして、本格的に迷ってることに気づいてさ」と渚は続けた。「大声を出しても返事はないし、あたりはやたらに静かで不気味だし。そこは子供だから、もう帰れないんだって簡単に絶望しちゃったんだな。すごく心細くなってきて、もうえんえん泣きだしてたわけ」

「あんたと私が、ね。真花だけは、最後まで絶対に泣こうとしたりしなかった」

「そうなんだよね。真花はずっと、自分たちは助かるって信じてたみたい。そのことを疑おうとしなかった。まるで、天使のお告げでも聞こえてたみたいに」

「あの時、そういえばこんなこと言ってたっけ」

　陽奈子は薄れかかった壁の模様でも確かめるようにしながら言った。

「みんなで歌をうたおう、って。そうすれば、幸せの欠片が手に入るから。その欠片をたくさん集めたら、願いを一つ叶えられる――そう言われて、私も渚も知ってる歌を残らず歌いはじめた。そしたら何だか気持ちが軽くなって、すごく楽しいことをしてるみたいな気になった。たぶん真花は、私たちを元気づけようとしたんでしょうね」

「…………」

「それでしばらくしたら、猫が現れたんだっけ」渚が少しだけ懐かしそうに言った。「真っ白な猫で、何でこんなところにいるんだろうって感じだった。でもその猫を見て、真花が追いかけはじめたんだよな。〝あの猫についていけば大丈夫〟って。私と陽奈子は訳もわかんないままそのあとを追っかけていった」

「でもそれで、私たちは本当にみんなのところに戻れたのよね。何だか不思議だけれど、でもそれで私たち三人は仲よくなった」陽奈子は少し真剣な目でフユのことを見た。「――この話、あんまりほかの人にしたことはないの。信じるとは思えないから。現に私たちだって、いまだに半信半疑なんだから」

　真花と渚と陽奈子、そして猫を巡る話は、それでおしまいのようだった。フユはその話を信じるとも、信じないとも言わなかった。

　最後に、渚がこうつけ加えている。

「――実は、私はあれを真花の魔法みたいなものなんじゃないかと思ってるんだ。だって、どう考えても変でしょ？　でも、そういう不思議なところがあるんだよね、あの子には」
５
　講義が終わると、学生たちは三々五々部屋をあとにしていった。合同講義室に残ったのは、友達と昼の相談をする学生や、一人でノートの整理をする学生などである。すり鉢状になった講義室は、無用の長物めいた空虚さで建物の一角を占拠していた。昼休憩のため、次回の講義まではかなりの時間がある。
「…………」

　窓際の席、長机の端っこに座って、奈義はぼんやりと窓の外を眺めていた。周囲には誰もいない。人を待っていた。

　眼下に見える並木道を、大学の学生たちが行き来していた。寒さに身を震わせながら、急ぎ足に歩いている。冬に押さえつけられたような窮屈な格好だったが、どの人間も表情は明るい。平和そのもの、といった光景だった。
　奈義が飲み物でも買ってこようかと思ったその時、男は現れた。待ちあわせの相手である。

　東の空にかかる月を思わせるような、静謐で澄明そうな雰囲気をした男だった。多少華奢ではあったが、どこといって変わったところのないごく普通の容姿や格好をしている。けれどそこには、鏡の向こう側にでも存在しているような、変に世界から隔絶したところがあった。そのくせその瞳の奥には、厳重な金庫にでもしまってあるような強い光の気配がうかがわれる。
「ちょっと待たせたかな？」

　如才のなさそうな笑顔を浮かべて、男は言った。相手がどれだけ怒っていたとしてもそれを忘れてしまいそうな、ひどく柔らかな物腰である。
「いや、どうせ暇だったんでな」

　奈義が答えると、男は隣の席に着座した。そんな動作の一つ一つにも、どこか優雅で洗練されたところがある。

　男の名前は、牧葉清織といった。奈義と同じ年齢だが、結社の中では上部のほうに位置している。

「――講義のほうは順調かい？」

　場を和ませようとしてか、清織は話を急ごうとせずに訊いた。
「そういうあんたはどうなんだ？」

　対して奈義は、どちらかというとぶっきらぼうに訊きかえしている。いつものような、おどけたところはない。

「確か、さっきの一般教養は必須科目だったはずだが」

　二人は同じ大学に通う学生でもあった。専攻は違うが、学部は一致している。講義のうちのいくつかは重複していた。

「一般教養ならもう備わっているから、単位だけで十分だよ」

「……なるほどな」

　にこりとする清織に対して、奈義は軽く苦笑している。いつだったか、自分もフユに同じようなことを口にしたのを思い出しながら。
「お互いの学生生活に問題がないことを確認したところで、本題に入りたい。昨日、例の魔法使いと接触した」

「へえ――」

　と、清織は感心した。茶席の作法にでも倣ったような、ずいぶんと抑制されたものだったが。

「直接会って話がしたいというのは、そのことだったんだね。ずいぶんな成果だ」

「どういたしまして」

　奈義は答えながら、清織の表情をうかがう。けれどその言葉が本心からなのか、それともある種の偽装にすぎないのかはわからなかった。
「それで、魔法使いを確保することはできたのかな？」

「いや」一瞬、言葉に迷ってから、「……逃がした」

「どうして？　何か事故が起きたか、邪魔でも入ったとか」

　訊かれて、奈義は首を振って答える。

「追いつめそこねただけだ。作戦が甘かったらしくてな」

　嘘はついていない。あくまで、それは事実だった。

　清織は柔らかな仮面でもかぶったような顔で、奈義のことをうかがっている。風のない、鏡のように凪いだ水面を思わせるような態度で、その下で何を考えているのかはまったくわからなかった。
「仕方ないね。何しろ相手は正体不明の魔法使いなんだから」

　やがて、清織は言った。言葉だけなら、叱責を免除してやったととれなくもない。
「君たちのほうで何か被害を受けたりしたことはないのかい？」
「いや、特に問題はない」

「そう――」

　二人のあいだに、短い沈黙が流れた。遠くのテーブルでまだ残っていた女子学生たちが笑い声をあげる。ノートの整理が終わったらしい学生は、一人で静かに講義室を出ていった。

「一つ、頼みがある」

　と、奈義は言った。

「何だい？」
「例の、〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(レゾネーター),共鳴魔法)〟――〝ヘイムダルの角笛〟を使いたい」

「…………」

　清織はちょっと黙ってから、言った。

「それで問題の魔法使いを捕まえられる、ということだね？」

「勝算はある。今度はうまくやるつもりだ」

「大がかりな魔法を使えば、魔法委員会に目をつけられる可能性が高い。特に君のやろうとしていることでは、その公算が大きくなる」

「それは十分、理解している」

「危険を冒してでも魔法使いの捕獲を優先すべき、というんだね？」

　奈義は黙ったままうなずいた。少し考えてから、清織は顔をあげる。

「――いいだろう。魔術具の使用を許可する」

「それはあんたの一存で、ということか……？」

「僕にはそれだけの権限が与えられてるんだよ」

　笑顔を浮かべる清織に対して、まあいいけどな、という感じで奈義は肩をすくめた。牧葉清織というこの男には、確かにそれくらいのことは許されているのだろう。子供の頃から結社で働いてきたぶん、それだけの信頼が置かれている。
「話はこれでおしまいかな？　なら、僕はそろそろ行かせてもらうよ。今度は吉報を待ってる」

「――もう一つ、聞きたい」

　立ちあがりかけた清織を、奈義はそう言って制した。半分ほど浮かせた腰を戻して、清織はもう一度イスに座る。
「……何故、あんたは俺に協力する？」

　奈義は鏡の向こう側まで突きぬけてしまいそうな視線で、清織のことを見た。

「協力？」

「とぼけるのはよせ。今回のことを、あの男は知らないんだろう？　知っていたとしても、それはあんたが都合よく取りつくろった事実でしかないはずだ」

「何のことだかわからないな」

　あくまで穏やかな態度を崩そうとしない清織に向かって、奈義は鋭い語調で言った。

「俺が気づかないとでも思ったのか？　あんたが何かたくらんでいることはわかってるんだ」
「…………」

「どうして、志条芙夕を俺にあてがった？」

「――彼女は優秀な魔法使いだ。それに今回の件には適任だよ」

「ああ、確かにな。それは認める。だが本当の理由はそうじゃないはずだ。あいつが選ばれたのは、今回のことに疑問を抱かないと踏んだからだろう」

「何故、そう思う？」

　問いかえされて、奈義はふと表情をゆるめた。まるで、温かな雪にでも触れたみたいに。
「あいつには決して、完全世界は似あわない」

「…………」

「もう一度、訊く」

　と、奈義は言った。

「どうして俺に協力する？」

　訊かれて、清織は今度はまっすぐに奈義のことを見かえした。鏡の反射が、そこにあるかのように。

「僕は君のことを知っている」
　静かに、月の光のような穏やかな声で言った。その光は迂遠な反射作用にすぎないにせよ、わずかにでも牧葉清織の本心をのぞかせていた。

「君は僕とよく似ている。だから君がどんな気持ちでいるかは、よくわかるんだ。完全世界を取りもどす方法は一つじゃない。そのことも、僕は知っている――ただ、それだけのことだよ。協力なんて、大げさなものじゃない」

「……邪魔するつもりはない、ということか？」

「それ以上の発言は〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(グレイト・アビス),悪魔試験)〉に抵触するから、僕には答えられない」

　二人はまた、しばらくのあいだ黙っていた。いつのまにか、講義室からは誰もいなくなっていた。世界の片隅からさえ切り離されたような沈黙が、あたりを覆っている。

「――あんたのこと、信用するよ。例え、何をたくらんでいるにせよ」

　辛辣さを含んだ奈義の言葉を、清織は優美な一笑で受けとめた。

「そうしてもらえると、僕も助かるよ」

　立ちあがった清織に向かって、奈義は最後に訊いた。
「もう一つ、あんたに質問がある」

「……？」

　立ったまま、清織は視線だけを奈義に向ける。

「あんたは、完全世界を望むのか？」

　奈義のその問いに、清織はしばらく沈黙を続けた。ずっと昔に書かれた、古い手紙でも読みかえすみたいに。そして、清織は答えた。

「もちろん、僕は完全世界を望んでいるよ」

　その言葉だけを残して、牧葉清織はその場から去っていった。

「…………」

　奈義は背板にもたれて、首を大きくそらせて天井を見あげる。もちろん、何の変哲もない講義室の天井には何も書かれてはいなかった。神様の言葉も、天使の伝言も。

　きっとそれを見つけるには、鏡の向こう側でも探さなければならないのだろう。

６
　予報通り、空からは雪が降っていた。
　フユはいつものように、通学路を一人で登校している。あたりに人影はなく、物音さえしない。

　鈍色の空からは、まるで離散者か何かのように大量の白い塊が落ちてきていた。その光景を眺めていると、ここが空の底なのだということがわかる。天上を追われたその小さな白い欠片は、もうそのままの姿で元の場所に戻ることはできない。

　歩いている途中で、フユの肩に完全な形をした雪の結晶が乗った。触れれば指先のぬくもりだけで壊れてしまうその塊が、どうして彼方の空から降ってきたりするのだろう。フユにはそれが不思議だった。あそこにいさえすれば、その形をずっと保っていられたはずなのに――

　やがて学校に到着すると、フユはいつものように教室へ向かう。人の声や物音が、普段よりはっきりとした輪郭で聞こえた。寒さのせいで、音の響きが小さく、固くなっているのかもしれない。
　教室に入って荷物を整理すると、フユはぼんやりと窓の外を眺めた。誰かがそっと手放したみたいに、雪は静かに降り続いている。空からその重みをすべて地上に降ろしてしまおうとするみたいに、いつまでも。
　フユの耳に、かすかな囁き声が聞こえた。例の三人か誰かが、自分のことをしゃべっているようだった。たぶん、ろくな内容ではないだろう。音声がはっきりしなくとも、そのことだけは確かだった。
　壁を作るように、フユは意識を自分の中に閉じてしまおうとする。

　と、その時、不意に声をかけられてフユは顔をあげた。

「――おはよう、フユ」

　そこには、真花がいた。彼女はこの暗い雪の日にも、いつもと同じ明るさをしている。

「ええ、おはよう」

　答えながら、フユはじっと真花のことを観察した。

　体調を崩していたというだけあって、彼女の顔には多少やつれたような感じが残っている。体の中の何か重要な部分がまだ欠けたままでいる、というふうでもあった。久しぶりの登校で、まだ現実に慣れていないだけなのかもしれないが。
「風邪はもういいのかしら？」

　と、フユは当然ながら訊いてみた。

「うん……まだちょっとふらふらするけど、大丈夫。熱もないし。それに、お姉ちゃんと比べると、ね」

　そう言う真花の唇は、心なしか姉の桐絵に似て青ざめているようだった。まるで彼女の病気の一部を、肩代わりでもしているみたいに。

「……相変わらずよくないの、桐絵は？」

　彼女とは四日前、ちょうど真花が風邪で休んだときに会ったきりだった。

「よいとはいえないけど、大丈夫――」

　そう言って笑う真花は、けれどどう大丈夫なのかは言わない。子供だけが三人、山の中で道に迷っても絶対に泣こうとはしなかった、という話をフユは思い出す。彼女はその頃から、変わっていないのかもしれない。
「――そう」

　フユもあえて、細かく追求したりはしなかった。主治医である宮良坂の話によれば、地球が誕生するほどではないにせよ、よほどの奇跡が起きないかぎり彼女の回復は難しいだろう。

「桐絵のことはともかくとして」

　と、真花は無理に明るく振るまうようにして言った。

「せっかくだから今日は、音楽部のみんなで集まれないかな？　久しぶりに学校に来たせいか、何だかみんなに会いたくって」
「真花がそれでいいなら、いいんじゃないかしら」

　フユは軽くうなずく。三人だけでなら、つい昨日に集まったばかりではあったけれど。

「――よかった、じゃあ放課後ね」

　無邪気に喜ぶ真花に向かって、フユはこんな言葉を口にした。自分でもそのセリフが、らしくないとは思いながら。
「真花がくれば、きっとあの二人も喜ぶと思うわ」

　誰かが音を持ち去ってしまったみたいに、廊下はしんとしていた。窓の外には空気を白く染めてしまおうとするみたいに、雪が降り続いている。床や壁は、その白い雪を踏み固めたかのように冷やりとしていた。

　放課後、フユと真花は誰もいない廊下を音楽室へ向かっていた。校庭のほうからは、賑やかな叫び声が聞こえている。生徒たちが雪合戦でもしているのかもしれない。
「二人とも、来るって言ってたから」

　と真花は途中、フユに言った。

「快気祝いだって。音楽部の四人がそろうのって、久しぶりだね」

「……確か、快気祝いっていうのは元気になったほうがするお礼だったはずだけど」

「そうなの？」

　真花が訊きかえしたところで、二人は音楽室の前に着いていた。
　その扉の前で、フユはふと足をとめる。部屋の中から音楽が聞こえた。ドアに遮られてはっきりとはわからないが、ギターのような音と人の歌声が響いている。この時期らしい、クリスマスソングだった。薪の燃える炉辺で団欒でもしているような雰囲気である。
　二人は顔を見あわせてから、真花のほうがドアを開けた。

　部屋の中には、沢谷ゆずきの姿がある。

　それから、渚と陽奈子の二人もいた。どうやらゆずきがギターを弾いて、二人がそれにあわせて歌っていたらしい。三人は真花に気づくと、歌をやめた。それでも、あたりには陽気な歌の残響のようなものが残っている。
「先輩、来てたんですか？」

　真花は意外そうな声で言った。

「そう、来てたんだな、これが――」

　いたずらっぽく笑って、ゆずきは学校の備品らしいギターを鳴らす。

「ちょっと用事があって、たまたま音楽室に来てたんだ。そしたら小嶋と芦川が来たもんで」
「でもいいんですか？　受験勉強とかで忙しいんじゃ……」

　真花は続けて訊いた。

「そりゃ忙しいよ」

「こんなところにいて大丈夫なんですか？」

「なはは、大丈夫なわけないじゃん」

　ゆずきは陽気に笑う。つられるように、真花も笑った。それから音楽室に入って、フユもあとに続く。ドアが閉まって密閉されると、部屋の中は急に静かになったようだった。

「――さっきは何を歌ってたんですか？」

　三人の輪の中に入って、真花はその辺のイスを引っぱりだして座った。
「アヴェ・マリアを少々……」

「絶対、違いますよね？」

「〝赤鼻のトナカイ〟だよ。もうすぐそんな時期だし」

　渚が教えてくれた。

「いいですね。小学校以来です、その曲聞くの」

　歌の好きな真花はにこにこした。

「それより弓村、風邪はもういいの？」

　ゆずきは、あまりよいとはいえない真花の顔色をのぞきこみながら言った。

「一応は大丈夫です。ご心配をおかけしました」

　真花はそう言って、ぺこりと頭を下げる。

「いや、実は特に心配はしてないんだけどね」

「……先輩、そこは黙ってあわせてあげてください」
　ため息まじりに陽奈子が注意すると、三人ともいっせいに笑った。
「じゃあまあ、そんな病みあがりの後輩のために、一曲歌ってやるかな。あたしの新曲を」
「この前の、犬が蹴とばされるやつじゃないですよね？」

　渚が思い出すのさえ忌まわしそうな顔で言う。

「違う。それにあれはサザエさん的な歌のパロディーを狙ったものであって……」

「パロディーでも何でもいいですけど、シュールすぎます」

　陽奈子がげんなりした顔で反論した。
「――そういえば先輩、この前受けたっていうオーディションはどうなったんですか？」

　不意に思い出したように、真花は言った。

「……そんなのあったっけ？」

「落ちたんですね、先輩」と、渚。

「いや、結果が来てないだけだよ、うん。発表は終わってるんだけど、あたしのところには何の連絡もないんだけど、落ちたとかそんなことはないよ、もちろん。きっと郵便がどっかで滞ってるか、手違いがあったんだな」

「いつだったんですか、発表は？」と、陽奈子が冷徹に追及する。
「……一週間前」

　もちろん、落ちたのだろう。

「ふん、まあぼんくら審査員では、あたしの曲の価値を理解するなんて無理なんだよ」

「泣きながら言わないでください、先輩――」

「これは涙じゃなくて目薬だよ、小嶋」

「そんな手のこんだ仕込みはいりませんて」

　四人は他愛のないやりとりをしながら、賑やかに笑っている。

「もう認める、確かに認めますよ。あたしの送ってデモテープは落選したし、どうせあたしの作った曲なんてたいしたことないよ。鼻にも引っかけられなければ、犬も食わない。だからせめてこの新曲は、あんたたちに聞かせてやる。というか、聞いてもらう」

　やけくそ気味に言うと、ゆずきは反論は許さないとばかりにギターを鳴らした。三人ともやれやれといった感じで顔を見あわせ、けれどきちんと聴く姿勢だけはとっている。

　それから、ゆずきは例の、世界を柔らかく切り裂くような声で歌いはじめた。ギターが哀感のあるメロディーを奏でる。それは、昔大切にしていたぬいぐるみが夢に出てくるという、ほのぼのとしながらもどこか悲しい歌だった。
　真花も渚も陽奈子も、何だかんだ言いつつも真剣にその歌に耳を傾けている。確かにそれだけのものが、沢谷ゆずきの演奏にはあった。あらゆる壁を越えて、心の中にある弦を共振させるような何かが――
「…………」

　フユは横から、そんな光景をただ黙って見ていた。

　別に、何かを期待していたわけではない。音楽部に入ったこと自体、不本意な、なしくずしの出来事にしかすぎなかった。厄介事を避けるための、仕方のない措置だったにすぎない。何かを願ったわけでも、何かを望んだわけでも。
　弓村真花とつながって、渚や陽奈子と知りあって、弓村桐絵に会ったりもした。

　けれど、それだけのことだ。

　それがどうだった、という話ではない。ただ何となく、そこにいられるかもしれないと、そんな気がしただけ。雪の下に一人でブランコに座っているようなあの場所とは違う、そんなところに――

　ただ、そんな気がしただけなのだ。

　フユはまるで、透明な壁の向こう側でも見ているような気持ちで、四人のことを見ていた。彼女には決して手の届かない、その場所のことを。
７
「落ちこんでるな」
　と、奈義は古代の化石生物でも掘りだしたような口調で言った。

「……かもしれないわね」

　珍しく、フユはその言葉を素直に受けいれる。

「否定しないんだな」

「――ええ」

「相当みたいだな、どうやら」

　奈義はむしろ、感心してしまった。

　休日、駅の近くにある喫茶店でのことだった。以前にも来たことのある、細い路地に面した古い木造建築である。これも以前と同じく、奈義はコーヒー、フユはココアを頼んでいた。相変わらず、ほかに客の来る気配はない。
「何かあったのか？」

　コーヒーをすすりながら、奈義は訊いてみた。

「別に、話すようなことじゃないわ」

　奈義はじっとフユのことを見て、月がほんの少しだけ欠けるようなささやかさで笑った。
「まあ、お前ならそう言うだろうな」

　フユは黙って、ココアを口にしている。

　店内には風が木立を揺らすような、ごく小さな音でクラシック音楽がかけられていた。どこかで聞いたことのあるような気はするのだが、フユには題名を思い出せなかった。

「しゃべりたくないなら別に構わないが、話したほうが案外楽になることもあるぞ」

「それは、あんたの経験則？」

「ただの願望」

　フユは軽く鼻を鳴らした。

「……特にしゃべりたくはないわ」

「ふむ」

　と、奈義は新しい星でも探す天文学者みたにフユのことを見た。それから、いきなり手をのばすとフユの頬をつかんで引っぱっている。

「もうちょっと笑ったほうがいいよ、お前は」

　奈義は言って、頬を引きあげて無理やり笑った顔を作らせようとした。瞬間、鈍い打撲音が響いている。

「――いてえ」

「当然の報いでしょ」

　フユは頬をさすりながら、いつもの仏頂面で言った。

「何も顎を殴ることはないだろう、顎を。しかも拳で。脳震盪でも起こしたらどうするんだ」

「だったらよかったのに、と思ってたところよ」

「笑ったほうが似あってるぞっていう、善意による行為だろうが」
「私の前に、あんたのその性格を何とかするべきね」

「そんなに変か、俺って？」
　奈義は深く考えこむように、急に真剣な顔をしている。

「変じゃないけど、変だわ」

　会話を続けながら、フユは何だかばかばかしくなってきた。

「それより、今日は何の用なの？　こんな不毛で、無駄で、些末で、意味のない話をするために呼んだわけじゃないんでしょ」
「コンビを組むうえでコミュニケーションを図るのは重要なことだ」

「じゃあ、そのコミュニケーションとやらはもう十分ね」

「みたいだな」

　奈義は吹きだすように笑った。そして、まじめな顔を作って言う。

「――例の魔法使いのことだが、やはり俺の〈境界連鎖〉でも、もう行方は探せない」

　ポケットから何かを取りだして、奈義はそれをテーブルの上に置いた。携帯か何かのストラップだろう。つぎはぎだらけの犬をデザインしたもので、どちらかというと女性向けのように見える。もちろん、ごく小さなものだ。
「魔法使いは女なのかしら？」

　ストラップを手に取りながら、フユは言った。

「何とも言えないところだ……まさか、棒じゃなくて犬のほうに当たるとはな」

「居場所を探れないのは？」

「もうそれは魔法使いの持ち物じゃない、ということだ。つながりの糸が切られている。どうやら、そういう魔法らしい」

「私の魔法を消したのも？」

　あの日の夜のことを思い出しながら、フユは言った。

「大雑把に考えると〝何かを消去する〟魔法、というところだろう。恋人の感情を消し、信号機の連係を消し、記憶を消し、魔法を消す」
「そんな魔法使い、捕まえることができるの？」
　理屈からいえば、どんな拘束手段でも無効化できる、ということではないだろうか。それが魔法的にしろ、物理的にしろ。

「そのことなら心配ない。もう一度本人を見つけさえすれば、あとは俺がうまくやる」

　奈義の口調はリンゴの皮を剥くくらい、ごく簡単なことを言うかのようだった。

「――ならいいけど」

　とフユは疑わしげな顔をしながら、

「でも、どうやって魔法使いを見つけるつもりなの？　追跡は不可能だし、私たちはまだ相手の顔さえ見ていない」

「〝共鳴魔法〟を使う」

　奈義が言うと、フユは顔をしかめた。

「それは確か、魔法の揺らぎを拡大して伝えるものでしょう。魔術具でもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(レア・クラス),希少系)の〝ヘイムダルの角笛〟とかいう」

　魔法に一般型と特殊型の二種類があるように、魔術具にも二つの種類があった。一つはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(コモン・クラス),汎用系)で、〝感知魔法〟のペンダントなどがこれにあたる。もう一つが希少系で、いわば一品ものの魔術具だった。当然ながら、数は少ない。

「そうだ、もう街のあちこちにしかけてある。俺かお前が魔法を使っても、すぐにわかるだろうな。もちろん、例の魔法使いが使ったとしても」

「魔法委員会のほうはいいのかしら？」

「ああ」

　と言う奈義の表情は、真剣だった。

「もうそんなことも言っていられないからな。魔法使いの確保が最優先だ。多少の目立った行動は仕方がない」

「…………」

　フユはココアを一口含んだ。もちろん、奈義がそういう決定をしたのなら、彼女はそれに従うまでだった。特に異論を持つ必要はない。

「それで、どうするの？　結局のところ、魔法を感知するまでは待機するしかないみたいだけど」

　〝共鳴魔法〟のおかげで感知できる範囲が広がったとはいえ、基本的には今までと状況は変わっていない。

「そうだな、せっかくだから――」

　奈義は間をとるようにカップを手に持った。
「何？」

「――デートでもするか」
　フユはどちらかというと、火星に住んでいるタコ型宇宙人でも見るような目をした。
「本気で言ってるの？」

「もちろん、俺はいつだってまじめな男さ」

　地球在住の陽気なヒト型宇宙人は、にこりとすると、そのままの笑顔で静かにコーヒーをすすった。窓の外には、昨日までの雪が融けもせずにそのまま積もっている。
※

　――とはいえ、特に変わったことをするわけでもない。

　いつ魔法の揺らぎが起こるかわからないので、二人はいつものように駅周辺を散策していた。つまりは、これまでと同じである。表面的には、普段と何の変わりもない。
　ただ、どうせだからということで、奈義はフユをデパートに誘った。北銀百貨店という、駅前にある老舗の総合小売店である。クリスマスシーズンが近いので、店内はどこも華やかな赤と白で飾りつけられていた。パステルカラーのような明るい曲が流れ、あちこちに置かれた小さなツリーには金モールやカラーボールが吊りさげられている。その辺をトナカイが歩いていても、たいした違和感はないだろう。さすがに大勢の人で賑わっていた。
「どこに行くの？」

　と、エスカレーターに乗ったところでフユが訊くと、

「――六階、雑貨屋」

　奈義は上のほうを指さして言った。

　クリスマス用に品を揃えた雑貨屋は、けれどあまり賑わっているようにも見えなかった。子供たちは大抵おもちゃ屋に直行し、大人たちもそれについていくのだろう。親しい人間にプレゼントを用意する習慣を持った人間は、思いのほか少ないらしい。
　店の棚にはサンタやトナカイの置き物から、クリスマスをテーマにしたスノードーム、あめ玉のようなアロマキャンドルが並んでいた。外国製のものも多いらしく、人型の洗濯バサミや文字盤のほうが動く時計、目玉の形をしたスピーカーといった奇妙な品物も売られている。

「ちょっと、こっち来い」

　フユがトンボ玉を見ていると、奈義が手を振って呼んだ。何事かと行ってみると、奈義はフユの髪にヘアピンのようなものをあててそれを見ている。

「大丈夫みたいだな」

　と言って、奈義はそのヘアピンを元の場所に戻した。

「何のこと？」

「そりゃ、秘密だ」

　訊いてもごまかすだけで、奈義はまともに答えなかった。

　それからゲームセンターにあったクレーンゲームで何回か遊び（狙った景品は取れなかった）、レストランの前をひやかしながら歩き、途中にあった店でたい焼きを買う。フユが、それを食べたいと言ったからだった。
「珍しいな。そんなにたい焼きが好きなのか？」

　休憩所のイスに座りながら、奈義は意外そうな顔をした。

「誰かが、たい焼きは人類の宝だと言ったわ」

「誰だよそれ」

「どこかに一人くらい、そんな人間もいるでしょうね」
　奈義は苦笑しながら、たい焼きをかじった。世界遺産とはいかないにしろ、なかなかの味である。フユはカスタードクリームのほうを頬ばっていた。
　屋上まで昇ってみると、そこには小さな遊園地のようなスペースがあった。雪こそ降っていないとはいえ、寒風が吹きすさぶ中に人の姿はない。小型の電車や動物の形をしたカートも、見捨てられたようにその場にとり残されていた。時間ごと、何もかもに蓋をしてしまったような光景である。
　縁にある柵のそばまで行くと、街を大きく俯瞰することができた。道路を走るラジコンのような車や、解体工事中のビル。放送用の巨大なアンテナや、高層ホテル、さらにその上に広がる鉛色の空。指先を乗せただけの重さで、そこからは雪が降ってきそうだった。
「ところで、お前のところに沢谷ゆずきとかいう先輩がいただろう」

　と、奈義は不意に、空のすぐ隣でそんなことを言った。

「それがどうかした？」

「彼女はいつ頃ライブをしてるんだ？　夜になってからか、今日も演奏はするのか」

「……私は彼女のマネージャーじゃないわ」

　どちらかといえばため息をつくように、フユは言った。
　けれど奈義は、独り言でもつぶやくみたいに、

「いつも通りのスケジュールなら、そうだったかもしれないな」

　と、淡々と続けている。

「だが何かの都合でそれができなくなったとしたら？　彼女はそれをストレスに感じるだろうか？　おそらく、そうだろうな。その結果、どうなるか。それはこれからわかることだろう」

「……何を言っているの？」

　フユの問いかけに、奈義は答えようとはしなかった。

　二人はデパートをあとにすると、暗くなって明かりのつきはじめた街を歩いていく。脇によせられたり踏みかためられた雪が、束の間の装飾を街に施していた。街灯が地上の星みたいに頭上を照らしている。歩きながらフユは心の片隅で、どこか見覚えのある懐かしい気持ちを感じていることに気づいていた。

　かつてそれを感じたのがいつだったかは、もう思い出せもしなかったけれど。
　――魔法の揺らぎを感知したのは、それからまもなくのことだった。

８
　〝共鳴魔法〟によって拡大された魔法の揺らぎは、二人にしっかりと捉えられていた。〝感知魔法〟を使うまでもなく、その揺らぎのおおよその発生源を特定することができる。

「……意外と近くだな」

　目を閉じて揺らぎに意識を集中していた奈義は、つぶやくように言った。

「ええ、急げば魔法使いを見つけられるかもしれない」

　フユもその言葉にうなずく。

　二人は魔法の使われたとおぼしき場所へ向かった。急に走りだした二人組に、通行人の何人かが不審そうな視線を送るが、今はそれを気にしているような余裕はない。
　五分ほどで、二人は現場に到着した。通りからは外れた裏道で、駐車場と雑居ビルのある区画だった。場所的には、このあいだの追跡地点にほど近い。あたりに人の気配はなかった。

「やつはどこに行った？」

　奈義は周囲を見渡す。が、それらしい人影はどこにも見つけられなかった。どんな魔法が使われたのかもわからない。
　その時、駐車場にとめられた一台の車から人が降りてきた。しきりに首をひねる様子で、エンジンのボンネットを開ける。何か不具合が発生したらしい。

「あれって――」

　言いながら、フユはペンダントを出して意識を集中する。どうやら間違いなさそうだった。そのあたりの車すべてに、魔法がかけられている。

「エンジンか電気系統の一部を故障させた、ということか」

　奈義がそう分析した。

　いずれにせよ、この場所に魔法使いがいたのは確かなようである。それも、例の魔法使いである可能性が高い。

「手わけして探すしかないな」

　と、奈義は言った。

「それらしい人間がいたら、魔法で足どめしろ。解除して逃げたら、そいつが本人だ。ただし無理はするな。見つけたら携帯で連絡しろ」

「了解」

　短い打ちあわせをすますと、二人は別々になって走りはじめた。時間的に考えれば、魔法使いはまだそう遠くへは行っていないだろう。顔は無理だが、背格好については見当がついている。

　フユはビルの合間をぬうようにして走った。

　例の魔法使いは、何を思っているだろう。〝共鳴魔法〟で揺らぎが増幅されたことに、気づいているだろうか。おそらく、気づいただろう。そしてそれが、自分にかけられた罠だということも。だとすれば、できるだけ現場からは遠ざかろうとするはずだった。

（けど……）

　と、フユは走りながら考えている。もしも魔法使いを発見したとして、奈義はどうするつもりなのだろうか。相手は拘束そのものを無効化できる。しかし奈義は、自分なら問題なく捕獲が可能だと言外に匂わせていた。

　フユは想念を振りはらって、今は目前のことだけに集中することにした。まだ、魔法使いを見つけたわけでもない。

　その時、フユは不意に魔法の揺らぎを感じた。かすかなものだが――近い。

　道の角を曲がって、少し大きめの通りに出た。車の通行はなく、道はまっすぐどこまでも続いている。まるで黄泉路を照らす光のような不気味さで、街灯が点々と一定間隔で連なっていた。
　けれど、どこかおかしい。よく見ると街灯の間隔は不自然に一定していなかった。

　と思うと、フユはもう一度魔法の揺らぎを感じた。同時に、街灯の一つが消える。ロウソクの炎をふっと吹き消すみたいに。同じことが繰り返され、また一つ街灯が暗転する。

　フユは消えた光を追うように走りながら、携帯の通話ボタンを押した。

〝どうした？〟

　すぐに奈義の声が聞こえる。

「見つけたわ」

〝本当か？　今どこにいる〟

「さっきの場所からだいぶ西のほう。相手は魔法を使ってるから、それを追えばいい」

〝やつは魔法を使ってるのか？〟

　フユは立ちどまって、首を傾げた。また一つ、怪談めいた印象で街灯が消える。

「何故、そんなことを聞くの？」

〝仕かけておいた魔法が切られた。遠すぎて、俺には魔法の揺らぎが伝わってこない〟

「…………」

〝もし何か怪しいことがあれば、それはやつの罠かもしれない。見つけても、俺が行くまでは――〟

「もしもし？」

　通話が不自然に途切れた。

　フユが携帯を確認すると、電波状況が圏外になっている。これも、魔法の効果なのだろう。付近一帯が、一時的にしろ通信不可能領域に変更されている。
　そうしているあいだにも、街灯は消え続けていた。まるで、手招きでもするみたいに。奈義の言うとおり、おそらくこれは罠なのだろう。

　けれどフユは、携帯をしまうと暗がりに導かれるようにして道を進んだ。どこか、ずっと昔の古い記憶の中にでも戻るような気持ちになりながら。

　やがて、何の変哲もない道路の真ん中で、フユは足をとめた。そこに、問題の魔法使いは立っていた。世界にたった一つだけ残ったような街灯が、その魔法使いを照らしている。

　フユはゆっくりと、白い息を吐きながら言った。
「魔法使いはあなただったんですね、先輩――」

　その場所には、沢谷ゆずきの姿があった。
９

　フユとゆずきは、道路の真ん中で向かいあっている。

　まだ踏み荒らされていない雪があたりには積もっていた。もの言わぬ月を思わせる眼で、街灯がそれを見ている。その光のほかには何も存在しないみたいに、あたりは暗い。まるでそこが、世界のすべてから見捨てられてしまった孤島であるかのように。
　沢谷ゆずきはしばらくのあいだ様子を探ってから、

「追ってきたのはあんた一人なの、志条？」

　と、訊いた。

「――ええ、そうです」

　フユは正直に答えた。ここまできて、つまらない嘘はつきたくない。

「あんたたちは何なの？」ゆずきはわずかに顔をしかめるようにした。「何かのエージェントとか、政府の秘密調査員？」
「ある私的な組織に関わるものです」

「ふうん」

　言って、ゆずきは懐疑的な目をフユに向ける。もちろん、彼女にはその真実をはかる方法はない。

「もう一人のほうも？」

「ええ……」

「組織って、何の組織なわけ？」

「この世界に、完全世界を実現しようとする人間たちの集まりです」
「完全世界――？　何それ？」

　ゆずきはきょとんとした。その表情に偽りはありそうにない。

「かつてあったはずの、本当は誰もがそこにいた場所のことです。そこではすべてのものが壊れることも、欠けることもなかった。すべては完全だった」
「何かのお伽話、それ？」

　からかわれているとでも思ったのか、ゆずきはかすかに不快そうな顔をする。

　フユは一瞬考えてから、こう訊いた。

「先輩が魔法の力に目覚めたのはいつ頃のことですか？」

「魔法……？」

「私の〈断絶領域〉も、先輩のその力も、かつての完全世界にあったものです。その世界が失われたとき、魔法も同時に失われてしまった。人が言葉を得て、忘れてしまった力――」

　ゆずきは何かを確認するように、自分の両手を見た。そこに、カインにつけられたという刻印でも見つけたみたいに。
「……この力を手に入れたのは、あんたと会う少し前のことよ」

　と、ゆずきは話しはじめた。

「最初はあたしも気づかなかった。ただむしゃくしゃしたときに、何か妙な感じがしただけ。いろんな噂話を聞いたときも、自分に関わりのあることだとは思わなかった。そうだと気づきはじめたのは……そうね、あんたの相棒にいろいろ質問された頃ね。例の自販機のことも、考えてみればあたしがやったことだったんだ。あたしが、〝つながりを断った〟」

「…………」

「そう、あんたの言いかたに従えば、私の魔法〈孤独証明〉は〝すべての関係を自由に切断する〟魔法よ。恋人というつながり、通信というつながり、記憶という自分とのつながり、魔法と世界のつながり、それを好きに切ってしまうことができる。もっとも、切ったあとのことは知らないけど」
　確かに、それならすべての現象を説明することができた。そして世界は結局、関係性で成りたっている。どこかの哲学者に言わせれば、自分ですら、自分に対する自分との関係なのだ。それを自由にできることは、何よりも強い力を手にしたということでもあった。

「――で、あんたたちはあたしをどうするつもりなの？」

　ゆずきは訊いた。

「秘密組織だか黒服の怪しい連中だか知らないけど、あたしを追ってたんでしょ？　不当に力を使ったから逮捕する？　それとも、仲間になれとか？　もしくは実験動物みたいに、どこかに監禁して自由を奪うとか？」

「私に出された指示は、あなたを捕まえることだけです」フユは軽く首を振りながら言った。「そのあとのことについては、認知していません。あるいは、先輩の言ったとおりになる可能性もあります」

「どの道、あたしの自由はなくなるわけだ」

「…………」

　結社が沢谷ゆずきをどう処理するかは、フユは本当に知らなかった。知っているのは、彼らが何かを求めようとすれば必ずそれをする、ということだけである。そして完全世界を理解しないというこの少女を結社がどう扱うのかは、フユの想像の埒外にあることだった。

　あるいは、ゆずきの言うようにモルモットと同様の扱いを受ける可能性もあった。
「今後、二度と魔法を使いさえしなければ、先輩が捕まることはないと思います。そう約束するなら、この場は見逃します」
　フユはむしろ、そうあって欲しいという口調で忠告した。それは彼女に下された任務に、違反することではあったけれど。

　その提言に、ゆずきは冷笑を浮かべている。

「やっぱりあんた、何もわかってないみたいね」

「……？」

「何にせよ、あたしはこの力を手放すつもりはない。この力を二度と使わないなんていうことはありえないね」

「どうしてです？」

「何故なら、あたしはこの世界が大嫌いだから」

　ゆずきはそう言って、にこりとした。まるで、そのことに無自覚な人間すべてを馬鹿にし、憐れむように。

「本当に、ここはろくでもない世界よ。何もかも思いどおりにはいかないし、思いどおりにいったところで何の救いにもなりはしない。仕方ないと諦めれば努力が足りないと罵られ、がむしゃらになってがんばろうとすれば、それじゃダメだって冷や水を浴びせてくる。誰も理解しようとしない、誰も気にしようとしない。道の上に転がるゴミくらいにさえ、注意を払おうとしない」
　沢谷ゆずきは今にも世界を壊しかねない勢いで、そう言った。

「――でも、あなたには友達がいた。歌を聴いてくれる人たちだっていた」

「だから？」

　ゆずきの顔に浮かんだのは、蔑笑だった。

「それで、あたしが喜ぶとでも？」

「……私は、あなたのことを少しうらやましいと思った。まわりを人に囲まれているあなたを」
「あんたもそんなこと言うんだ！　あたしのこと、何も知りもしないくせに！」

　ゆずきは激昂したように叫んだ。そしてすべての暗い夜がつまった眼で、フユのことを見る。

「誰も、あたしに本当に必要なものをくれたりはしなかった。どれだけ歌っても、どれだけ呼びかけても、誰も応えたりなんてしなかった。せいぜいが、がんばれよって言うくらい――あたしは何かになりたかった。特別な何かに。そうでなければ、この世界に押しつぶされてしまうから。この世界の重みに耐えられなくなってしまうから。なのに、誰もあたしを特別にしてくれない。あたしの存在なんて問題ないみたいに、みんなが目の前を通りすぎていく」

「…………」

「でもね、この力があればあたしは特別でいられるの」

　そう言って、ゆずきは手をかざして笑った。そこには確かに、その印があるというふうに。誰も彼女を傷つけられない、その印が。
「あたしが特別になることを世界が否定するというなら、あたしはそんな世界を否定する。そうすれば、あたしは特別になれる。一人でいれば、あたしは王様にだってなれる。あたしがあたしでいるためには、すべてのつながりを断たなくちゃならない」

　そう――

　フユにも、沢谷ゆずきの言うことがわかった。

　世界に否定されてしまったとき、世界から捨てられてしまったとき。
　人は、そうするしかなくなる。自分を守るために、ほかのものとの関係を断つことしか。誰にも壊せない、誰にも触れられない、そんな壁を築くことしか。でなければ、自分はいつか世界を傷つけ、そしてそのことで自分を傷つけてしまうだろう。

　この不完全世界で許された、それが唯一の方法だった。

「……魔法を捨てる気はない、ということですか？」

　フユは静かに、月の光がそっと音でも立てるように訊いた。

「もちろん、あたしは絶対に逃げきってみせる」

「――なら私は、あなたを捕まえなくちゃならない」

　言ったのと、ほぼ同時だった。

　ゆずきはふっと笑ったかと思うと、脱兎のごとく駆けだしている。魔法を使う暇もない。フユは急いであとを追った。

　数分ほど走ったところで、ゆずきの姿は建設工事中らしいビルの中へと消えた。まだ外壁もなく、鉄骨しか建っていない。地面は土がむき出しの状態だった。
　わずかな明かりだけを頼りにフユが中に入ると、どこからかゆずきの声が聞こえている。

〝志条、あんたに一つだけ忠告しといてあげるわ〟
　声は微妙に反響して、出所を探ることはできない。

〝あの男には気をつけなさい〟
「――？」

〝もっとも、それは生きてここを出られたら、だけど――〟
　その言葉が終わると同時に、怪獣のうめき声のような正体不明の物音が聞こえている。
「…………」

　フユが頭上を見あげると、そこからは子供が積み木でも崩すみたいに、大量の鉄骨が降りかかってこようとしていた。
※

「――！」
　すさまじい轟音が響くのを聞いて、奈義は現場へと急いだ。

　建設工事中とおぼしきその場所では、建物の一部が崩れ、鉄骨や鉛管といった資材が乱雑に折りかさなっている。巨人が宙から無造作にそれを落としたような、ひどいありさまだった。
「フユ、無事か！？」

　奈義が駆けつけようとすると、鉄骨の一部が音を立てて崩れている。例えフユがその中にいたとしても、簡単には救出できない状態だった。
　その時――

　鉄骨の狭い隙間から、這い出るようにしてフユが姿を現した。衣服の乱れも、体に怪我を負った様子もない。フユが完全に鉄骨の山から抜けだすと同時に、中心近くにあった積み重なりが派手な音を立てながら崩れていった。〈断絶領域〉で支えていた力が消滅したためである。

「どこも怪我はないのか？」

　さすがに心配そうに、奈義は訊いた。

「ええ、鉄骨のあいだを抜けるとき、でっぱりに少し引っかけた程度ね」

　右手の擦り傷を確認しながら、フユは言った。

「……例の魔法使いには逃げられたわ」

　奈義はそれを聞くと、首を振ってため息をついた。

「いや、それはいい。どうやら俺の見立てが甘かったみたいだ。ここまでのことをやってくるとは思っていなかった。お前を危険な目にあわせちまったな」

「知ってるでしょ？」

　そんな奈義に向かって、フユはほんの少しだけ微笑んでみせる。
「誰にも、私を傷つけることはできないのよ」

「そうだな」

　奈義も、少しだけ笑う。そして独り言のようにこうつぶやいていた。

「これでもう、猶予はなくなったわけだ――」

１０
　深夜のコンビニエンスストアだった。
　沢谷ゆずきは飲料コーナーの前にたたずんでいた。ほかに客はいない。店の外には黒々とした闇が横たわり、まるで壁面のような質感さえ持っていた。そのせいで店内は光が押しこめられたように不自然に明るく、妙に息苦しくさえある。
　ガラス戸を開けて炭酸飲料を手に取ると、ゆずきはそれをカバンにしまいこんだ。ついで、パンと菓子のいくつかも同じようにしてカバンに入れる。店員がレジでそれを見ているが、咎めたりはしない。ゆずきが〈孤独証明〉を使って、すでに店と商品の関係を断っていたからだ。それらはすでに、誰のものでもなくなっていた。
　レジの横を素通りして、ゆずきは店の外に出る。コンビニの光が誘蛾灯のようにあたりを照らしていた。息を吐くと白く濁り、ゆずきは肩をすぼめて寒さをやりすごそうとする。

　彼女は現在、友達の家を転々としながら厄介になっていた。三日前から自分の家には戻っていない。最初の追跡にあってしばらくしたあと、自分のことが露見していると判断したほうがよさそうだったからである。そのため、家との関係は魔法を使って切っていた。失踪届けなど出されて家族に騒がれては困るからだ。もちろんそれは、彼女が自分の家族を失い、一人ぼっちになることも意味していた。

（――別に、あんな家族）

　ゆずきはけれど、そう思っている。口うるさい母親に、無神経な弟、黙ったまま何を考えているのかもわからない父親。それだけの人間が何の因果もなくいっしょに暮らしている。あれはただ、それだけの集団にすぎない。
　この魔法があるかぎり、食っていくことには困らないだろう。追跡者がいるため使用には注意が必要だったが、たいした心配はしていなかった。いつでも逃げきれる自信があったからである。場合によっては志条芙夕にしたように、多少乱暴な手を使っても構わない。

　そんなことを考えていたゆずきは、歩道の途中でふと足をとめた。

　一人の男が、自分を待っていたかのようにそこに立っている。もう切れかけた街灯が、くたびれた光で男を照らしていた。光量が不足しているせいで、この距離からは男の顔を確認することはできない。
　近づいて、ゆずきは顔をしかめた。

「あんたは――」

「君のことを、これ以上放置しておくわけにはいかなくなった」

　その男は静かに、死神のような冷たい声で告げた。ゆずきは軽く身構えながら訊ねる。
「どうやってあたしの居場所を？」

　あの時、男に見つけられたはずのものとはもう関係を断っているはずだった。あれを使って自分を追うことはできない。

「――確かに、君は自分の家族とのつながりさえ非情にも消してしまうことができる。いとも簡単に。でもこのギターとのつながりだけは、消去してしまうことはできなかったらしいな」

　そう言って、男は肩に担いでいたものを示してみせた。それはケースに収められた、沢谷ゆずきの相棒であるギターだった。

「……なるほど、そういうことね」

　ゆずきは複雑な感じの笑みを浮かべる。例え世界のすべてと関係を断ったとしても、自分には確かにそれを捨てることだけはできないだろう。

　つまりそれは、この男から行方をくらますことは絶対に不可能、ということだ。

「いったいあたしを捕まえて、どうするつもりなわけ？」

　と、ゆずきは質問した。

「手荒なことをするつもりはない。君が大人しくしてさえいれば、危害は加えない」

「……よく言うわね」

　ゆずきは嘲笑めいた表情を浮かべた。

「あんたは志条に私のことを教えてなかったんでしょ？　それに、本当はあたしの居場所を簡単に見つけることができたくせに、それをしなかった。自分の仲間にさえそんな人間を、信用できると思う？」
「彼女のことはできるだけ巻きこみたくなかった。俺が君を追う本当の理由を知られるようなことは。それにこのギターは最後の手段だった。もしも君がこのギターとのつながりも断っていたとしたら、もう打つ手が残っていないことになる」

「ずいぶん殊勝に聞こえるけど」

　ゆずきはふんと、鼻を鳴らした。

「でもあんただって、どうせこの魔法の力とかいうのをろくなことに使ってないんでしょ。そんな人間に捕まるのなんてごめんよ。それにこの力はあたしに必要なの。この世界であたしが特別でいられるために」

「どうしても抵抗するのか？」

　男はあくまで、できるなら闘争は避けたいという口調で言った。

「当然でしょ」

　言って、ゆずきは続ける。「思えば、あんたと会ったあたりからおかしなことがはじまってたのよ」

「…………」

　男は黙って、あらためてゆずきと向きあう。交渉は決裂したのだ。

　対峙する二人のあいだに、緊張が走った。ゆずきは男のことを知らない。だが志条芙夕と同じように、それがどんな魔法であれ消去する自信はあった。優位は自分のほうにある。そして、ゆずきは考えていた。

（――一瞬、手を触れるだけでいい。それだけのことができれば、こいつを無力化することは可能だ。あの時、酔っ払いの男にからまれたときと同じに）

　沢谷ゆずきはチャンスをうかがい、そしてそれはやって来た。

　自動車が彼女の後方から現れ、ヘッドライトの光が男の視界を奪った。その瞬間に、ゆずきはすばやく走りよって、男の頭に手をかざす。

「ばいばい」

　つぶやくと同時に、魔法を発動した。世界の揺らぎが収束し、男とその記憶との関係を抹殺する。

　――する、はずだった。

「……？」

　妙な手ごたえに、ゆずきはうろたえた。確かに魔法は発動している。はじめはストレスに従って自分でも気づかないうちに使用していたが、今では完全にコントロールすることができた。だから、間違えるはずはない。魔法は有効に作用し、記憶との関係を断たれた男は廃人同然に変わってしまうはずだった。

　けれど――

　男にはまったく何の変化もない。まるっきり平気な様子で、そこに立っている。

「何で……？」

「悪いな」

　呆然とするゆずきに向かって、男は言った。本心から、そう思っているかのように。

「それは元々、俺のものだ。だから俺には効かない」

　男はそして、ゆずきの額に軽く手を当てた。途端に、彼女は自分の中から〈孤独証明〉の魔法が消えていくことに気づく。

「そんな、どうして……」

「君には代わりにこれを渡しておくよ」

　言って、男はギターを地面に置いた。それが本来、沢谷ゆずきの持っているべきものだったのだから。

「――そして君は、これまでのこと、魔法のことについて忘れる。今まで通りの生活に戻り、自分のしたことも覚えていない。ずっと夢でも見ていたみたいに」

　魔法の揺らぎが起こり、ゆずきは記憶の一部とその関係を断たれていた。

「……あれ？」

　もう魔法のことも、男のことも、ゆずきの記憶にはない。彼女は急に我に返ったような顔で、目の前の見知らぬ男をぼんやりと眺めていた。
「大丈夫――」

　訳のわからないような顔のゆずきにむかって、奈義真太郎は言った。

「君が完全世界の夢を見ることはないんだから」

　街灯の明かりは何かを感じたように二、三度明滅し、それからまた元のようにくたびれた光であたりを照らし続けていた。
［四つめの関係］
１

　少年は伯父に引きとられた。家庭の事情というやつだった。

　実の父親は数年前に多額の借金を残して蒸発し、母親のほうはそれから何年かして精神のバランスを崩した。
　母親は一日中とりとめのない妄想を口にしていたが、しばらくして病院に隔離されることになった。それと同時に、少年は伯父である彼の家に預けられた。ほかに引きとり手が現れなかったからである。

　独身で子供とは無縁だった彼の伯父は、当然ながら少年の扱いに戸惑った。
　そして少年のほうは少年のほうで、母親との離別や自宅を追われたことで、強いショックを受けていた。少年は頑なに口を固く閉ざし、その表情は植物と同じ程度にしか変化しなかった。
　普通ならそれは、ただの荷厄介を抱えただけのことでしかない。

　けれど彼は、そんな少年を無理に変えようとはしなかった。少年の態度に辟易するわけでも、家族めいた関係を強要するわけでもない。季節が変わるのをじっと待ち続けるみたいに、彼はただ少年のそばによりそっていた。

　彼はそんな時間も必要なことを、知っていたのである。

　何かが壊れたときには、まず故障箇所を知る必要があることを――
　欠けた部分やなくなった部品は、また新しく作り直してやる必要があることを――

　何もかもを自分の都合のいいように扱うことはできない。ある場合に人にできるのは、ただ待つことだけなのだ。

　そして少しずつ、少しずつ、少年は彼との生活に慣れていった。
　がらんとした部屋に家具を運びいれ、壁を飾るように、言葉が増え、表情が変化した。春の陽射しに雪が融けていくように、ゆっくり、でも確かに。

　ずぼらな彼の代わりに家事を手伝ったり、二人で宿題を考えたり、学校の発表会に見学に来てもらったり、知人の住む田舎をいっしょに訪ねたり、重い荷物を背負って高い山に登ったり――
　彼はよく、笑う人だった。
　おかしいことでも、おかしくないことでも笑った。悲しいことや、腹の立つことでも。そうすればまるで、世界をいつまでも守っていられるみたいに。少年はそれが、不思議だった。

「お前は楽しいのは嫌いか？」

　と、彼は一度そんなことを言った。少年が首を振ると、彼は続けた。

「なら、笑っていることだ」

　そう言う彼の顔は、やっぱり笑っている。

「ちょっとくらい辛いことや、苦しいことがあっても、それでどうにかなるわけじゃない。少しくらい欠けたり、壊れたりしたって平気だ。そこからは何も失われることなんてない。それはただ少し、形を変えるだけなんだ」

　どうやらそれが、彼の人生哲学だったらしい。

　少年は次第に、笑うようになった。彼はそのことを何より誇らしく、嬉しく思った――
　それから数年続いた伯父との暮らしは、彼にとって何よりかけがえのないものだった。
　必要なもののすべては、彼からもらった。喜ぶこと、怒ること、悲しむこと、楽しむこと、そして、笑うこと。この世界に必要な、すべてのものは――
　そしてそのすべては、ある日失われてしまった。

２
　休み明けの学校で、フユは休み時間に沢谷ゆずきのクラスを訪ねた。
　教室にいた生徒に訊いてみると、ゆずきは休みだという。その生徒はついでだからと、彼女のことをよく知っているというクラスメートを紹介してくれる。親切な生徒だった。

「あんたなの、ゆずきに用があるっていうのは？」

　現れたのは目の細い、顔にそばかすのある女子生徒だった。飛んできた小石が偶然あたったような、不機嫌そうな顔をしている。

「ええ、そうです。沢谷先輩のことで聞きたいことがあって」

「あんたは何、ゆずきの知りあい？」

　妙に居丈高な態度だった。それがこの女子生徒本来の性格なのか、ゆずきに関係することのせいなのかはわからなかった。
「音楽部の後輩です。今日は先輩と約束がありました」

　フユはしらっと、そんなことを言った。演奏も歌も一度もしたことはないが、嘘ではない。

「ふうん」

　と、女子生徒はひっくり返ったハエでも眺めるようなうさんくさげな表情だったが、

「で、何のようなの、沢谷に？」

「どうして休んでるのか、知りたいんですが」

　訊かれて、女子生徒は言うべきかどうか迷うような顔をしている。が、結局はそれをしゃべった。

「……あの子、ここんとこ友達の家を泊まり歩いててさ。私のとこにも来たことあるんだよね。いい迷惑だったけどさ。でも友達ってことになってるし、断わるのも何か気が引けるじゃん？　だってそうしたら、私が薄情なやつってことになっちゃうでしょ」
「それで、沢谷先輩は？」

　少し話がずれてしまいそうだったので、フユは口を挟んで訊いた。

「その時は別の子の家に泊まってたらしいんだけど、昨日の夜になって急に家に帰ったって。訳わかんないよね。それまで、もう家族なんていないとか言ってたのに。あの子、受験勉強だってろくにしてないのよ。音楽だけでやってくって。夢見るのは勝手だけど、うちらまで巻きこまないで欲しいよね」

　女子生徒の放言はまだ続いていたが、フユはもうそれを聞いてはいなかった。

　昨夜の出来事を考えれば、沢谷ゆずきの行動は妙だった。居所を一定しないのは追跡を逃れるためだろうし、今になって家族の元に戻るというのもおかしい。彼女がわざわざそんな危険を冒すとは思えなかった。

「――だからさ、子供ってことなんだよね。いい加減、高校生になるんだからさ」

「どうもありがとうございました。もう十分です」
「え、ああ、そう？」

　なおもしゃべり足りないような女子生徒を置いて、フユはその場をあとにした。頭の中では、沢谷ゆずきのことを反芻しながら。彼女に何があったのだろうか。

　結局そのまま、下校時間がやって来ている。ともかくフユが帰ろうとすると、真花が声をかけてきた。

「今日、いっしょに帰ってもいいかな、フユ？」

　フユが座席から顔をあげると、そこには真花の姿がある。最後に部活で会ってから休みの日も挟んだおかげで、体調は多少よくなっているようだった。

「いいわよ、別に」

　フユが立ちあがりながら答えると、真花はにっこりした。

　二人は並んで、玄関へ向かう。二日後には終業式だった。何かがそっと終わろうとするような、そんな雰囲気が廊下にはあった。手を触れただけで壊れてしまうほど、繊細なガラス細工に似た――
　自分から誘っておきながら、真花はただ黙って歩いていた。何か用事があったのだろうが、それをフユに言おうとはしない。フユも無理にそれを訊いたりせず、ただ同じ速さで隣を歩いていく。

　廊下の角を曲がったところで、向こうに見知った二人の姿があった。小嶋渚と芦川陽奈子である。

「あれ、二人とも帰り？」

　フユと真花に気づいて、渚が駆けよってきた。

「うん、そうだよ」と、真花が答える。

「部活やんないの、今日は？」

「今日は、ちょっとね……」

　やんわりと微苦笑のようなものを浮かべる真花。渚は首を傾げたが、不審に思うほどのことではない。

「それより、二人は何してるの？」

　真花が訊くと、

「委員会よ、委員会」

　後ろから来た陽奈子が、実にうんざりした表情で言った。

「どうでもいいような集会があってね、それに出席しなきゃいけないの。それも渚とよ」

「それは誉めてる？」

「ほらね、言ったとおりでしょ」

　そう言う二人を見て、真花は笑った。
「じゃあ、私たちは先に帰るから」

「――ねえ、真花」

　と、急に真剣な顔つきをして、渚が言った。

「もし何か厄介事とか、困ったことがあったら、私たちに言いなよ。頼りにならないかもしれない、たいした力になれないかもしれない。でも私たち、友達でしょ？」

　真花は水滴が紙にしみこむのをじっと待つような、そんな顔をした。

「ありがとう」そして、笑う。「でも大丈夫、私のことは心配いらないから」

　二人はそんな真花に向かって、もう何も言えなかった。

　フユと真花はそのまま玄関に向かい、靴を履きかえて外に出た。冷たい風が吹いて、空は重い鉛色の雲に覆われている。今晩あたり、また大雪になるという話だった。
「そういえば、この前はごめんね」

　校門を抜けたあたりで、真花は不意に言った。

「……何のこと？」

「音楽室で、ゆずき先輩がいたとき」

　ああ、とフユは思い出した。いろいろなことがあって、ほとんど忘れかけていたが。

「フユがああいうの、好きじゃないっていうのはわかってたんだけど」

　真花は申し訳なさそうに言う。心配りの細かい少女だった。
「いいわよ、そんなの。結局あれは、私のせいなんだから」

「ううん、違うよ――」

　真花は首を振って、穏やかな口調で言った。

「あれはフユのせいなんかじゃない。ただ、フユにはちょっとあわなかっただけ。北風が吹いて、旅人が服をよせるみたいに。あれはただ、それだけのことだよ」

「…………」

　道を歩いていると、いつかの信号のところに来た。フユと真花が、最初に契約を交わした場所――

「それで」

　と、フユは言った。太陽の前では、やはり旅人は無力らしい。

「何の用なの、私に」

「これからいっしょに、行って欲しいところがあるんだ」
　真花はいつもの、天使そっくりの微笑みを浮かべた。

「どこに？」

　フユの問いに、真花はあの時と同じように短く答える。

「――病院」
３
　病室には『面会謝絶』の札がかかっていた。

　真花はその扉を、そっと音の立たないように開ける。壊れかけた積み木の城から、何とかそれ以上原型を崩さないようにブロックだけを取りのぞこうとするみたいに。

　部屋の中では桐絵が横になっていた。酸素マスクをつけ、点滴をされ、生命をカウントダウンするみたいに心電計の音が小さく響いている。その姿は、水面上に危ういところで浮かんでいるように頼りなかった。
　ベッドのそば、窓際のところに結城季早の姿があった。白衣を着ているが、診察時間は終わっているのだろう。もちろん季早は、これからのためにこの場所にいた。

　フユと真花はベッドの傍らの、すでに用意してあったイスに座る。近くで見ると、桐絵の顔はすでに死人のように蒼ざめていた。蝋人形のほうが、まだ人間らしく見えそうだった。火をつければ、その体はあっというまに燃えつきてしまいそうに思える。

「――どういう状態なの？」

　誰も何も言おうとしないせいで、フユは訊いた。病室は雪の下に埋もれたように静かである。

「感染症を併発している」

　と、ベッドの向こうから季早が言った。医師らしい、時間を正確に読みあげるような淡々とした口調である。

「心疾患では、もっとも危惧すべき状態だ。すでに心臓も肺も、限界に来ている。これ以上の負荷には体が耐えられない。許容範囲を超える電圧をかけるようなものだ。そうなったら、いつヒューズが飛んでもおかしくない」

　フユは桐絵を見た。心電計が弱々しい脈を伝えていた。彼女はどこか暗い場所――かつて本人が言っていたどこか暗い場所へ、消えていってしまいそうに見える。

　けれど――

　この不完全な世界では、それをどうすることもできない。

「……ねえ、フユ」

　と、フユの隣で真花が言った。桐絵のことを、この神様から欠陥品の体を与えられた姉のことを、じっと見つめたままで。

「私ね、お姉ちゃんを助けてみようかと思うんだ」

「…………」

　その言葉の意味を、フユは知っていた。だから、言った。

「もしかしてそれは、〝集めた幸福を使って願いを叶える〟ような方法で、ということかしら？」

「うん、そうだよ」

　真花は驚きもせずに、フユのほうを見て笑った。

「もうわかってるみたいだけど、私は魔法使いなんだ」

「――私の魔法〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(クローバー・ポケット),天使契約)〉は、フユの言ったように幸福を使って願いを叶える魔法。簡単に言うと、貯金箱みたいなものかな。ちょっとずつお金を貯めて、必要な額になったら欲しいものを買う」
　真花はそう、自分の魔法について説明した。

「子供の頃から、私はこの魔法が使えた。もちろん最初は、魔法だなんて気づかなかった。どう使えばいいのかはわかっていたけど、それが特別なことだとは思わなかった。でもそれが魔法なんだって教えてくれたのが、結城先生だった」

　真花が視線を向けると、季早はうなずいていくつかの言葉を引きとった。

「確かに、彼女にそのことを教えたのは僕だ。姉の症状を軽くするためにその魔法を使っているところを見たんだ。僕は魔法のことについて説明して、あまり不用意には使わないよう忠告した。けど彼女にとってそれは、当たり前のことにすぎなかった。この世界の不完全さを、まだ知らなかったから」
「とはいえ、私にできることはそんなに多くはなかった」

　再び、真花が話しはじめる。

「お姉ちゃんのために幸福をたくさん集めても、せいぜい痛みを和らげる程度だった。それを治してあげるだけの幸福を集めるのは、とても無理だった。きっと塀が高すぎたし、王様の兵隊は少なすぎたんだと思う」

　この世界ではそこらじゅうに幸福が転がっている、というわけにはいかなかったのだろう。

「私は穴の空いたボートから水を掻きだすみたいに、ちょっと幸福が貯まっては桐絵のために使ってた。それでもとりあえずは、桐絵の役に立っていたから」

「あなたが魔法使いだったってことは――」と、フユはだいぶ昔のことを思い出しながら言った。「はじめに取り引きをしたとき、あなたはもう魔法のことについて本当は知っていたってことよね」

　言われて、真花はいたずらを見つけられた子供みたいにばつの悪そうな顔をした。

「あの時はああでも言わないと、フユは承知してくれそうになかったから」

　確かに、それはそうだった。

「それに私も訊くけど、フユはどうして私が魔法使いだってわかったの？」
「渚と陽奈子の二人から、昔のことについて聞いたわ」

　真花から逆に質問されて、フユは答える。

「だけじゃなくて、真花自身が言っていたいくつかの言葉にもヒントがあった。それに長いこと風邪を引いてるというのを聞いて、思いあたるところがあったから」

　それは志条夕葵のために犠牲になった、姉の朝香を連想させる。
　――ひとしきりの話が終わったところで、会話の流れは本題に戻った。

「それで、桐絵を助けると言ったけど、いったいどうするつもり？　十分な幸福を集めることができたということなの」

「ううん、それはやっぱり無理だった――」

　真花はそう言って、静かに首を振る。

「今までと同じで、私の魔法にはそこまでの力はない。でも少し前に、私の魔法にはちょっとした変化が現れたの」
「変化？」

「簡単に言うとね、〝前借り〟ができるようになったんだ」

　真花はごく何気ない調子でそのことを口にした。けれどフユはその言葉に、どこか不吉な予感を拭うことができない。

「どういうことなの、〝前借り〟って？」

「つまりね、今までは持っていたお金のぶんでしか欲しいものが買えなかった。でも今は、欲しいものを手に入れて、あとからその代価を支払うことができるんだ」

　つまり、それは――

「本来なら高価すぎて手の届かなかったものでも、今なら自由に手に入れることができる、ということ？」

「――うん、そういうこと」

「じゃあ体調を崩していたのも……？」

「ちょっとした実験だった。それでも、お姉ちゃんの容態を万全にすることはできなかったし、長続きもしなかった。どうも叶えられる願いに比べると、代価のほうが割高になるみたい」

「…………」

　フユは一瞬、開きかけた口を閉ざした。それを問うことは、嫉妬深い神様の名前を口にするみたいに、やってはいけないことのような気がした。

　けれど――

　フユは、真花のことを見た。

　まるで月の裏側にでも置き去りにされたみたいに、彼女はそこにいた。天使も罰を受ける。必要以上のものを救おうとしてはいけないのだ。もしもそんな願いを抱いてしまえば――

「どうして？」

　と、フユは訊いた。あの日、ブランコに座ったまま、去っていく大切な人を見送ったときのように。
「どうしてあなたは、そんなことを願ったの？」

　真花は何の迷いもなく、答えている。

「それが、私の完全世界だから」

　フユは子供が嫌がりでもするように首を振った。

「……そんなもの、この世界にはどこにもないわ」

「ううん、それはあるんだよ、ちゃんと」

「桐絵を助けるために必要な代価は多すぎるし、どんなことをしたってそれを払えるとは思えない」

「確かに、そうだと思う。例えそれをしても、せいぜい桐絵の生命を長らえさせることができるだけ。病気そのものを完全に治療することはできない」

「――それなら、そんな代価に何の意味もないわ。だって、そうでしょ？　生きられる年数を考えれば、そのほうがよほど選択としては正しい」

「違うよ、フユ」

　真花は言った。風の音にそっと耳を澄ますみたいに。

「私の収支勘定では、それで十分お釣りが来るの。代価をすべて支払ってでも桐絵が生きていくのなら。私にとっては、それが正しい選択だから」
「……おかしいわよ、そんなの」

「ううん、おかしくない」

「だってどうして真花が」フユはまるで、怒っているかのように拳を握った。「どうして……」

　真花はそっと、その拳を解きほぐすように言った。積もった雪を、柔らかく融かすみたいに。

「たぶん、愛しすぎたからだと思う」

「…………」

「そんなふうにしなければ、耐えられないくらい。私にとってはこの世界から桐絵を失ってしまうことより、私自身を犠牲にしてでも桐絵を生かすことのほうが、大切なんだと思う。どちらにせよ片方しか生きられないなら、私はそうすることを選ぶ」

　フユは怒りの矛先を無理にぶつけるようにして、季早のほうを見た。

「医者のあなたなら、そんなこと認めるはずないわよね。どうして真花に何も言わないの？」

「……それが彼女の意志なら、僕にはどうすることもできない。それに誰より僕に、そのことを言う資格はないんだ」

　もちろんフユには、季早の言うことの意味がわかった。かつて何を犠牲にしても、自分の娘を蘇らせようとしたのだから――

「……何故、そんなことを私に話したの？」

　もはや聞くべきことを失くしてしまって、フユは訊ねた。

「フユには知っておいてもらいたかったから」

　真花は何の屈託もない顔で言った。一番仲のよい友達に、また会う約束をするみたいに。
「前にも言ったでしょ？　フユは桐絵によく似てるって」

「…………」

「だから桐絵がもしも私のことを知りたがったら、今の話をみんな伝えて欲しい。迷惑かもしれないけど、世界中の誰よりも、私はフユにそれをして欲しいんだ」

　わかった、とはフユは言えなかった。

　けれどそれを拒絶することも、フユにはできないでいる。例えどんなに強くて固い、魔法の壁があったとしても――

「じゃあそろそろ、時間もないから準備するね。これでも桐絵の容態は一刻を争うし、少しでも早いほうが、それだけ代価の効果も高くなるかもしれない」

　真花はそう言うと、布団の下から桐絵の手を掴みだして、優しくそれを握った。死人のように蒼ざめた、桐絵の手。何かを手渡そうとするように、真花はその左手を両手で包んでいる。

「真花――」

　フユは何か、言おうとした。けれど言葉が、出てこない。それはずっと昔に、どこかの暗い場所に置いてきてしまっていた。

「大丈夫」

　真花はにこりとして、そんなフユに言う。

「言葉にしなくたって、フユの言いたいことはわかるよ。私たち、魔法使いなんだから――」

　それが、彼女の最期の言葉だった。

　世界を組み変える揺らぎが、真花の手から伝わる。

　大きな、けれど穏やかな揺らぎ。雪が降るように、それは世界を変える。すべてを白く染め、すべてを埋めつくす。けれどそれは優しい。たくさんの天使が舞い降りてきたみたいに――

　〈天使契約〉の魔法は、行われた。

　気づいたとき、真花は眠るように桐絵のそばに倒れている。

　まだ温かな手で、死人はその手を握っていた。でもその温もりは、すぐに失われる。弓村桐絵がそれに気づくまもなく、あっというまに。ここは、不完全な世界だから。
　季早が心電計をのぞきこみ、桐絵の状態を確認した。

　でも、そんなことをする必要はないのだ。

　魔法は確かに行われた。弓村真花の生命を代償にして。その姉を救う魔法は、確かに実行された。天使はその契約を、残酷なほど正確にはたした。

「弓村桐絵の容態は安定してきている」

　と、季早は静かに告げた。

「検査をすれば、その辺のことはもっとはっきりわかるだろう。何にせよ、これで彼女の願ったとおりになった」

「……これが正しいことだというの？」

「少なくとも彼女にとっては、ね」

　フユはもうじっとして、少しも動くことのない真花を見た。その顔は死んでいてさえ、孤独に侵されることはない。

「私に何かできることはないの――？」

「今はない。あとのことは僕が処理しておくから、君は家に帰るんだ。ご家族への説明も僕が行う」

　フユはらしくない、木偶のような動作で立ちあがった。そんなフユに向かって、季早は言う。

「だが弓村桐絵にこのことを伝えるのは、君の役目だ。弓村真花は何よりそれを、望んでいた。君にはまだ、やるべきことがある」

４
　終業式を明日に控えた学校では、その日の朝礼で弓村真花の死が伝えられた。

　ショックと動揺を隠せないクラスメートの中で、フユだけは冷静だった。休み時間にも、もの言わぬ月のような態度で座席に座っている。通常通りの授業が行われたが、生徒のほとんどがそれに集中できずにいた。
　放課後、教室を出たところでフユは足をとめた。渚と陽奈子の二人がそこに立っている。

「ちょっといいかな、フユ？」

　と、渚が言う。その表情には、子供が夜の闇を怖がるような、かすかな怯えの翳があった。後ろにいる陽奈子の顔にも、同じものがある。

「ええ――」うなずきながら、フユは言った。「いいわよ」

「ここじゃなんだから、音楽室に行きましょう」

　陽奈子がそう提案して、三人は無言のままその場から移動をはじめた。途中、フユは窓の外の重苦しく曇った空を見た。まるで泣きたいのを我慢しているような空模様だった。視線を元に戻して、けれどフユは自分がそんなふうに思ったことを不思議に感じている。
　音楽室には誰の姿もなかった。薄い暗闇が、何かを隠しているような静かさでそこにある。扉を開けると、明かりをつけてまず渚が中に入った。

　暖房の入っていない教室は冷たく、息が白くなるほどの寒さだったが、三人とも何も言わなかった。まるでこの場所に来ることは二度とないのだから、とでもいうように。

　最初に口を開いたのは、渚だった。小さな体で敵陣に切りこむ、バスケットボールのポイント・ガード。
「真花が死んだ」

　と、渚は短切にものを言った。

「昨日のことだ。うちの親に電話がかかってきた。陽奈子のところにも。何で死んだのかはよくわからない。でもとにかく死んだことだけは確かだ」

「…………」

「あんたは何か知っているんだろう？」

　フユは答えず、逆に訊きかえした。

「どうしてそう思うのかしら？」
「私たち、つまらないやりとりをするつもりはないのよ、志条さん」

　渚の横から、陽奈子が言った。厳格な教師みたいなしゃべりかたである。

「昨日、あなたが真花といっしょにいるところを、私たちは見ている。そのあとで、真花は死んだ。これ以上、何か言うことはある？」
　フユは短いそぶりで、かぶりを振った。もちろん最初から、ごまかせるなどとは思っていない。
　ただ、彼女たちがどこまで信じるのか――

「そう、確かに私は真花といっしょだった。彼女が死んだときも、私はそばにいた」

「やっぱり――！」

　渚がそう言って詰めよろうとするのを、陽奈子が手で制した。

「……続けて」

「私と真花は病院に行った。彼女の姉が入院している病院よ。弓村桐絵はすでに危篤状態だった」

　二人ともおそらくそのことを知っているのだろう。何も言おうとはしなかった。

「その時、真花には二つの選択肢があった。選択はそのどちらか一つだけ。残念ながら、この不完全な世界では、その二つの選択肢しかなかった。一つは、このまま弓村桐絵の死を看とること。もう一つは、どんな方法でもそれを回避すること」
「姉さんが死ぬ前に、自分のほうが先に死のうってこと？」

　自分の発言に顔をしかめながら、渚が訊いた。
「いいえ、もちろん違う。彼女にはたった一つだけ、姉を救う方法があった」

「――そのせいで、真花は死んだっていうの？　お姉さんの代わりに」

　とても信じられないというふうに陽奈子は言う。

「ええ、そういうことよ」

「いったいどうやったっていうんだ？」

　渚が訊くと、フユは正直に答えた。

「魔法を使ったのよ。彼女はその代価を払った」

　けれどもちろん、そんな言葉に二人が納得できるはずはなかった。魔法使いでない人間にとっては、魔法のことを本当に理解することなどできはしない。

「まじめに答えてよ、フユ」

「事実よ」

　相手を突きはなすようなその言いかたに、渚は思わずかっとなった。

「真花はあんたのこと、いつも心配してたんだぞ！」

「……別に私が頼んだわけじゃないわ」

　瞬間、甲高い音が響いた。

　フユは叩かれた頬を押さえようともしない。

「友達の言うことじゃないよ、それ」
　そう言うと、渚は自分の怒りに耐えきれなくなったようにその場を去っていった。激しい平手打ちの気配だけが、いつまでもその場所に残っている。
「あの子、悪気があってやったわけじゃないから、許してやってね」

　やがて陽奈子が、ぽつりとそんなことを言った。

「わかってるわ」

　フユはいつもと同じ調子で答える。それから、陽奈子はフユのほうを向いて、

「……でも私も、同じような気持ちよ。志条さんのこと、疑うわけじゃない。あなただって、真花のことは私たちと同じくらい辛いと思っているはず。けど、今の話を信じることはできない。魔法だなんて言われても、そんな話は」
　そう言って、陽奈子も渚のあとを追うように音楽室を出ていった。

　あとにはただ、フユだけが残されている。まるでたった一人、無人島で救助船に乗りおくれたみたいに。音楽室は再び静けさを取りもどし、秘密の沈黙の中にまどろんでいた。

　ようやく痛みはじめた頬を押さえながら、フユはふとあることに気づいていた。

　今までずっと、そんなふうに思ったことはなかったけれど――

　弓村真花は彼女にとって、はじめての友達だったのだ。

５
「具合はどうかしら？」
　と、フユは訊いた。

　場所は弓村桐絵の病室である。室内にはほかに誰もいない。ドアの向こうからは、カートを押す音や、人の足音が聞こえた。面会謝絶の札は、もうなくなっている。
　桐絵はまだ起きあがるほどの力はないものの、意識のほうははっきりとしていた。鼻にカニューラをつけ、点滴も外れていないが、生命に別状はない。じき元のように戻れるだろう、ということだった。心疾患そのものは、やはりどうにもならなかったが――

「調子は悪くないな」

　砂に書いた文字のような弱々しさで、桐絵は言った。ちょっと風が吹けばすぐに形を失ってしまいそうな、そんなふうに。

「……今は全力で休むことね。そうすれば、これからよくなっていくだろうから」

「全力で休む、ね」

　桐絵は蜉蝣のような、儚い笑みを浮かべる。そのあいだにも時計の針が、知らないうちにいくらか動いていた。

「――ところで、真花のこと聞いたよ」

「ええ」とフユはうなずく。

「死んだって、言ってた」

「…………」

「本当に？」

　――ええ、本当に。

　フユはそう言った。

　ベッドに横たわったまま、桐絵は天井を見あげる。まるでそこから何かが降ってくるのを待つみたいに。

「……夢をさ」

　と、桐絵は言った。

「夢を見てたんだ、たぶん。どこか暗いところに向かってる夢。そこがどこなのかは、すぐにわかった。何しろ毎晩毎夜、私はそこを見てたんだから。すぐ近くまで行って、手で触れたこともある。怖いくらいに冷たくて、空っぽな場所。だからすぐに、そのことはわかった――」
　水泳をはじめたばかりの人間が必死に息継ぎでもするように、桐絵はしゃべり続けた。本来ならとめるべきだったが、フユはそれをしない。それをするわけにはいかなかった。

「ああ、とうとうあそこに行くのか、と思ったよ。いつもあんなに怖かったのに、自分でも驚くほど冷静だった。きっと怖いのは一瞬だって、わかってたんだ。そこを通りこしてしまえば、あとはただ落っこちていくだけ。もう自分ではどうしようもない――」

「…………」

「覚悟を決めて、私はただ待ってたんだ。掃除機か何かにでも吸いこまれる瞬間を待つみたいに。でも気づいたとき、そこには何か別のものが吸いこまれてた。それが何なのかはわからなかったけど、暗闇はそれでもう満足したみたいに、私を食べようとするのをやめてしまった。私はそこからどんどん遠ざかっていって、気づいたら左手に羽根みたいなものを握ってた――そして、目が覚めた」

　いつのまにか、あたりは静まりかえっていた。ドアの向こうにあったはずのわずかな物音も聞こえない。病室全体が、見えない透明な壁にでも包まれているかのようだった。

「……たぶんそれが、真花だったのよ」
　フユは言った。かすかにうつむいて、どこも見ようとしないまま。

「暗闇に吸いこまれたのが？」

「ええ、彼女は自分の生命を代価にして、あなたを救うという願いを叶えた。彼女の魔法〈天使契約〉は、そういうものだった」

　桐絵は自分の左手をそっと掲げて、それを見つめた。天使の羽が、まだそこに残っているかのように。

「そっか、真花は私の代わりに死んだんだ」

　ぼんやりと、桐絵はただそれが事実であることだけを確認するように言った。

　フユはそんな桐絵に向かって告げる。

「愛しすぎたからだ、と真花は言ってた」

「――――」

「あなたを失うことに耐えられないからだ、と真花は言ってた」

「――――」

「私にとってはそれで十分にお釣りが来るんだ、と真花は言ってた」

　桐絵は何の感情もない様子で、自分の左手を不思議そうに眺めていた。

　その表情に、フユは見覚えがあった。

　ずっと昔、一人ぼっちの少女がブランコの上で浮かべていた――

「――昔々、こんな話があったそうよ」

　気づいたとき、フユはそんなことをしゃべりだしていた。自分でも、そのことにうろたえながら。

「……どんな話？」

　桐絵は先をうながす。フユは少しだけ逡巡して、けれど続けた。

「昔あるところに、二人の姉妹がいたの。一人は暗くて醜い、いじけた森のシダ植物のような妹、もう一人は――」
　それは、志条夕葵と朝香の話だった。

　フユは同じような運命をたどった二つの物語を、交差させる。妹のためにその手を捨てた姉、姉のためにその生命を捧げた妹。その二つの別々の物語が、フユを通して関係を結ぶ。

「――わかっていると思うけど」

　と、フユはすべてを語り終えてから言った。

「これは志条夕葵と、その姉の話。あの人は言ってる。私は呪いをかけられたんだって。その手を見るたびに、あの人は自分の醜さを思い出す。それは決して、消えることはない」

　桐絵は黙って、その話を聞いていた。彼女が心の中で何を思っているのか、フユにはわからなかった。敬愛する作家に対する幻滅だろうか。それとも、共感、憐憫、憎悪、絶望――

「――私はね、フユ、これが呪いだなんて思ってないよ」

　桐絵は静かな、ガラスにでも閉じこめられたような声で言った。

「そりゃ真花がいなくなって、それが自分のためだなんていうのは悲しい。怒りたくも、恨みたくもなる。しかも当の本人は勝手にいなくなって、もうどこにもいないんだから」
　そこまで言って、桐絵は少し笑う。

「でもね、私はそのことを思い出すたびに自分のことを嫌ったり、憎んだり、蔑んだりなんてことはしない」
「けど、あなたは彼女を失ったんでしょ？」

　ううん違う、と桐絵は首を振った。

「私は失ったんじゃなくて、もらったんだから――」
　病室をあとにして階段に向かっていると、後ろから声をかけられた。独特な、金属を鍛造したような声である。振りむくと、宮良坂医師がそこに立っていた。
「少し話をしたいんだが、構わんかな？」

　近づいてくると、宮良坂は言った。ここのところ桐絵のことで忙しかったのか、この医師はどこか憔悴した様子をしている。

「構いませんけど」

　そう言うと、宮良坂は廊下の隅へと移動した。その先には事務室か医師の控え室があるらしく、人の通りはない。がらんとして、病棟の物音も分厚いカーテンで遮られたよかのようだった。

「弓村桐絵のところに行ってたんだな、君は？」

　訊かれて、フユはうなずく。

「例の……魔法のことについて話したのかい？」

「ええ、話しました」

　フユが無表情にうなずくと、宮良坂はひどく厄介なことに思い悩むような顔をした。成功率のわずかな難手術を前にしても、おそらくこの医師がこんな表情をすることはないだろう。

「結城先生から、大体のことは聞いている」

　宮良坂は心情を吐露するような疲れた声で言った。
「私にはなんとも言いがたいことだ。信じにくいことだし、信じられんことだ。だが弓村桐絵は現実に回復しつつあるし、弓村真花は確かに亡くなった。とりあえず信じないわけにはいかないだろう」

「今回のこと、先生は事前に聞かされていたんですか？」

「ああ、聞かされていた」

　宮良坂は冷静で断固とした口調で言った。そこにはごまかしも、後ろめたさもない。

「結城先生から一通りのことは、な。弓村真花のやろうとしていることと、その結果に起こるであろうことについて」

「反対しなかったんですか？」

　別に非難しているというわけではなく、フユは訊いた。

「正直なところ、信じにくかったというのはある。何しろ、俺は魔法使いではないんでな」

　宮良坂は軽くため息をつくように言った。

「だがそのうえで、もしも弓村桐絵が助かるなら、と思っていたところがないわけでもない。俺の中では魔法云々よりも、そちらのほうが厳然とした事実性を持っていたんだろうな。見えないものを秤に載せるのは難しい。そのために一人の人間が死ぬというのは、とても許容できる話ではないのだが……それでも、な」
「…………」

「賛成はしなかった。だが反対した、というわけでもない。俺には手の出せる話じゃない、と思っただけだ。俺にできるのはせいぜいが、弓村桐絵に万全の対応をしてやることだけだった」

「……桐絵は助かるんですか？」

「すでに小康状態に入っている。各種数値も正常範囲に戻りつつあるし、驚異的な回復を見せている。魔法、としか言いようがないな。このまま順調にいけば、じきに退院することができるだろう」

　天使は約束を守ったらしい――

　これでもう話は終わりかと思ったら、宮良坂は続けてこんなことを言っている。

「それで君に話があるというのは、別のことだ」

「……？」

　フユは不思議そうに宮良坂のことを見る。宮良坂統と自分との関係は、弓村桐絵にしかないはずだった。

「本人が何と言うかはわからないが、君には伝えておくべきだと思ってな」

「何のことです？」

「奈義真太郎のことだ」

　何故、宮良坂が奈義のことを知っているのか。

「彼のことを、私は知っているんだ。そしてその関係は、奈義真太郎、君、弓村姉妹、私、というふうにループさせることができる。まったく、妙な因縁だとしか思えんよ」
「どうして先生が、奈義のことを？」

　訊くと、宮良坂は答えた。

「伊沢政志のことを覚えているかね？」

　確かそれは、デパートでの爆発事故の際、子供をかばって亡くなった男性のことだった。

「彼の甥が、奈義真太郎なんだよ」

　フユは顔をしかめる。

「まったく、妙なものだと思うだろう？　伊沢政志のことで、彼は時々私を訪ねてくるんだ。五年前、彼が中学生だった頃からのつきあいだよ。その彼と君が知りあいなんだから、人のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えにし),縁)というのは不可思議なものだ――」
 宮良坂はそれだけのことを話してしまうと、病棟へと戻っていった。

　一人その場に残されたフユは、けれどどこにも歩きだすことができずにいる。蜘蛛の巣のように複雑にからみあった糸の中に、自分がひっかかっていた。奈義、真花、桐絵、宮良坂、季早、ゆずき――
　その糸をたぐれば、誰にでも手をのばすことができる。

　すべてのことは、関係しあっている。

６
　フユは自分の部屋で、机の前に座っていた。目の前には二つのものが置かれている。一つは携帯端末、もう一つは例の追跡で奈義が見つけたという犬のストラップだった。かつては沢谷ゆずきの持ち物だったものだ。
　窓の外には夕闇が迫りつつあった。冬の日没は早くて、暗い。まるで何かの実験でもするみたいに、気がつけば暗闇があたりを満たしている。夏の宵闇とはまるで違う、何かを拒むような輪郭のくっきりとした暗闇だった。

　奈義に連絡をとろうとしたのだが、携帯は何故か通じなかった。それも電波の都合や電源が切られている、ということではない。まるで回線がつながらないのだ。そもそも、そんな相手は存在していない、というように。

　フユはストラップに手をのばして、ぼんやりとそれを見つめる。
　あの時、ゆずきの〈孤独証明〉でつながりを切られて、追跡不能にされた代物だった。そのあと、「これやるよ」と奈義が言ってフユに渡している。そんなものいらない、と言うと、「じゃあ預かってるってことでいい」と言われた。そのストラップを、フユは捨てずに保管していたのである。

　以前に見たとおりの、つぎはぎだらけにされた犬をデザインしたものだった。自分でないものをくっつけられながら、そういう自分でしかいられない存在。体の一部になってしまった異物を、もう切り離すことはできない。

　しばらくしてから、フユはストラップをポケットに入れて立ちあがった。外出の用意をしてから、部屋を出る。

　リビングの横を通るとき、フユは中にいた夕葵に声をかけた。夕葵はスケッチブックに向かって、また何かのアイデア画を描きこんでいる。

「倉庫から、魔術具を一つ借りたいのだけど」

　と、フユは言った。夕葵は興味というほどのものではないがちょっと意外だ、という顔でフユのほうを見る。
「あんたが自分で勝手にそんなことを言うなんて、珍しいわね」

　いつもなら、魔術具の持ち出しは誰かに指示されたから、とフユは言うはずだった。

「何に使うつもりなの？」
「昔の自分に会いに行くのよ」

　夕葵は首を傾げたが、結局はそのもの言いに笑った。立ちあがって鍵を取ってくると、二人は工房の奥にある倉庫へと向かう。

　本来なら魔術具の持ち出しには結社への申し立てが必要なのだが、特に監査機関があるわけではない。結社の関係者でさえあれば、実質的には夕葵の一存で中の物を自由に貸しだすことができた。

　いくつもの棚にガラクタのように積まれた魔術具の中から、フユは丸いわっかのようなものを選んだ。魔術具はどれも奇妙なデザインをしているので、夕葵にはそれがどんな用途のものかはわからない。

　倉庫を出て、電気をつけていない工房に戻ってから、フユは夕葵に言った。

「二人のこと、ある人に話したわ」

「…………」

「その人も姉妹で、同じように魔法を受けた。一人が犠牲になり、一人を救った」
　霞のような暗闇の中に、二人の姿は急速に薄れつつある。声だけが、その向こうから確かな存在を伝えていた。

「でもその人は、それを呪いだとは言わなかった。悲しいし、怒りたくも恨みたくもなるけど、でもそうじゃない。それは失ったんじゃなくて、大切なものをもらったからだって――」

「あたしは朝香からそれを奪ったのよ」

「ううん、違う」
　フユは言った。
　ずっと昔、雪の降るブランコにたった一人で座っていたとき、この世界の外側に弾きだされそうになったその時。たった一人だけ声をかけ、手を差しのべてくれた人――

　だから、フユにはわかる。

「あなたは――母さんは、やっぱりそれをもらった。もらっても、いいんだと思う。例えそれに憎しみや後悔しか抱けないのだとしても。母さんはそうやって、世界とつながっている。それは決して、間違ったことじゃない」
「…………」

「少なくともあなたは、そうやって私を救ってくれた」

　それだけのことを伝えると、フユは入口からその場所を出ていこうとした。夕葵がそれをどんなふうに受けとったのかはわからない。それでも、渡すべきものは渡したつもりだった。
　夕葵はけれど、そんなフユに向かって声をかけている。

「――フユ、あんたは決してガラスじゃないけど、ガラスみたいにあたしの心を惹きつけた」

　彼女はまるで、本当の子供にするみたいに優しく言った。

「あんたはやっぱり本当に、あたしによく似ている……だから、できるだけ遅くならないように家に帰ってきて」

　フユは入口で後ろを向いたまま、ただ黙ってうなずいた。

７

　この時間、城址公園にはさすがに人影はなかった。

　日増しに密度を増していく冬の濃く重い暗闇が、あたりを覆っている。空は雲に閉ざされ、月明かりもない。公園のあちこちに立てられた水銀灯だけが、冷たい光を放っていた。
　フユの足元では玉砂利を踏む音が、まるで硬い雪の上でも歩くみたいにして響いていた。水銀灯のそばで足をとめて、フユは白い息を吐く。誰かに言いそこねた言葉みたいに、白い塊は暗闇の中へと消えていった。

　歩きながら、フユは妙なものだと思った。奈義にはじまったつながりが、予想外の経路をたどってまた元に戻っている。それがいったい、何を意味するのか。

　やがてフユは、遊具の置かれた小さな一画にやって来た。中央の明かりが全体を冷ややかな光で照らしている。まるでそこだけが、月の裏側とでも直接つながっているみたいに。

　公園にあるブランコのところに、人影が一つあった。誰かを待っているような、誰かに助けを求めているような、そんな――

「こんなところで何をしてるの、奈義真太郎？」

　フユが声をかけると、その男は座ったまま顔をあげた。

「よくここがわかったな、フユ」

「あんたと同じ魔法を使ったのよ」

「俺と？」

　フユはポケットから、あるものを取りだした。つぎはぎにされた犬のストラップである。
「それは、あの時の？」

「ええ、どこかの作家に飼われてた、フォックステリアみたいではないけれど」

　そう言って、フユは少し笑った。

「……これを私に渡したときのこと、覚えてるかしら？」

「やるよって言ったら、いらないって言ったな」

「そう」フユはストラップをポケットにしまった。「その時、このストラップの関係がどうなったかわかる？」

「…………」

「あの時、沢谷ゆずきから関係を切られたこのストラップは、その所有権をあんたに移した。そしたあんたはそれを私にやろうとしたけど、私は断わった。つまり、このストラップの持ち主は奈義真太郎というわけ」

「〝追跡魔法〟か」

「あんたの〈境界連鎖〉と同じ、ね。でも、本当は違う。あんたの本当の魔法はそれとは別のものだった」

「…………」

「思えば変なものよ。私がはじめて弓村桐絵を訪ねたとき、そこには宮良坂統のところにやって来たあんたがいた。その宮良坂統は、たまたま弓村桐絵の主治医だった。何もかもがつながっている。そしてその本当の中心は、私じゃなくてあんただった」

「面白そうだな」

　と、奈義はブランコに腰かけたまま、いつものようなとぼけた顔をする。

「どういうことか、説明してもらおうか」
「――そもそも、これは話のはじめからおかしかった。いるかいないかもわからない魔法使いを探せ、なんていうところから」

「魔法使いの発見は、結社の任務としてはおかしなことじゃないはずだが」

「確かにそうよ」フユは逆らわなかった。「でもやはり、不自然なことには違いない……そう、まるで魔法使いのいることが最初からわかっていたみたいに」

「…………」

「その辺のことは、よくわからない。でも確かにわかっていることが一つある。それはあんたがある時点から、沢谷ゆずきが魔法使いだと気づいていたこと」

「俺が？　彼女を？　いったいいつからだ」

「おそらくそれは、例の自販機の話あたりからでしょうね」

　フユは奈義の前に立ったまま続ける。

「あの時、あんたは予感した。その自販機を使えなくしたのは、彼女が無意識に魔法を使ったせいじゃないのか、と。そして駅前で頻繁にライブを行っている彼女の行動範囲は、例の地図とも一致する」
「それはすべて、推測にすぎないな」

「――あの時、あんたが何て言ったか覚えてる？」

「何？」

「はじめて彼女のライブを聞いたあとでのことよ。あの時、あんたは質問するときにこう言ったわ。『どんなやつが関わってるんだと思う？』――このセリフ、おかしいわよね」
「…………」

「沢谷ゆずきは魔法も、魔法使いのことも知らないはずだった。それなのに一連の現象のことを訊かれて、それを誰かの仕業だと考えるのはおかしい。でも、沢谷ゆずきはその質問に疑問を持たなかった。彼女はすでに知っていたからよ。それらの原因が、自分なんだということを。そしてそれを確認するために、あんたはあんな質問をした」

「彼女は適当に答えただけかもしれない。ライブのあとで疲れていただろうしな」

「でも、あんたが彼女を疑っていたことは間違いない」

　フユはさらに言葉を重ねた。

「それに、おかしなことはまだある」

「何のことだ？」

「ストラップのことよ。あんたが〈境界連鎖〉とやらの魔法で彼女の跡を追ったっていう、あの」

「別におかしくはないだろう。現にそいつは彼女の持ち物で、だからあの時も道の先で待ち伏せすることができた」
「おかしいのよ、それが」

　フユは首を振った。まるで子供がいなやをするかのように。
「あんたはどうして、そのストラップが例の魔法使いのものだとわかったの？」

「…………」

「まさか、落とすところを目撃したわけではないでしょう？　つまりあんたにはそれが魔法使いのものだとわかる、何か理由があった。そもそも、こんな小さなストラップを夜中にそう簡単に発見することができるかしら？」

「……何が言いたい？」

「あんたが見つけたのはストラップだけじゃなかったってことよ。それが沢谷ゆずきのものだとわかる、何か別のものといっしょだったはず。そして思いかえすとあの時、逃げる彼女は当然持っているべきはずのものを持っていなかった。それは、ギターよ」
「…………」

「おそらく酔っ払いから逃げるときに、邪魔にならないようにそれをどこかに置いていったんでしょうね。あとで回収するつもりだったはずのそれを、あんたが偶然見つけた。ギターを見つけたあんたにはすぐにわかった。そのギターの持ち主と、誰が魔法使いなのかが」

「なかなか面白いな」

「――でもあんたはそれを、私に隠してた。二度目の追跡のとき、彼女が私に警告したのはそのことだった。彼女はあんたに自分の正体がばれていることを、すでに知っていたのよ」

　奈義はしばらく黙っていたが、やがて言った。

「何故、俺がそのことをお前に隠しておかなくちゃならない」

「あんたには別の目的があったからよ。本当の目的が」

　フユは即座に返答する。

「本当の目的……？」奈義は愉快そうに言った。「何なんだ、それは」

「一言でいうなら、復讐ね」

「俺はそれほど情熱的な人間じゃないな」

「でも伊沢政志のことでは、そうではなかった」

「…………」

　奈義は口を閉ざす。

「問題は、あんたが弓村真花と沢谷ゆずきの両方に接触のあったことだった」

　フユは淡々とした口調で続けた。

「本屋のバイトをしてたっていう、そのことでよ。二人はそこであんたと出会い、一人は魔法使いになり、もう一人はその魔法に変化が生じた……大胆な想像をすると、こんなふうに考えられる。あんたはその二人に、魔法の核みたいなものを渡したんじゃないか、と。おそらくそれは、複数人に対して無作為に行われた。いざというとき見つけやすいように、同じ中学の生徒を対象にして」

「…………」

「魔法の核は、誰に与えても結晶化する、というものではなかったんでしょうね。だからあんたはそれを、できるだけたくさんの人間にばらまいた。結果として、沢谷ゆずきには魔法の素質が現れ、その副産物としては弓村真花の魔法に変化を起こした。けどあんた自身には、誰にどんな魔法が生まれるかはわからなかった」

　フユはポケットから、携帯端末を取りだした。結社の人間にだけ使用可能な、見ためには何の変哲もない代物。
「これであんたに連絡をとろうとしたのに、電話はつながらなかった。でもそれはおかしい。結社の〈悪魔試験〉を受けた人間であれば、問題なく連絡はとれるはず。これはまるで、そうではない人間みたい――」

「〈悪魔試験〉を解くことはできない」

「普通なら、そうでしょうね」フユは静かに言った。「でも同じようなことを、私は知っている。私の〈断絶領域〉を解除したのと同じようなことを。例の〈孤独証明〉なら、それができるはず」

「…………」

「あんたは〈悪魔試験〉を解くための方法を探っていた。そして自分の魔法を使って、魔法を解く魔法を手に入れようとした。一つの中学に限定して、都合のいいようそこに通う私を仲間にして」

「結社に復讐するために、か」

「そうよ、五年前の爆発事故。たぶんそれは、結社が起こしたものだった。だから今回のことは、最初からあんたが仕組んだことだった。すべての関係は、みんなあんたをはじまりにしていた――！」
　あたりは沈黙に覆われていた。水銀灯の光が雪のように地面に積もる音が聞こえる。銀色をした見えない蝶が、すぐそばで羽ばたくような音だった。

　奈義はそっと、一滴の水を零すようにして言った。

「確かに、俺の魔法が〈境界連鎖〉だなんていうのは嘘だ。あれはただの〝追跡魔法〟だよ」

「…………」

「〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(クラウン・ギフト),幻想代理)〉――それが俺の魔法だ。お前の言うように、〝人に魔力を与える〟魔法だ。その結果、特殊魔法に目覚める人間もいる。そしてその場合にはもう一つ、〝与えた魔力を魔法といっしょに取りもどすことができる〟」

「沢谷ゆずきの様子がおかしくなったのは、そのせいなの？」

　フユは彼女の友人だという女子生徒に聞いた話を思い出している。

「ああ、そうだ。彼女の魔法は今は俺が持っている。それを使っていくつかの記憶を消した。彼女はもう何も覚えていないし、害もない。魔法がなくなれば、ただ少し孤独なだけの、ごく普通の女の子でしかないよ」

「弓村真花のことは？」

「あれは俺も予期せぬ事態だった。魔法使いがそうごろごろいるもんじゃないからな。もっとも、彼女自身はそれを拒みはしなかったが」

「……会ったことがあるのね、真花と？」
「魔法のことについて訊かれたよ。彼女は気づいていたんだな、俺が魔力を配っていたことに。それがどういうものなのか、その効果がいつまで続くのか、そんなことを質問されたよ」
　そう――

　弓村真花がフユにこだわった理由の一つは、そのことだった。奈義の正体を知るために、彼女はフユとの関係を維持したほうが好都合だったのである。

（もっとも、それだけではないんでしょうけど……）

　もういなくなってしまった少女のことを考えながら、フユはふとそんなことを思う。

「あとのことは、大体お前の言うとおりだ」

　奈義はそう、かすかに笑うようにして言った。

「俺は結社の魔法を解くために、魔法を解除する魔法を探してた。同じようなことは、すでに今までも何度か試したことがある。ほとんどは知りあい相手だ。だが今回は思いきって規模を大きくした。ただしお前の推察通り、同じ中学に範囲を限定してだったがな」
　フユは黙ったまま、奈義の話を聞いた。

「魔法使いの噂が広まりはじめたとき、俺は目的の魔法に近いものができたんじゃないかと思った。関係を切る――結果的には、それは俺の期待したとおりの魔法だった。俺は魔法使いの特定を急ぐと同時に、それが完成するのを待った。最初に沢谷ゆずきを追跡したとき、お前の魔法を消したのを見て間違いないと思った。これが俺の望んでいた魔法だ」

「――そしてあんたは、彼女から魔法を取りかえした」

「彼女は結局、自分とギターとのつながりは断てなかった。それが彼女にとって、本当の完全世界だったからだ」

　フユは一瞬うつむいてから、坂道でボールを手放すようにして言った。

「あんたは何故、そのことをずっと黙っていたの？」

「お前のことを信用していなかった……というのは、半分嘘だ」

　奈義は言いながら、少しだけおかしそうに笑った。

「本当のことを言うと、誰かを巻きこみたくなかった。これは俺の個人的な、私怨だ。いや、それも本当じゃないな――俺は、お前を巻きこみたくなかった」

「…………」

「ここからは、お前の知らないことを少し話してやろう」

　奈義はそう言って、芝居がかかった咳払いを一つした。

「――昔々のことだ。一人の少年がいた。とても不幸な少年だ。父親はどこの馬の骨とも知れないろくでなし。そのろくでなしがいなくなってしばらくすると、母親のほうは精神に変調をきたした。世界中がよってたかって自分を罠にかけようとしているんだと言いはじめた。実の息子を悪魔の子供だと罵った。そいつがいるから、自分は幸せになれないんだ、と。
　やがて母親は病院に入れられ、少年は一人ぼっちになった。少年をひきとってくれたのは、その伯父さんだった。変てこな人だったが、その人は確かなやりかたで少年を愛してくれた。少年はようやく水の底から浮かびあがったみたいに息をすることができた。少年は幸福だった。そこが、少年の完全世界だった。
　ところが、その伯父さんは死んでしまった。爆発事故に巻きこまれた。少年はひどく悲しんだ。失われた完全世界を、彼は求め続けた。そんなものは、もうどこにもないことを知りながら。だが何年かして、彼はある結社が例の爆発事故を起こした犯人だと知ることになる。そこで、彼は決めた――完全世界を取りもどすことを」

　話は静かに終わった。まるで雪が融けていくみたいに、静かに。

「その伯父さんが、復讐なんて求めているとは思えないけど」

　フユは言った。その問いかけが無意味なものだと、自分でも知りながら。

「――だろうな」

　奈義は簡単にうなずく。

「だが、俺はそれを求めている。どうしようもないくらい、強く」

「そんなことをしても、完全世界は取りもどせない」

「いや、取りもどせるのさ」

　奈義はそう言って、穏やかな笑みを見せた。

　その顔に、フユは見覚えがあった。

　つい最近にも、それを同じものを見たのだ。どう考えても損な取り引きをしながら、それを少しも後悔していない顔――
「そんなことをしたら、きっとあなたは殺される」

「かもしれないな」

「伯父さんがそれを喜ぶとでも？」

「死んだ人間は何かを喜んだりはしない」

「――――」

　フユは何かを言おうとして、けれど何の言葉も出てこないことに気づいた。そこには見えない壁があった。どんな魔法を使っても、その壁を消すことはできない。

「――やめて、そんなことをしても意味がない。何も手に入らない。何かをもっと、失ってしまうだけ」
　奈義はブランコから腰をあげて、フユの前に立った。

「今のままで何が悪いの？　失ったものを求める必要なんてない。そんなことをしたら、もっと失われていくだけ。心を閉ざしてしまうほうがいい。月の裏側かどこかで、小さな箱の中にでも入っているほうが」

「――フユ」

　言われて、フユは顔をあげる。今にも泣きだしてしまいそうな顔を。

「少しじっとしてろ」

　奈義は何かを取りだすと、フユの前髪にそれをつけてやった。雪のひとひらが音もなく手の上に乗るように、そっと。

「何なの、これ？」

　フユは訊く。

「髪留めだ。お前の母親、志条夕葵が作ってくれた」

　――それは雪の結晶を象った、ガラス製の髪留めだった。六角形のその透明な花は、そうあるのが自然な美しさで、フユの前髪を飾っている。
「〝共鳴魔法〟の魔術具を借りに行ったときに、彼女から渡されたものだ。本当は彼女が直接渡すのが筋なんだろうが、俺にやって欲しいと言われた。ちょっと渡しそびれちまったけど、今お前にやるよ」
「…………」

「お前の母親はお前を愛してくれてるよ、フユ」

　そう言って、奈義は満足そうにフユのことを見つめている。少しもまじりけのない、純粋な笑顔を浮かべながら。
　フユはただ、そんな奈義を見ているしかない。

「それから、もう一つ」

　と、奈義は言った。

「お前にかかっている魔法を解いてやろうと思う」

「何？」

　フユは顔をしかめた。この男は何を言っているのか。

「〈悪魔試験〉を解く。これから、それがお前にとって必要になるかもしれない。わかるだろう？　完全世界は、もうお前には必要ない」

「…………」
「俺がこんなことを言うのもなんだが、完全世界はもういらないんだ。人は魔法を失った。そのほうがよかったからだ。俺たちはこの不完全世界に生きる魔法使いだ。完全世界は、もういらない」

　フユはしばらく黙ってから、言った。

「あんたがそう、望むのなら」

「――ああ」

　奈義は静かに手をのばして、フユの額にかざした。そして魔法の揺らぎが起きると、朝の光に月がそっと姿を消すみたいに、フユにかかった魔法は解けてしまう。

「これで、お前は結社から自由になる」

　と、奈義はフユの頭から手をどけた。

「このあとは、魔法委員会に保護を求めたほうがいいだろう。少しくらいは役に立つ。結社にしても、ことに気づけばそれなりの動きはしてくるだろうからな。注意したほうがいい」

　こくん、とフユはうなずく。そのほかに、どうすることもできない。

「それから最後に、こいつも渡しておく」

　奈義は照れ隠しのように、急にそんな顔をして言った。

「俺がお前にしてやれる、これが最後のことだ」

「……何のこと？」

「お前に、俺の魔法を渡しておく」

　奈義真太郎の〈幻想代理〉は、人に魔力を与える魔法だ。

「何かの役には立つかもしれない。純粋な魔力だけだが、どのみち俺にはもう必要のないものだ。全部お前にくれてやるよ」
「形見わけでもするつもり？」

　魔法の形見というのも変な話ではあった。

「そんなようなものだな」

　言われて、フユは子供みたいに首を振った。

「そんなものいらない。あんたが死んでもいいなんてつもりでそうするのなら、私はそんなものいらない。そんなもの、欲しくない――」

「なら、預かってくれるだけでもいい。お前がそう望むなら」

「…………」

「どっちにしろ、お前にはこれを拒むことはできない。壁を作ったって、俺はそれを消してしまう。お前がどんなに強くて固い壁を作ったって、俺にとってはそんなの何の意味もないことなんだ」

　フユはぐっと、拳を握る。けれど、少しも動くことさえできない。

「やめて……」

「お前は誰かに愛されるべきだよ。誰かに愛される資格がある。お前は誰かを傷つけるような人間じゃないから」

「……やめて、心が痛い！」

　フユは叫んだ。

　けれど――

　奈義はそっと、フユの頭に手を乗せる。

　それは、優しい手だった。

　かつてフユをブランコの上に残して、さよならを言うために振られた手。すべてのつながりを残酷に断ち切ってしまった手――

　それとは、まるで違う。

　奈義の手が、フユの頭を優しくなでてやった。

「俺の最後の魔法だ。俺の全部をお前に渡しておく。何かのお守りくらいにはなると思うから」
　何故だか、フユは泣いていた。

　奈義の魔法がゆっくりと、自分の中に入ってくるのがわかる。その魔法は、フユの中にあった壁を壊してしまったみたいだった。そして、その場所で小さな箱に閉じこめられていたものを、広い場所へと解放していく。

　おそらく、フユはようやく泣けたのだ。

　あの時、雪の降るあの日に流すべきだった涙を。心の中に降りつもったまま、ずっと凍りついていたその涙を。

　フユはようやく、流すことができていた。

　ここはもう、月の裏側なんかではない――

「悪いな、フユ」

　奈義の言葉に、フユは子供みたいに泣きじゃくりながら言った。

「私はあんたのことが好きだった！」

「ああ……」

「とても、好きだったのに！」

　フユは叫んだ。

　強く。何かを願うように、強く。

「……そのうち雪が降って、みんなが寒さに震える」

　奈義はそんなフユの頭をそっとなでてやりながら、言った。

「その雪もいつかは融けて、春になる。でも俺は冬が好きだよ。冬は素敵な季節だから。みんなに穏やかさと温もりを教えてくれる、素敵な季節だから」

「…………」

「大丈夫、つながりはなくなったりしない。それは少し、形を変えるだけなんだ」

　そして、奈義は言った。

「フユ、お前は俺とよく似てるよ」
　それが奈義真太郎が志条芙夕に与えた、最後の贈り物だった。

８

　――フユはブランコに座って、じっとしている。
　奈義がいなくなってしばらくすると、雪が降りはじめた。言葉にならないものを伝えようとするような、そんな雪だった。手をのばすと、雪はかすかな冷たさだけを残して音もなく融けていく。
　結局、フユは一人だった。奈義は彼女を置いて行ってしまった。自分の完全世界を求めて。フユはまた、一人だけ残された。

　いや――

　それは、違う。

　フユはふと、水銀灯の光に人影が差したのに気づいた。奈義ではない。それよりはひとまわりほど背が低い。それに、奈義真太郎が戻ってくることはありえない。

　人影はフユの前に立つと、口を開いた。

「俺のこと覚えてるか？」

　フユはその少年を見て、そして気づいた。中学校の階段で、フユに声をかけてきた例の少年である。

「どうして、あなたがここに……？」

「――俺は久良野奈津」

　と、少年は名のった。
「早い話が、あんたの味方だな」

　フユには知るよしなどなかったが、この少年は二年ほど前のある出来事をきっかけにして、委員会と結社の両方に接触を持っていた。
「ここに来たのは、奈義さんにそう言われてたからだ」

「奈義に？」

　フユにはわからなかった。この少年と奈義に、どんな関係があったというのか。

「あなたはあの時、私に警告したはずよ。奈義の協力者だというなら、そんな必要はなかったはず」
「あの時は時間稼ぎをする必要があったんでね」

　ナツは飄々とした、どこかとらえどころのない態度で言った。

「魔法が完成するまでは、あんたにあまり手を出されるわけにはいかなかった。そのためにあんたの注意を少しそらしておくよう、頼まれたってわけだ」

「路上ライブの時、近くにいたのは？」

「あれは偶然だ。何かまずいことがあったときに対応するため、こっちでも駅の周辺を警戒してた。魔法使いを探してたのは、あんたたちだけじゃなかったってことだ」

　フユはけれど、まだわからないことがあった。

「どうして奈義は、あなたといっしょに？　あなたは魔法委員会の人間ということ？　奈義は結社に入る前からあなたと？」

　ナツはうるさがりもせず、質問の一つ一つに答えていく。

「まず、俺は魔法委員会とは直接の関わりはない。ただ、結社の連中とは対立関係にあるってところだな。昔、追いかけまわされたことがある」

「…………」

「奈義真太郎は、最初から復讐するつもりで結社に入った。ただ、そのつもりで結社に入っても、結社を裏切ることはできなかった。例の魔法にひっかかるからだ。ただ、裏切りをどう定義するかの問題がある。今回のことは、その間隙を突いたってところだな。例の魔法は例えば、魔法委員会との接触そのものは禁止していない。現に、雨賀秀平は過去に委員会と取り引きをしている。明確な敵対行為や禁止事項以外は、裏切りとはみなされないらしい」
「だから、奈義はあなたの協力を得ることができた？」

「俺が手伝ったことは、具体的には二つある。一つは魔法使い探し。もう一つは、魔法の偽装」

「〈境界連鎖〉のこと？」

　ナツはうなずいた。

「あれはただの〝追跡魔法〟だ。けどいつも魔術具を持ち歩いてたんじゃ、すぐに偽装がばれてしまう。だから一手間入れた。俺と千ヶ崎朝美という人の魔法を使って」

「…………」

「詳しい説明は省くが、俺が奈義さんの服に魔術具の記号を描きこんで、千ヶ崎さんの魔法でそこに魔法をコピーした。魔法のことを偽っておけば、いざというときに役立つだろうと思ったからだ。そこまでの細工をしてから、あの人は結社に入った」

　五年前の爆発事故、その事故を起こしたのが結社だと突きとめる、魔法委員会との協力、結社への潜入、魔法を解除した奈義は復讐をはたすためにどこかへ向かった――
「そして魔法委員会は、奈義を捨て駒として利用した、というわけね」

「平たく言えば、そういうことになるだろうな」

　にらみつけるようなフユの視線を、ナツは軽くいなしている。

「委員会では今回の見返りに、奈義さんからいくつかの情報を得た。ただ、委員会ではまだ結社と本格的に事を構えるつもりはないらしいから、奈義さんを援護することもないし、見殺しにしたと言われても反論はできない」

「だったら――！」

「なら、どうしてあんたはここにいる？」

　ナツが静かに告げると、フユは口を閉ざした。

「それはあの人が、自分で決めたことだからだ。自分一人で行くと、決めたから。誰かにそれを翻させることはできない。干渉することも――」

　わかっていた。

　フユにもそれは、わかっていた。奈義は最初から、そのつもりだった。一人ですべてを終わらせるつもりだったのだ。

　すべての関係は、彼からはじまっていたから。

「でも、私は――」

　フユはブランコの鎖を強く握りながら言う。

「私はこれでまた、一人になってしまう」

「――いや、一人じゃない」

　ナツは言って、何か合図のようなものを送った。

　すると暗がりの向こうから、人影が二つ現れている。それは意外なことに、両方ともフユのよく知っている人物のものだった。

「どうして、あなたたちが……？」

　二つの人影――宮藤晴と水奈瀬陽は、にっこりとフユに笑いかけている。

「あの人も言ってたよね」

　と、ハルは言った。ずっと昔、小学生だった頃と同じ態度で。

「つながりはなくならない。それは少し、形を変えるだけだって――」

※

　――四つの季節が巡る。

　四人の子供たちと、いっしょに。すべての事柄がつながりながら。

　空からは静かに、雪が降りはじめていた。すべてのものを柔らかく押しつぶしてしまおうとするように。透明な、名前もつけられることのない花々が、世界を覆う。

　けれどそこに、フユは一人ではない。そこには仲間がいる。同じように不完全世界をくぐり抜けてきた仲間が。

　この世界で、志条芙夕は決して一人でいることはない。

９
　目隠しを取られたのは、ようやく建物の中に入ってからだった。
　奈義が無言であたりを見まわすと、そこはどうやら洋風建築の玄関部分らしかった。広いホールがあって、その両端に二階の廊下へ続く階段が設置されている。天窓から光が射しているらしく、室内空間には新鮮な光が充満していた。
「――こっちだ」

　と、奈義の前にいた男が言った。

　牧葉清織、結社の主な連絡係を務める男だった。

「ああ」

　清織の案内にしたがって、奈義は歩きはじめる。かなりの年代を感じさせる立派な建物だが、人の気配はほとんどない。廊下や窓ガラスなどよく手入れされているらしいのが、逆に不気味だった。この館では、時間が停まっているのかもしれない――

　そもそも、この洋館がどこにあるのかさえ、奈義にはわからなかった。車での移動中、ずっと目隠しをされていたからである。市内のどこかではあるようだったが、見当もつかない。
「この場所がどこかは考えても無駄だよ」

　歩きながら、前を行く清織が奈義の思考を読んだように言った。

「いくつかの魔法で位置がわからないように細工されてる。それにあの人がいつもここにいるとはかぎらない。同じような場所はほかにもいくつかある」

「しゃべりすぎじゃないのか、それは？」

　奈義は皮肉っぽく訊いてみた。

「君を信頼してるからだよ」

　気にしたふうもなく、清織は慇懃に微笑んだ。

　廊下から見える窓の外では、雪が降っていた。昨夜から降りはじめた雪だ。昨日と今日の境いめを、その雪だけがつないでいる。

　やがて一つの部屋の前で、清織は足をとめた。そこにこの館の主人がいるらしい。清織は軽くノックをしてから、奈義に言った。

「ここからは君一人だ。うまくやることを祈ってるよ」

「…………」

　清織がその場を去ると同時に、奈義は扉を開けた。軋み一つあげるわけでもなく、扉は開いていく。
　執務室といった感じの、小さめの部屋だった。重厚そうな机のほかに、装飾らしいものの類は一切ない。室内は薄暗く、明かりもつけられていなかった。大きな窓の外に雪が降っているのが見えたが、そこからは何故か十分な光が入らないらしい。まるで部屋全体が光の侵入を拒んでいるかのようだった。

　正面右手の壁近くに、少年が一人控えていた。せいぜい小学生くらいの背格好で、その存在が、この部屋唯一の装飾といってもよさそうだった。とはいえ、別にそういう趣味のためではなく、警護を目的にした魔法使いか何かなのだろう。

　そして、机の向こうには一人の男が座っている。

　ひどく禍々しい雰囲気をした男だった。別段、変わった人相や体格をしているわけではない。むしろよく整った、役者のような顔つきをしている。けれどそこには、底なしの夜の中にでも棲んでいるような、一種凄絶とした何かがあった。年齢は三十代半ばといったところだが、もう千年も闇を見続けてきたような目をしている。
（こいつが――）

　初めて会ったときは仮面をしていたのでわからなかったが、その男が結社の主人であるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こうじょうきづき),鴻城希槻)その人であることは間違いなさそうだった。

「奈義真太郎です――」
　と、奈義はできるだけ平静を装おうとした。けれど声に緊張がにじんでしまうのを、自分でもどうすることもできない。

「話は牧葉のやつから聞いてる。何か重要な用件があるらしいな」

　鴻城はまるで人形でも相手にするような、無造作な口ぶりで言った。
「――はい」

「話してみろ」

　奈義はその言葉に答える前に言った。

「一つ、お願いがあります」

　鴻城は返事をせず、ただ机の上に肘をついて両手を組みさわせただけだった。

「人払いをしてもらいたいんですが」

「何のためにだ？」

「俺はあなた自身に関わる重大な秘密の話をするために来ました。他人に聞かせるわけにはいかないでしょう？」

　鴻城は少し考えるふうだったが、やがてふっと笑った。どちらかというとその笑顔は、猫が鼠をいたぶるような凄惨なものだったが。
「まあいいだろう。ニニギ、聞いたとおりだ。しばらくここから離れてろ」

　鴻城がそう声をかけると、少年は黙ったままこくりとうなずいて部屋を出ていった。少年がいなくなると、室内の暗闇がわずかに濃くなったようでもある。

「これでいらん気づかいはなかろう。好きに話していいぞ」

　鴻城希槻の態度には、絶対の自信がうかがえた。それはそうだろう。彼の〈悪魔試験〉にかかった人間は、どうあがいても彼に直接の危害を加えることはできない。例えどれほど強力な武器を持っていたとしても、この男の前ではすべてが無力だった。

　そしてこの館には、そうでない魔法使いは入れないことになっている。

「……その前に、あんたには聞いておきたいことがある」

　部屋の中で二人きりになったところで、奈義はそれまでとはがらりと口調を変えて言った。

「やはり、本性はそれか」

　だが鴻城は落ち着いている。最初から、予見はしていたのだろう。そして〈悪魔試験〉があるかぎりは、この場所で魔法使いが彼を傷つけることは不可能だった。
「伊沢政志という名前に聞き覚えは？」

　奈義はポケットから無骨な鉄の塊を取りだしながら訊いた。ベレッタＭ８４、本物の自動拳銃だった。

「いや、ないな」

　スライドを引いて、薬室に弾丸を装填する。同時に撃鉄が起こされて、発射準備が調った。
「あんたが委員会の魔法使い相手に起こした、爆発事故の巻きぞいを食って死んだ男の名前だ。俺の伯父さんだった。偶然現場に居あわせて、子供をかばって致命傷を負った。柄にもないことをしたとは、俺も思うよ。だがあの人は、俺のたった一人の本当の家族だった……！」

「名前が違うようだが？」

「あの人は母方の親戚でね」

　奈義は銃口を向け、左手でそれを支えた。ほとんど一メートルもないほどの距離である。外す心配はない。

「つまるところ、復讐か」

　鴻城は目の前の状況にもかかわらず、平然としていた。

「気の毒なことだった、とだけは言っておこう」

「例え泣いて土下座したところで、あんたのことを許しはしない」
　銃口はぴたりと、鴻城の頭部にあわせられている。

「俺を殺して、それでお前は何を得る？」

　鴻城はその銃口よりなお暗い眼で奈義を見た。

「完全世界を取りもどす」

　奈義は引き鉄にかすかな力を加える。あとほんの少し余計な力を入れるだけで、銃弾は発射される。

「奇遇だな、俺も同じことを望んでいる。だが〈悪魔試験〉があるかぎり、お前の望みがはたされることはない」

「試してみるか、再試験でもして」

「面白い」

　にやりと笑ったとき――

　轟音が、響いた。

　衝撃で大きくのけぞった鴻城の体は、イスごと後ろに倒れる。正確に頭蓋を砕いた直径九ミリの弾丸は、脳の中枢の大部分を破壊し、炸薬によって生じた運動エネルギーを使いはたして、そこで停止した。

　床に横たわった鴻城の体は、もうぴくりとも動かない。

「――あんたは試験失格だ」

　最後にそう言ったことを、奈義は覚えている。

　そのあと、どこをどう歩いたのか、気づいたとき奈義は館の中庭にいた。一面が雪に覆われ、中央にある噴水も今は水が涸れている。歩くと、足元で雪の壊れる音がした。

　空からは切れ目なく、白く小さな塊が降ってくる。

　涙は出なかった。

　それはもう、志条芙夕が流してくれていた。大切なものを取り戻した涙を。そう思うと、奈義は少し笑った。彼女のために何かしてやれたということが、ひどく嬉しかった。
（ああ、そうか――）

　と、奈義は心の中の何か温かいものに触れながら思った。

（俺もやっぱり、あいつのことが）

　――そして、奈義は地面の上に倒れた。

　すでに心臓が停止しているのが、自分でもわかる。体の中の時間が逆回転していくような、奇妙な感覚があった。全身がどこか一点に圧縮されて、すべての機能が失われようとしていた。激しい痺れを感じ、けれどそれもすぐに薄れていく。

　急速に暗くなっていく視界の中で、奈義は先ほどの少年がすぐそばに立っていることに気づいた。おそらくこの少年が何らかの方法で、自分の心臓の鼓動を停止してしまったのだろう。

　そして少年の傍らには、何事もなかったかの様子で鴻城希槻が立っていた。わずかに血の跡が残るのみで、額に空いたはずの穴もなく、どう見ても死んでいるようには見えない。

「惜しかったな」

　やや本心らしい口ぶりで鴻城が言うのを、奈義は聞いたような気がした。

「だがお前はやはり、試験には不合格だ」
「――――」

　消えていく意識の中で、奈義は最後にフユのことを思った。

（どうせなら、笑っている顔を見たかったな……）

　そして奈義真太郎の意識はこの世界から、永遠に失われてしまった。

　――永遠に孤独な場所へと、その魂は。
※
　牧葉清織は洋館の中庭で、じっと奈義真太郎の死体を見おろしている。

　その体はすでに、半ばは雪に埋もれていた。放っておけばそれは、やがて白い雪に覆われて見えなくなってしまうだろう。けれどそれはどこか、冬の季節がこの男を優しく寝かしつけてやっているようにも見えた。

「……やはり、〈悪魔試験〉だけではなかったか」

　そう、清織は独言する。
　銃声が聞こえたあと、奈義が中庭で倒れるまでの一部始終を、清織は直接目にしていた。少年の魔法によって奈義の心臓が停止され、死んだはずの鴻城希槻が何事もなかったように現れたことも。

　奈義真太郎を、清織は利用した。その復讐心と計画に便乗し、鴻城への襲撃を間接的に手助けした。鴻城希槻の魔法を解くことと、その秘密を知るために。

　清織は空を見あげる。
　まるで悲しみの欠片みたいに、そこからは音もなく雪が降っていた。これ以上悲しみを増やしてしまえば、世界はもうその重みに耐えられなくなるだろう、とでもいうように。

「……だが、もはやその時は近い」

　世界そのものに囁きかけるように、清織は言った。

「もうすぐ、すべての悲しみも、苦しみも、痛みも、絶望も、何もかもが癒される。福音を信じることも、神の国が近づくのを待つこともない。それをもうすぐ、僕たちは手に入れることができる」

　牧葉清織は世界の片隅のようなその場所で、そっとつぶやく。
「――すべては、完全世界のために」
［エピローグ］
　同じ終業式の日――

　中学校では、何事もなかったように最後の全校集会が行われた。弓村真花がいなくなっても、世界は何が変わるわけでもない。日常は続き、空からは同じ雪が降ってくる。

　学校は午前中で終わり、フユは玄関に向かって廊下を歩いていた。もしも真花が生きていれば、フユは彼女と二人でそこを歩いていたかもしれない。

　廊下の先に、二つの人影があった。小嶋渚と芦川陽奈子の二人である。

　フユは二人の前で、立ちどまった。

「……謝っておこうと思って」

　渚はどこか拗ねたような、困ったような顔つきで言った。さすがにばつが悪いのだろう。

「昨日は叩いたりして、悪かった」

　そうして、勢いよく頭を下げる。

「気にしてないから、大丈夫よ」

　フユはけれど、首を振った。本当に、気にはしていない。

「……急に真花が死んだなんて聞かされたから、この子も混乱しちゃってたんだと思う」
　その横から、陽奈子が弁護した。

「あの時も言ったけど、悪気があったわけじゃないの」

「――てか、あんたも謝るのが筋でしょ？」

　一人だけ妙に冷静な陽奈子に、渚は唇をとがらせた。

「殴ったのは渚であって、私じゃない」と、陽奈子は肩をすくめる。

「いや、あんたも同罪……というか、殴ったんじゃなくて叩いたんだし」

「どっちも同じでしょ」

「グーで殴るのとパーで叩くのは、五十歩と一万歩くらい違う」
　フユはそんな二人に、くすりと笑った。

「いいわよ、本当に。私の言いかたも悪かったんだから」

　二人はきょとんとしたように、そんなフユのことを見る。

「どうかした？」

　フユは首を傾げた。

「いや、何かちょっと意外というか」

「少し変わった、志条さん？」

　二人に言われて、フユは口を閉じて考えてみる。「そうね、そうかもしれない――」
　用件はそれだけだったらしく、二人はそのまま行ってしまおうとした。けれどその時、ふと気づいたように渚が言っている。

「そうだ、また今度いっしょに部活やろうよ」

「…………」

「そのほうが、真花も喜ぶと思うしさ」

　死んだ人間は何かを喜んだりはしない――

「ええ、そうね。そうかもしれない」
　それから渚は、置き土産でもするように最後に言った。

「その髪留め、よく似あってるよ」

　――玄関を出て、フユは帰りの道を歩いていく。

　空からは、昨夜と同じ雪が降り続いていた。道路や建物、信号機の上、木の枝に雪が積もっていく。歩くたびに、靴の下で雪の壊れる音がした。

　いつもと同じ道を、いつもと同じように一人で歩いていく。

　けれど――

　不意に、フユは何かが悲しくなった。胸を押しつぶされるような痛みがあって、呼吸が苦しくなる。どうしてだか、涙があふれた。

　それは、誰かの死を感じたから――

　大切な誰かの死を、感じたから――

　その時、彼女の中にある魔法の、そのつながりが断たれた。永遠に暗い、孤独の場所へと。弓村真花が消えていった、その場所へと。

　フユは子供みたいに泣きながら、歩き続ける。

　けれどもう、フユが月の裏側に戻ることはない。これは失ったものじゃなくて、もらったものだから――

　家までの道のりを、フユはただ泣きながら歩いていく。
（了）



















